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㍉(イ)陽 性比奉及其他

(ロ)結 核補結反磨 トTuberk継1喚 皮内反癒

ノ關係及B.C.G.接 種 問題

補結反癒 トドッ」反磨 トノ結果ガ不一致

ノ場合

ii「 ツ」反慮 ト補結反慮 ノ結果 ザー致スル

場合

iii「 ツ」反慮 ト補結反鷹 トノ相關的立場カ

ラ考察シタ結核 ノ豫後、並二B.C.G.

接 種二i封スノソ管見

ivら ソ」反癒必 ズシモ結核感染罹患ト符合
茎

緒

襲 二余 等 ハ,① 乾燥菌 粉末 二依 ツテ、豫 メ含有

抗 髄 ブ之 二 吸牧感作 セ シ メ、 此 ノ感作抗元

(Sensiblogen)ヲ 以 テ補膿轄向反磨 ヲ施 行スル

方法(所 謂K.-K.-R)ノ 極 メテ優秀 ナ結果 ヲ示 ス

1コ トヲ報 告 シタ。而 シ乍 ラ、現 下 ノ如 ギ非常時

局下二際 シテへ ・アラユル物資 二窮 乏 ヲ極 メ、

家兎海猿 ノ如 キ實 験動物 ヲ職前 ノ如 ク自由二索

メ得ル コ ト難 キガ上 二、肝 腎 ナ飼料 ニモ事鋏 ク

有様 デアル カラ、 是等 ノ動 物 ヲ必要 トスル補罷

結 合反慮術式 デハ、其 ノ實施 ガ次第 二難澁 トナ
●

、}

第1章

働性人 血清 内 二在 ル溶血性補禮拉 二讐囁罷 ヲ利

用 シテ補艦結合反慮 ヲ行 フ至便法 ハ、饒 二徽毒

及結核 ナ ドデ試 ミラ レタ。

徽i毒 デハ、 野 口`2}、Dungernu.Hir鋭hfeld{3},

Stern(4),埜schernogubow{51,Man6iloff(6},Ba-

uer(7),Hecht(3),Notef,Levaditiu.Latapie,

PO頭 輿.木 村・Yg、加 藤12'等 デ、結核 デへGo1-

denberg(t2),鴻 上(13)ナドノ報告 がアルQ斯 ク至便

ナ方法 ガ報告 サレ居 ルニ モ拘 ラズ、從來汎 ク行

ハ レヌが 一艦 ドウシタ繹 力、其 ノ理 由 トシテ
、

1。 簡 便法 ハ、勢 ヒ完全 ナ封照 ヲ併 置スル コ ト

ガ困難 デ、從 ツテ、往 々錯誤 ノ結果 ヲ招致 スル

倶 レズ アル。

2・ 使用量 デ完全 二自家抑制作用 ヲ示 サヌ抗原

～

シナイ

v皮 慮 ノAllergie現 象 ト補結反磨 トB・

・C .G.接 種問題

(ハ)結 核補結反磨 ト赤沈反慮 ＼

第2節 徽毒補結反鷹 ・

第7章 働性人血清ヰ俵ル結核及徽毒補結反磨 ノ

検討

第1節 術式二關スル検討 一

第2節 結核補結反慮ノ結果 ノ楡討

第3節 徽毒補結反磨ノ結果ノ検討

結 論

文獄梗概 ト其ノ批判

言

1一
ツ タ。 隔一

斯 ルガ故 二、余 ハ出來得 ル限 リ資 材 ノ節約 ヲ計

リ、以 テ非 常時 局下 二最 モ合適 ス可 キ術式 二就

テ案 ヲ練 リ、之 二基 イテ實験 ヲ重 ネダ結 果、今

弦 二述 ベ ントスル方法 へ 從來 ノ海猿補艦、 家

兎 ノ冤疫性溶血素 ヲ 使用 スル 法 ノ短所 ヲ去 ツ

テ、極 メテ至便 二、而 カモ、其 ノ成績 二於 テハ

却 ヅテー層精緻、明確優秀 デアル コ トヲ認 ～タ。

滋 二實験 ノ過程 ヲ提 示 シ汎 ク廣 ク、識 者 ノ追試

ト批到 ヲ乞 フ。
〆

㌔

_、

ヲ恒 ≧得 ルコ トガ至難 デ アル6'

3・ 働 性被 検血清 ヲ使用 シテ此 ノ内 二含 マvル

正常溶 血素及溶血 性補鱒 ヲ利用 スルハ、 至便 ナ

ル モ、操作法 ニ ヨツテハ、 著 シク多量 ノ血溝 ヲ

必勢 ス.n・e(例 一 バG・ldenberg法 ノ如 キ)或

ハ各人 二就 テ多撒 ノ圭管 及封照管 ヲ併 列 スルガ

騨如
キハ實施 ガ煩 雑 デ困難 トナル。 ・

4。 從來踏襲 サ レタ補髄結合反鷹法式 二慣 ラサ

レタ學徒 へ 良 カレ悪 カ レ、其 ノ翻絆 カ ラ容易

二解 脱 シ得 ナイ等 々ガ考 ヘ ラレル
。

而 シ乍 ラ、簡便 デ錯誤 モ起 ラズ優 秀 ナ結果 ガ上

グ ラレル トス レバ、 至極結購 ナ有難 イ話 デ
、徒

來 ろ行 キ縣 リヤ踏襲 ヲ放榔 ジテ大 イ亭歓 迎 シデ

改善 スル コ トハ世 ノ爲 デア リ、斯 界 ヲ啓嚢 スル

も
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所以 デ アル。一 髄補髄結合反鷹 デハ検 出 セン ト

スル抗髄保有 ノ生物 ト成 ル可 ク種族 ノ接近 シタ

生物 ノ補艦 ヲ使用 スル コ トハ最 モ自然的合理的

デ アリ、且 ツ 其 ノ結果 ヲ優秀 二 導 クモ ノデァ

ル。殊更 二人類 ト縁遠 イ海猿補禮 ヲ使用 酵ネベ、

ナ ラヌ ト云 ヅタ因擦 ハ ドコニモ無 イ。溶血性曼

囁艦 ニシテモ、 山羊、緬羊 ナ ドノ血球 二封 スル
ゆ ミ

モ ノハ、既 二 自然 二人血清内 二正常抗膿 トシテ

殆 ド常二含 マ レル。然 ルニ、態 々好 ンデ家 兎 ノ

免疫性溶血素 ヲ使胤 ゼネバナ ラヌ ト云 フ理 由モ

亦 ドコニ モ無 イ。/"・ ・

由來ボ簡便法 トシテ公 ニサ レタモ ノハ、何 レモ リ
ぜげ も

同工異曲デ、働性入血清 ヲ使用 シテ、之 ヲ抗髄、

補髄、 溶血素 ノ3ツ ノ役 目二利用 セン トスル

カ、或ハ人赤血球二封 ス鮎免疫性溶血素 ヲ使用

㍉テ働性人血清 ヲ補禮拉二抗禮 ノ2ヅ ニ利用

シ、人血球俘游液 ヲ以テ山羊乃至緬羊血球俘游

液 二代ヘルカ、或 ハ以上 ノ2方 法 ヲ組 ミ合 セテ

多少 ノ改攣 ヲ企 テタモノカノ何 レカデアル。要

ズルニ、簡便法 ト唱ヘラ レルカラニハ、紗 クト

モ人血清 ヲ溶血性補膿拉 二溶血素ノ2ツ ニ利用

スルカ、乃 至ハ人血液 ヲ以 テ補艦 及血 球液 ノ資

材 トスルが!2方 法ハ最 モ機宜 ヲ得 タモ ノデs

働 性血清 ヲ輩 二補艦 二利用 スル ノ ミノStem氏

法 、或 ハ他動物血球液 ノミ ノ使用 ヲ省 クDun-

gernu.Hirschfeld氏 等 ノ方法ハ 至便 ノ意義i

ガ甚 ダ僅少 ナ感 ガアル。 兎モ角、在來 ノ補艦結

合反鷹 デ相當 ナ失費 ト手数 ヲ要 スル海猿補禮 ヲ
さ

使用 スル コ トへ 若 シ之 二代 ル可 キ良法 アラバ、

全慶 スベキダ ト思 フ。

次 二從來報告 サ レタ所 謂簡便法ハ絡 ジテ術式 ガ

漠然 トシタ感 ガ深 クテ追試者ハ 「コ レデノ・結果 〆

ハ ドゥ4"カ?Jト 云 ツタ危惧 ノ念 ガ起 ツ テ來 ル。
　 ミ

ー-ee
、 各 人 ニ ョツテ其 ノ含看量 ヲ異 ニスル溶血L

素 、補髄 ヲ相手 二仕 事 ヲスル ノダカ ラ、勢 ヒ嗜

中摸索的 ナ手技法 二出ザル ヲ得 ナィ ノグガ、今

一段
、是等要素 二關 スル廣汎 ナ實験 ヲ重 ネ、之

ヲ基調 トシテ、考察按配 ヲ続 セバ、有利 二實際 、

化出來ル方法 ガ樹 テラ レル ト惟 フ。・

規格的」安心 シテ施行 出來 ル方法 デナケ レバ到

底實際化ハ望 マ ソ礼

第2章 抗鵬原二就テ

第1節 結核抗原

働性血清 ヲ直チニ使用 シテ之 ヲ溶血性補髄壷清
な

トシテ利用スル補艦結合反鷹 似 下之 ヲ補結反
あ

鷹 ト略ス)"デハ毎常適正ナ抗原封照 ヲ併置 スル

コ トガ出來 ナィ。其 ノ故ハ,常 二完全二結核補

髄結合性抗髄皆無 ノ働性人虹清 ヲ使用 スルコト

ガ至難 ナ爲デアル。萬一補 艦血清内二補禮結合

性抗磯 ガ共存 スレバ、肝腎ナ抗原封照 モ溶血阻

止ヲ惹キ起 スコト・ナ リ、結果 ノ鋼定ガ曖昧乃

至不可能 トナを。サレバ、本法二使用 スル抗原

ハ自家抑制 ♂アルモ ノ、或ハ自家揖1制作用ガ強

ツタリ弱カツタう不安定 デアル ト、實験 ノ結果

ガ 自然適確 ヲ鋏ク事 牽ナル。故二、 本術式二

於 テ理想 トスル第1要 件ハ、毎鴬確實二自家抑

制 ヲ示 サヌ抗原製串法 ヲ案出スル トコデァルΩ

(イ)抗 原製出法 。＼

5%「 グリセリン」肉汁培地二結核菌乃至其 ノ攣!

異菌株 ヲ移植 シ、血温デ良 ク糞育 セシメタル後、

之 ヲ培地 ト共 二漁熱10σ℃ 二1時 間加熱清毒 シ
"テ濾過ス

。濾紙上 ノ菌艦 二滅菌水 ヲ2、3同注加 シ

テ・培地球分 ヲ充分二洗除 ス満 龍 ヲ「シヤーレ」

ノ如キ硝子容器 二成ル可 ク薄暦二廣 グ、乾熱

135C迄 加熱 シテ充分二菌艦 ヲ乾燥 ス。乾燥薗 ヲ

乳鉢二移 シ、良 ク磨確粉末状 ト礼 之 二滅菌水 ヲ

徐々二注加 シヅ ・町峰二磨 リ潰 シ、可及的等質

ノ菌髄乳鋼 トス。滅菌水量ハ乾燥菌塁 ノ約300

倍位bx6此 ノ菌髄乳剤液 ヲ100℃ 滋熱撒分時

乃至30分 時間加熱 シテ室温二1書 夜放置後逡心

分離二依ツテ上清 ヲ去ツテ菌艘 ノミヲ分取 シ、
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之 ヲ 「シヤー レ」二移 シテ更 二乾熱135`℃ マ デ

加熱 シテ乾燥 ス。 次デ前述 ノ如 キ操作 ヲ繰 リ返

シテ菌髄乳 剤 トナ シ、 又乾熱135℃ デ乾燥 ス。

斯 ク ノ如ノク、・乾熱135℃ 乾 燥 次 デ漁熱100℃ 水

浸 出 スル コ トニ依 ツテ、菌艦 二在ル 自家抑 制物

質 ハ次第二除去サ レル。菌孚し剤 ノ上清液 二 自家

抑制賞無 トナ ツタ時ハ、菌禮 自己ニ モ自家抑制

ガ全 ク解滑 ザ レル。而 シテ、菌膿 自己二 自家抑

制作甫 ヲ皆無 トナサ シムル爲 二前 記 ノ操作 ヲ幾

回繰 り返 サネバナ ラヌ カノ黙 ハ、菌株 ノ相違 二

依 ツテ多少 ノ差 異 ヲ認 メル。余 ノS.T.菌 株 ノ

如 キ憂畢 性結核菌株 ナラバ、 前記 同一操作 ヲ4

同 繰 リ返 シテ行ヘバ結構 ダ ガ、一般 二有毒 ナ典
き

型的人型結核菌株ハ、自家抑鋼ガ腕失 シ難 ク、

其ノ爲ニハ斯カル 操作 ヲ6、7回 繰 リ返 ス必要

くガアル
o

斯 クテ、菌髄 二自家卸制 作用 皆無 二到 レル コ ト

ヲ確 メ タ後 、 更 二 最後 二 菌罷 ヲ集 メ テ、乾熱

135℃ デ乾燥 、乳鉢 デ粉 末妖 二磨 リ潰 ス。次 テ

乾燥 菌末量 ノ約40倍 容量 ノ純 「アセ トン」液 ヲ

加 ヘテ 室温 二24時 間放 置、時 々内容 ヲ振盈混

和、 次 デ「アセ トン」ヲ取捨、更沸菌艦 二新 二純

1「アセ トン」ヲ前同 ト同 ジク加 ヘテ 塞温24時 間

放 置後、「アセ トン」ヲ取 リ捨 テ、 菌馨豊ヲ車乞熱

135℃ マf加 熱 シテ乾燥.乳 鉢 デ良 ク粉末状 ニ

スル。斯 ク シテ出來上 ヅタ乾燥菌末 ハ、余 ノ結

核補結反鷹 二使用 スル抗原 デアル。

(ロ)菌 艦 ヲ「アセ トン」デ慮理 スル理 由

輩 二溜水或 ハ食盟水 ナ ドデ塵 置 シテ乾燥 シタ菌

末 ハ、既 二鴻上光明鱒ガ獲表 セルガ如 ク、 之 二

食盤水 ヲ加 ヘテ乳鉢 デ磨潰 スル際 二、 時 二飴屑

歌 二團塊 ヲ作 ツテ全然使用 二適 スルガ如 キ菌髄

浮液 ヲ形成 シナイ。斯 カル歌 態 ヲ菌髄 二認 メタ

揚合 ハ、1ド ノ菌株 デモ、 又如 何 ナル乾燥塵 置 ヲ

取 ツタ場合 デモ、皆一様 二實験 スル ト、悉 ク同

ジ結果 デ全 ク菌乳鋼 トナデヌ、斯 カル偶獲的ナ

菌膿 二現 バ レル現 象ハ本邦 デハ、 温暖 デ漁潤 ナ

季節 二最 モ屡 く目撃 サ レル.一 旦、斯 カル歌態

二陪 ツタ乾燥菌 末ハ、更 二加熱乃 至其 他 ノ除漁

癖
ま

的操作 ヲ試 ミテモ、 ヤハ リ、依然 トシテ等 質 ナ

菌髄 乳剤 トナ ラヌ。 唯、斯 カル揚合 二、「アセ ト
　

ン」ノ如 キ溶 剤 ヲ菌髄 二加 ヘ テ乾燥 スル ト、初 メ

テ容 易二良好 ナ菌乳 飼 ノ製出 ガ可能 トナル コ ト

ヲ認 メタ。故 二、乾燥菌末 ヲ「アセ トン」デ慮理

スル コ トハ、 四季 ヲ通 ジテ前記 ノ如 キ偶 獲現 象

ヲ未然 二防止 ズルニ最 モ必要 ナ條項 デ、 コ ノ黙

ガ菌髄 ヲ貌アセ トン」デ庭理 スル眼 目ノ第1デ ア

ル ガ、爾 ホ之 二附帯 シテ、 「アセ トン」塵理 二依

ツテ菌艦 二存 スル自家抑制作用 ガー層完全 二除

去 サ レル コ ト 、徽毒抗髄 二封 スル非特異的反

鷹 ヲ微塵 ンモ遺存 サセヌ ト云 ヅタ利得 ガ上 グ ラ

レル。 ナゼナ ラバ、菌 禮 ヲ「アセ トン」デ柚 出 シ

テ此 ノ「アセ トン」越幾斯 カ ラ「アセ トン」ヲ蒸嚢

セシメタ残基物 ヲ食盤水 デ乳剤 トジタモ ノハ、

多少 二拘 ラズ、 自家撞 制作用 ヲ認 ヂル ト共 午徽

毒抗罷 二封 シテモ時 二僅微 ナ非特殊 的・補結反鷹

陽性 ヲ示 ス カラデアル。

序 二附言 スル ガ、菌艦 ヲ「アセ トン」デ塵 理 スル

コ トニ依 ツテハ、結核抗禮 二封 スル抗原能カ ニ

於 テハ 殆 ン・ド影響 ヲ及 ポサヌ。其 ノ謹擦 ハ、

「アセ トンJ抽 出物 ハ
、結核抗艦 ト殆 ド特殊的補 ・

結反鷹 ヲ認 メヌ ト共 二、 「アセ トン」デ虞 理 スル

前後 ノ菌 髄其 ノモ ノ ・結 核抗髄 二封 スル抗原的

能 カ ガ全 ク同程度 二蛋來 スルカ ラデアル。

叉菌艦 ヲ「アセ トン」デ虞理 スル場合 二、豫 メ前

述 ノ如 キ菌髄 二謝 シテ乾燥 及水浸 出操 作ヲ繰 リ

返 シタ後 二行 ヅテモ、或 ハ「アセ トン」盧 理 ヲ當

初 二行7テ モ、結果 ガ同一 デ、 何 レハ場合 モ抗

原数便 ハ相違 画ヌガ、 「アセ トン」デ初 メ塵 理 シ

タ方 ガ、菌磯 自己 ノ自家抑 制物 質 ノ除去 ガ幾分

容 易 デ手 数 ガ紗 イ傾 向 ガアル。尤 モ、菌 髄 ガ當

初 カラ丞 デ等 質 ナ乳渕 ヲ形 成 セヌ場合 ニハ、言

フマデモナク、 「アセ トン」塵理 ヲ先 ニスル必要

ガアル
e

(ハ)菌 艦 ヲ135℃ デ乾燥 ヲ加ヘル理由
ゆ

既 二鴻 上{Sjガ報 告 シタコ トガ、 結核菌鰹 内成分

デ、徽誰 二封 シテ非特殊 的 二作 用 スルモ ノハ、

乾燥 、特 二過 加熱乾燥 ヲ施 スコ トニ図 ツテ、完



第3號 】 鴻上=働 性人血清二俵ル結核及徽毒補艘結合反癒ノー新法 75

'

全 二斯 カル作用 ガ破滅 サ レル。夫 レ故 二、抗原

綴轄鞍黙藩鷲ご離
核菌 ノ非特殊性陽性反鷹 ヲ除去 セシムルニ最 モ

適切肝要事 デアル。最高135℃ ノ乾熱 デハ、結
　 ド

核菌禮二在ル結核抗艦二封 スル抗原性能ニハ殆

ド損傷ヲ招致 シナイ。此ノ温度以上二乾熱度 ヲ

上昇スル ト、抗原的性能モ亦次第二滅耗 スル。

190℃ 以上 二加熱 ズル5、 唯1同 ノミデ抗原 ノ

自家抑制モ皆無 トナルガ、同時二抗原 ノ特異的

性能 毛全 ク無二腸 ス。故二乾熱 ノ最高熱度ノ閾
イ

域 ハv135℃ ヲ適 正ナモ ノト噺 定出來 ル。乾燥

ノ仕方ハ、'可及的薄層 二菌膿 ヲ引 キ展 くご、乾熱

装 置 デ徐 々二温度 ヲ上昇 セ シメ、130℃ 前 後 二

達 シタ頃 二加熱7止 メル ト絵熱 デ温 度ハ更 二多

少 上昇 シテ大膿135℃ 前 後 二及 プ。 内部 ノ温度

ノ下降 ヲ待 ヅテ、菌艦 ノ乾燥具合 ヲ調 ベル。若

ジ乾燥程度不充分 ナ ラバ、更 二上記 ノ如 キ乾燥 伊

操作 ヲ繰 リ返 ス。 斯 クシテ充分乾燥 シタ菌髄 ヲ
ミ

浩毒 シタ刀尖檬 ノモ ノデ町峰 二掻 キ集 メル。尚

ホ、・135℃ デ乾熱 ヲ加 ヘタモ ノハ、100℃ デ行

ツタモ ノニ較ベ テ、遙 二自家抑制作用 ノ除去 ガ

完全 二、具 ツ迅速 二逡 グ ラレル ト云 ヅタ重大 ニ

シテ必要 ナ貼 ガ在 ル。恐 ラ久 過熱 二由 ヅテ、

結 核菌禮内 ノ自家御制成分 ガ容易 二且 ツ迅速 二

水 二浸 出サ レ得 ル献態 ト童ルモ ノ ト惟ハ ル。

(二)余 ノ製出法 二依 ツタ乾燥菌燈末 ハ、自家抑
し

制 ノ皆無ナ謹擦

結核羅 患 シナ縫 康鹸 蜻(5頭 分ヲ漉合)

5種 ヲ齢 シテ嬬 吋m縁 ・"、2"、3"、

4"、5"二 完 全溶 血便 ノ倍量 ヲ補膿使用量 トシ
ゆ

テ實瞼ヲ試 ミタガ、何 レノ補禮血清二於テモ、

以上凡ベテノ抗原量 デ完全溶血 ヲ示 スコト封照

ト同様 デアツタ。又補艦血清 ヲ溶血便 ヨリ稽 ㌃

以上カラ次第二遍減 シ、x之二抗原 ヲ各1mg宛

加ヘテ封照 トノ溶血程度ヲ比較ス～レモ亦程度

二於 テ相違 シナイ。此 ノ結果ハ、海猿補磯 二限

ラレズ、眞二結核補膿結合性抗髄 ヲ訣如セルモ

ノナレバ、働性人血清ヲ使用 スルモ亦同然 デア

ル。故 二、余 ノ抗原ハ完全 二自家抑制 ヲ認 メヌ

モ ノ ト断定 出來 ル。又、余 ノ抗原ハ、夫 レ自髄
き

デハ溶血催遙性 モ認 メズ、或 ハ其 ノ輩掲 デハ溶

血性 ヲ全 ク示 サナイ。 帥 チζ余 ノ抗原 ハ溶血系

統 二介在 気ル モ、封照 二較べ テ、全然不 關 ノ態

度 ヲ取 ルモ ノ ト認 メル。

(ホ)余 ノ製出法 ノ抗原 ハ 菌株 二因 ル 抗原数便

ノ移動性 ヲ解治 シテ菌株均等性 ヲ示 ス。

由來、結核補結反慮用抗原 ハ、其 ノ水溶性 ナル

ト固形性 ナル トニ差別 ナ ク、大小、多寡 ノ相違

コソア レ、如何 ナル製 出法 二依 ルモ、菌 株 二依

ル抗原能力 二差異憂動 ヲ 菟 シナカツタ。 例ヘ

バ、結核菌 ヲ卵黄 「アルヵ リ」水培 地 二登育 セ シ

メ、其 ノ菌髄 ヲ培 地 ト共 二抗原 トシテ使 用 スル

際 二、或 ル菌株 ハ容易 二優秀 ナ抗原能 力 ヲ示 ス

ガ、之 二反 シテ、或 ル菌株 ハ使用二堪 へ得 ル抗

原性 ヲ示 サヌ。此 ノ關係 ハ、菌髄 ノ自己 ノ産物

所謂 「ヱ ンドトキ シ ン」二類 シタモ ノデモ、菌罷

登育 二因 ツテ生 ズル「ヱキ ソ トキ シン」ヲ圭 トシ

タ産物 ヲ使用 シテモ同様 二現 レル。結核菌髄 ソ

ノモ ノヲ抗原 トシテ使用 スル際 ニモ、或 ル菌株

デバ自家揮制 ガ比較的僅微 デ、特異性 ガ強 クテ

良 イ抗原性 ヲ認 メル ガ、之 二反 シテ、或 ル菌株
ジ

ハ、 自家抑剃 ノ ミガ徒 ラニ強烈 デ、其 ノ割合 二

特異抗原 的能 力 ガ僅 少 デ 使用便値 ヲ 認 メ 得 ナ

イ。

或 ハ叉、結核菌 ヲ「メチール」酒精 デ浸 出 シタ

其 ノ越幾斯 ヲ抗原 トシテ使用 スル場合 デモ、菌

株 二依 ツテ著 シク抗原 性能 力 二差等 ヲ生 ジテ來

ル。斯 カル次第 デアルカ ラ、 從來、結核 補結反

鷹 二際 シテ、 創始者 へ 極 メテ優秀 ナ成績 ヲ得

タ ト壷表 スル ガ、 追試者へ 其 ノ結果 ヲ否定 ス

ル乃至其 ノ結果 ガ極 メテ医 々 デアル ト云 ツタ恰

好 デアル ガ、其 ノ理 由ハ、術式、操作法 ナ ドニ

モ多少 ノ熟、不熟 ノ黙 ノアル コ トナ ドモ多少 關

係 スル ガ、前述 ノ如 キ菌株 二由ル抗原性 ノ異動、

差異 ガ大 イニ與 ツテイルコ トダ ト惟 フ。

然 ル ニ、余 ノ菌艦製 出法 二猿 レバ、從來 ノ菌

株 二由來 スル抗原姓 ノ移動 ヲ全 ク解清 シテ何 レ
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ノ菌株 デモ抗原 性二於テ菌株均等性 デアル。

即 チ、余 ノ製出法 二依ツタ抗原ハ、如何 ナル結

核菌株(入 型、牛型乃至種々ナル攣異性結核菌

株等)ヲ 選 ブモ、或 パ又、有毒 タル ト錫毒 タル

ト無毒轡 ル トニ言勧 ク・甑 抗酸 抗酒精

性 タル ト非抗 酸或 ハ色素攣態 二陥 レルモ ノ、或

ハ殆 ド不染 色歌 ヲ呈セルモ クナル トニ論 ナ ク
、

爾 ホ又 形態上 ヨリス〃バ、桿菌 タル ト球菌、

隻球菌 、四聯球菌 、統歌菌 乃至穎粒状 ヲ示 セル

トニ論 ナ ク、若 シ夫 レガ結核菌 カラ攣異 サ レタ

モ ノナラバ、何 レモ其 ノ抗原性能働 力二於 テ殆

ド差異 ヲ認 メズ、悉 ク使用 二堪 ヘル良抗原 トナ

リ得ル。一 方培 地 ノ貼 カラ観 ル ト、 コ レ又如何

ナル培地 デモ爽育 スルモ ノナ レバ使用 シテ差支

ヘ ガ才イ。 帥 チ、 「グリセ リンJ肉 汁 デモ、無蛋

白培地 デモ、卵黄 「アルカ リ」水培地 デモ或 ハ其
ψ

他各種 ノ固形培地 デモ、夫 レ奪二褒育 シタ菌髄
る

ヲ集 メテ所定ノ如 キ操作 ヲ終ヘ タモ ノナラバ、

各 々同程度 二優秀 ナ抗原 性数便 ヲ嚢揮 ズル。
セ

(へ)良 好 ナ結核抗原 ヲ得 ル 爲 メニ 選 プベキ注

意事項

以 上述 べ タ通 リ、余 ノ菌罷製 出法 二從 ヘバ、'如

何 ナル結核菌株 ヲ探 ル モ、 出來上 ツ タ抗原 ハ、

各 々其 ノ数便 二於 テ、略 響ζ均等 テ悉 ク使用可能

ノモ ノデァル ガ、下記 ノ如 キ條件 ヲ具 ヘタ菌株

ヲ、就 中、選澤 スル コ トへ 實際上極 メテ必要

デ、適切 ナ措置 ダ ト考 ヘル。

(i)弱 毒 乃至無 毒性菌株 ブ選 ブコ ト。

實 際上常 二多敷 二取扱 フ場合 危瞼性 ガナイ。

(ii)多 少 ノ要約 ノ相違 ニモ ヨク堪 ヘ テ獲育良

好 ナ菌株 ヲ選 ブコ ト

総2テ 典型的有毒結核繭株 ハ、培養温度 ノ攣化、

僅 カ ノ培地條 件 ノ差異 ナ ドデ菌 ノ登育 ガ甚 グ シ

ク影響 サ レテ、良 ク獲育 シナイ。或 ハ全然嚢育

セヌ ヨウナ場合 二甚 ダ屡 く遭遇 スル。斯 カル菌

株 ヨリモ、 多少 ノ條 件 ノ差異 ナ ドニハ影響 サ レ

ズ、簡 輩 ナ培 地 ニ ドシドシ議育 スル モ ノヲ選 プ

コ トハ、 遙 二至便重寳 デ アル。 舞

(iii)護 育 ガ迅速 デ多量 ナ菌 株 ヲ選 プコ ト

菌 ノ嚢育 二長期間 ヲ要 スルコ トハ結局抗原 トナ

課 攣 ガ僅少デ伽 物 観テモ利盆だ

(iv)培 地 ハ安値、至便 デ駿育菌量 ノ牧量 ノ多 イ

モ ノヲ選 ブコ トtl
るる 　

此 ノ黙 カラ云 ヘバ、 「グリセ リン」肉汁培 地 ナ ド

ガ最 モ合適 シテヰル。

以上述 べ タ注意條件 二適合 シタモ ノウ選 べ バ、

結局弱毒乃至無毒性攣異結 核菌株 デ、嚢育 ガ容

易f良 好、迅遽 ナモ ノ トナル。 余ksm菌 株

ノ如 キハ無毒 性 デ嚢育 ガ頗 ル良好 、迅速 デ、何

レノ培 地、 例ヘバ、翠純 ナ肉汁培 地 ニサヘモ、

又夏季 ナ ドデへ 室 内 二放 置 シテモ良 ク獲育 ス

ル モ ノデ、蓋 シ斯 カル條件 二適合 スル良好 ナ菌

株 ノユツデアル.、

(ト)適 正 ナ抗 原使用量 ノ選定 ト使用抗原液 ノ

調製法

"余 ノ抗原 ハ自家抑 制 ガナ ィ
。從 ツテ、其 ノ大量

ヲ使用 シタ場 合 ニモ、補結反懸 ノ結果 二聯 カモ

錯誤 ノ結果 ヲ示 サヌ。 陰性 ノ血 溝 ニハ依然 トシ

テ陰性 ノ結果 ヲ示 ス。而 シ乍 ラ、無 意義 二大 量

ノ抗原 ヲ使用 スル コ トハ第1抗 原 ノ不経 濟 ト毒ナ

リ、學究的 二観 テ、無軌 道的 デ甚 ダ不都合 デア

ル。此 ノ意味 デ其 ノ適正使用量 ヲ定 ムル コ トガ

實際上 ニ モ學究的 ニモ是非必要 デ アル。

由來周知 ノ如 久 補結反慮 ノ抗原 トシテ其 ノ抗

原性能 働カ ノ良 否へ 抗原性数便 ノ幅 員 ノ大小

ニ アリ トサ レル。 ツマ リ、良好 ナ抗原 ハ、 其 ノ

使 用量 ヲ相 當著明 二増滅 スが モ、其 ノ陽性程 度 、

二多少 ノ差異 ヲ招 クガ、 陽 性牽 ニハ殆 ド影響 ヲ

示 サ ヌ。之 二反 シテ、低劣 ナ抗原 ハ、其 ノ使用

量 ヲ多少壇減 スル コ トニ因 ツテ、直 チニ著明 二

陽性李 二影響 スル。 ・

此 ノ抗凍 ハ乾燥菌末量 トシテ、其 ノ2mgカ ラ

}mg碗 園デ騰 二使騒 ヲ操ルモ備 結m・
懸 ノ陽性率ハ全ク殆 ド同様 デアル。從ツテ、余

ハ補結反慮實施上 ノ使用量 ドシテ、此 ノ幅員 ノ

醐 量ヨリ称 少量デアノ量mg位 二選定ス

ル ガ適 正 グ ト認 メタ。

茎
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使用抗原液 ハ、乾燥菌末 ノ∵定量 二生理 的食盤

水 ヲ徐 々二滴注 シツ ・乳鉢 ヂ町峰 二磨潰 シ、1

%ノ 菌乳剤液 トシ、初 メ1同 ハ蓮 心 シテ上清 ヲ

去 ツテ新 二等量 ノ食盤 水 ヲ加 へ之 二防腐 ノ目的

デ「ヵルポ_ルJヲO.5%ノ 比 二溶解 セシメル ト

長期保存 二堪 ヘテ頗 ル便利 デアル.菌 乳剤 へ

使用時新 二調製 シタモノデモ、 「カルボールJヲ

加ヘ テ長 ク保存 シタモ ノデモ、数便 ノ1鮎ハ聯 ヵ

モ相違 セヌ。貯藏 へ 室濁或 ハ冷藏何 レニテモ

ヨイ。斯 クノ如 ク調 出 サ レタ菌浮游液1ccm内

ニノ・、 乾燥菌 末量0、01gヲ 含 有 スル。 故 二、

今假 リニ、1滴 ガOPsccth二 相 當 スル「ピペヅ

ト」ヲ飾 ス帆 嘱 ガ乾燥齢 量 ノ争g豊 ロ

チ適正ナ抗原使用量二該當 スル.

(チ)抗 原 ノ自家抑制 ト抗原 ノ特異能働力 二閣

スル卑見
へ

Sac臨 氏 等 ノ所読 二從 ヘバ、抗原 自家御制 ト抗x.

原 特異赦便 トガ大禮 二比 例 シテ,iiiill'減ス トサ レル

ガ、若 シ此 ノ説 ガ眞實 ナラバ、抗原 カ ラ其 ノ自

家抑制 ヲ除去 スレバ、從 ツテ、其 ノ特異抗原能

働カ モ除去、漕失 スル ワケダガ、余 ノ方1法二依 ツ

テ結核菌艘 カラ其 ノ自家抑制 ヲ殆 ド完全 二除去

シタ場 合 ニモ、抗原特異能 働カ バ依然 トシテ優

秀 二存綾 サ レル。此 ノ實験 カ ラ推 シテ、抗 原 ノ

自家抑制 ト特異性数便 トハ必 ズ シモ正比例的 二

壇減 スルモ ノデハナ クテ、 自家抑 制 ヲ浩失 セ シ

ム易手段、方 法 ノ如何 ニ ヨツテハ、圭 トシ自家
ボ

抑制作郡 ノミガ消失 サ レテ、特異抗原 能 ハ依然

トシ全 ク逡存 サ レル。1

以 上 ノ余 ノ實験 二照 ラ シテ、結核 歯鰹 内 ニ アル

特異性抗原能物質 ト自家揮制 ヲ示 ス物質 トハ、

切 ツテモ切 レナイ困縁 ガ アツタ 宏 或 ハ同一實

燈 ナ ドデ決 シテナ イコ トガ明白デ ァル。

從 ツテ、Sachs氏 等 ノ唱 ヘ シガ如 ク、抗原 自家

抑制 ノ強弱 ト抗原性 能働カ ノ強弱 トガ正比例 ス

ト云 フ概念 モ必 ズ シモ當 ヲ得 ナ イ事 ガ分ル。 自

家抑制 ガ強 クテモ、抗原特異能 二乏 シイコ トガ

アル。反i封二、 自家抑制 ガ薄弱乃 至皆無 デモ、

爾 ホ抗原特異能 ノ優 秀 ナモ ノガ アル。 唯抗原 ヲ

強激 ナ物理乃至化學 的灘 二依 ツテ、其 ノ自家

抑制 ヲ除去 セ シメタ場合ハ、 総 ジテ抗原特異能

カ モ漕滅 サ レル。例 ヘバ、菌艦 ヲ強烈ナ酸或 ハ

「アルカ リJデ慮 理 スル、或 ハ170℃ 以 上 二乾熱
そ

ヲ加 ヘ タ場合 ノ如 キデ アル.斯 カル場合 二限 ラ

レテ ノミ、抗原 自家抑制 ト抗原特異能 力ハ蓮命

ヲ共 ニ シラ増 滅、浩長 スル コ トガ確實 デアル。

第2節 一徽毒性抗原

徽 毒 補 結 及 鷹 用 抗 原 ハ 、 周 知 ノ通 リ、Wasser-

mann,Neisseru.Bruckノ 創 始 以 來 、 水 溶 性

(徽 毒 或 ハ 正 常 臓 器)ニ ハ 、・Morgenrothu.

Stertz,Levaditi法 、 「ア ル コ ー ル 」越 幾 斯 ニ へ

Landsteiner-Mtilleru.P6tz1,Kolle,Bordet

etRe叩ens,野P法 等 、 「ア セ ト ン」越 幾 斯 ニ ハ 、

K・11eu.Stiner法 、rヱ ー テ ノら 越 幾 斯 ニ ハ 、

Lesser法 等 ガ 由 來 公 ニ ザvタ 方 法 ト シ著 名 デ 、

尚 ホ此 ノ他 ニ モ 反 鷹 抗 禮 原 ト シ テ報 告 サ レ タ モ

ノハ 多 籔 ニ ア ル 。 例 ヘ バ 、Porgesu.Meierハ

「vチ ・ ン」ヲ
、P・rges,Levaditiiハrグ リ コ ・

ル 」酸 「ナ ト'lpユ ー ム」ヲ、Gossハ 臓 器 ノ 「グ リ セ

リ ン」越 幾 斯 ヲ使 用 シ タ.SachsヤBr・wning ,

等ハ磁 ノ「ア嘉 噸 斯一灘 ノ「.
レステ リン」ヲ添加 シタモ ノガ、 抗原 数便 二於

テ、最 モ優 レタモ ノ ト認 メタガ、現在 デモ、牛

2ひ「アル コホル」越幾斯加「コレステ リ ン」抗原 ガ

優秀 ナ結果 ア リ ト認 メテ使用 スル者 ガ多 イ。

働 性人血清内 二在ル溶血性補禮 ヲ直 二利用 スル

簡 便法 デハ、結 核抗原 デ遽}ベタ通 リ、毎常完全

ナ抗原封照 ヲ併置 スル コ トガ出來 ナ イ。

從 ツテ、此 ノ簡硬 法 ヲ採 ル爲 二最・モ必要 ト看倣

サ 晃!ル眼 見こ・、 ヤハ リ結 核 ノ場合 ト同様 二、確

實 二徽 毒 ノナ イ健常海猿補髄或 ハ人血溝補禮 ヲ

使用 シテ、豫 メ確實 二僅微 ノ自家抑制 ダモ示 サ
ま

ナイコ トヲ認 メ、且 ッ毎常恒定的 二製 出サ レ、
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保存 二由ツテ、 自家抑制、抗原特異性能 二移動

乃至其他 ノ不都合ヲ招來 シナイ方法 ヲ案出スル

コ トテアル。

(イ)自 家抑制無キ余 ノ徽毒抗原製出法

余ハ此 ノ目的二次 ノ如 キ法 ヲ選 ンダ.
ダ

牛 心筋 肉部 ヲ 良 ク細挫 シ、是 二 等量 ノ純 「アセ

、トン」ヲ加 ヘテ振邊、室温 二24時 間置 キ濾過 シ

ヴ 「アセ トン」ヲ除去、艀竈 内 デ充分 二乾燥、乳

鉢 内 デ良 ク磨 リ潰 シテ可及的粉末状 トスル。

次 デ 乾燥牛心末 二40倍 容量 ノ純 「ア セ トン」ヲ

加 ヘテ室温24時 間放 置、此 ノ間内容 ヲ時 々振盈

混和、濾 過 シテ「アセ トン」ヲ除去.此 ノ最後 ノ

操作 ヲ爾 ホ2同 、 即 チ前後3回 繰 リ返 ス。最後

ノ「7セ トン」浸出 ニハ重湯煎 内 デ少 時50℃ マ

デ加温 スル。斯 カル 操作 ヲ経 テ 最後 二「アセ ト .

ン」ヲ除去 シタ乾燥牛 心末 二30倍 容量 ノ局法純

酒精 ヲ加 へ、室温24時 間乃至3日 聞放 置後～濾

過 シタ酒精 越幾斯 ヲ抗原液 トシテ冷嗜所 二密栓

貯藏 スル。此 ノ酒精越 幾斯 ノ適宜量 ヲ探 ツテ艀

竈或 ハ火焔 ノ遼火 デ微 カニ加温 シツ ・酒精 ヲ完

全 二蒸護 セ シメタ後、此 ノ原酒精越幾容量 ノ5

倍 二相 當 スル生理的 食盛水 ヲ加 へ、2、3分 時間

容 器 ヲ輕 ク動揺 ス レバ、抗原物質ン、充分 二食盟

水 ご移行 スル。此 ノモ ノハ、徽毒抗磯 ノ抗磯原

トシテ、数便 ト感度 ヲ充分 二備 ヘタ極 メ テ優秀

ナ抗原 デアル許 リデナ ク,其 ノ大量 ニテモ、全

ク自家抑制 ヲ示サ ヌ。数便 ノ幅員 モ大グ感度 モ

頗 ル鋭敏 デアル。.

元 來、牛心 ノ「アセ トン」越幾斯 ソノモ ノヲ極 メ

テ優秀 ナ 抗原 トシテ推 賞 シタノガKolleu.

Stiner氏 等 デ、氏等 ハ[ア セ トン」越幾斯 ガ抗原

トシテ優 レタ所以 へrア セ トン」ノ、抗原 二必要

ナ牛心 ノ全類脂 艘 ヲ溶 解 スル爲 ダ ト唱ヘ タ。余
嘉

ノ實験 二依ル ト、牛心 ヴ セ トン」越幾斯 カ ラ「ア
ノ

セ トン」ヲ全 ク蒸號 シテ其 ノ残基質二生理的食

盟水ヲ加ヘタ水溶性抗原へ 其 ノ数優 二於 テ、

從來報告 サレタ著名 ノ抗原 二比較 シテー層優秀

デァルガ、遺憾乍ラ、非特殊的陽性反鷹 ヲ示ス

コ トガ多 イ。例ヘバ、結核、就中、淋巴腺結核

ノ如 キモノニモ甚ダ屡 く斯 カル傾向 ヲ境 ス短所

ガアル。Jaiser(i5}氏等モ「アセ トン」越幾斯抗原

ハ非特殊姓反鷹李 ガ多 イト指摘サレテイルガ、

著者モ全 ク同感 デアル。徽毒二封 シテ抗原的数

便 ガ優秀 デモ、非特殊性反鷹李 ノ甚ダ多 イモノ

ハ、使用 』堪ヘル良好 ナ抗原 トハ看倣 シ難 イ。

要スルニ、反懸程度 二於 テ多少劣ルモ、反鷹率

二殆 ド相異ヲ認メズ、非特殊的反慮李 ノ可及的

僅少ナ1モノヲ最 モ優秀 ナ抗原 ト蓼テ選澤 スルガ

要當デアル。 前記余 ノ製出法 二於 テ、 牛心 ヲ

「アセトシ」デ盧理 スル理由ハ、一面、牛心二存

スル非特殊的反懸物質 ヲ除 輪 輕減 セ シムル意

圖 タル ト共 二、孚面、既存 ノ自家抑 制物 質 ヲ除

去 スル コトニ寄與 スル ト云 ツタ、一 暴雨得、一

石二鳥 ノ措 置 トシテ特 子選 ンダ手段 デ アル。文

献 上 デハ、牛 心 ヲ「アセ トン」デ塵 置 シタ者 二既

二野口a¢氏 ガアル。同氏 へ 酒精可溶、「アセ ト

ンJ不 溶解物質 二徽 毒 二封 スル抗 原性 ヲ認 メタ。

BordetetReulens⑳ ハ 「アセ 冷ン」デ腿理 シテ

Azeton可 溶 性類脂磯 ヲ可及的除去 シタ牛心酒

精越幾斯 ヲ抗原 トシタ.木 村氏ae)ハBordetet

Reulens法 ヲ改良 シタ抗原 ヲ報告 シ、加muqi)氏

モ木村 ノ抗原 ト多少相異 シタ抗原 ヲ製 出 シテ働

性血清 ニ ョルW-R.ヲ 行 ツテ良結果 ヲ唱ヘ タ。

(ロ)酒 精 可溶性抗 原物質 ト「アセ トン」可溶性

抗 原物 質 トノ抗 原性 二關 スル實験

牛心 ヲ繰 リ返 シ、純Azetonデ 浸 出 シタ後、之

ヲ純酒精 デ抽 出 スル ト、此 ノ酒精越幾斯 内二づ

徽毒 二封 スル抗原 物質 ガ依然 トシテ優秀 二逡存.

スル。從 ツテ、Azeton可 溶 性抗原物質 ト酒精 可

溶性抗原物質 トハ、一見別箇 ノ存在 ナル カ ノ如

ク観 ラル ・モ、 實 際ハ、Az6to喚 不 溶性f酒 精

可溶性 ナ ド ・云 ツタ問題 へAzeton浸 出 ノ量
を

ト、同薮 ト、時 間 トニ依 ツテ甚 ダ相違 シタ結果

ヲ生 ズル。Azeton二 不 溶性 デ 酒精 二可溶性 ト

惟 バ レル牛心成分 モ、大量 ノAzetonデ 、頻冊

二長期 間 二亙 ツテ浸 出 ヲ繰 リ返 ス ト
、遽 二酒精

可溶性徽毒抗 原成分 ガ、殆 ド全 ク無 クナル。故

二、Azeton不 浴 性 デ アルカ ノ如 ク惟 ハ レタモ
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ノへ 實際 ハ全 ク不溶性 デハナ クテ、難溶性 ナ

ノデ アル。

今具艦的 二余 ノ實験過程 ヲ述(ごル ト、 牛心 ヲ細

挫 シタ!tノ へ、等量 ノ純Azetonヲ 加 へ、24時

間 室温 二浸 出、Azetonヲ 除去 乾燥、之 ヲ良 ク

磨 リ潰 シテ粉 末歌 トシ、之 二等量 ノ純Azetonヲ

加 ヘテ24時 間 室温 二浸 出、Azetonヲ 除 去乾燥。、

此 ノ乾燥 牛心末 二 純Azetp4ヲ40蝉 ミ功 ・

へ、24時 間宛、3同 新 タナ浸 出7繰 リ返 ス ト、

第1同 ヨリ2同 、3同 目二至ルニ從 ツテ、多少

乍 ラ、 抗原i敗贋 ガ 滅弱 スル。 次 デ 第4同 目 ノ

Azeton浸 出 ヲ1ケ 月施 シタモ ノデハ 抗原能働

か ・第・同二較べテ約趣 勧 硬 一第

5向 目 モ同様 二、浸 出期 間1ク 月 二及ベ ルモ ノ＼

ハ、抗原龍力殆 ド痕跡 二止 マル
。爾 ホ、第6同

目二同様1ケ 月行 ツタモノデハ抗原性 ガ皆無 ト

ナノレ。

一方
、Azeton浸 出後 ノ牛心乾燥 末 二封 シテ、

局方純 酒精 ヲ30倍 容量 二加 へ、室温5日 間柚 出

シタ酒精越幾斯 二就 テ、徽毒 二封 スル抗原性能

ヲ比較iスルニ、 純Azeto◎ ヲ40倍 量 工加 ヘテ

抽 毘第1同 ヨリ第3同 目二到 ル マデ ノ牛心末残

澄 ノ酒精越幾斯 デハ、何 レモ殆 ド甲乙 ノナ ィ優

良 ナ抗原能 ヲ示 ろガ、前 記第4同 目Azeton浸

出1ケ 月後 ノ牛心末残澄 ノ酒精越幾斯 ハ、抗 原

讐;悔婆姦晃野轟 論 灘
1ケ 月浸出後 ノ残渣 ノ酒精越幾斯ハ、抗原性僅

微 トナリ・第6鵬 礁 ノ操作ヲ終 蠣 罷

幾斯 ハ、抗原性皆無 トナル。

以上 ノ如 キ實験 ノ.結果h・ラ観 テ、 一一w・・-L見Azeton

、不 溶 ノ如 ク思 ハ レ、酒精 易溶性 ノ牛心内 二含 マ

t1ル成分 モ、Azetonヲ 比 較的大量 二 加 ヘ テ長

期間反覆浸 出スル ト.次 第 二Azentonテ 移 行

シテ愈 牛心内廼 櫛 離 源 物質モ撫 ト

ナル。 故=、Azeton浸 出 ヲ極度 二 行ヘ バ、

Azeton越 幾 斯内 ニハ 徽毒 二反鷹 スル類脂 肪龍

抗原物質 ハ殆 ド悉 ク抽 出 サ レテ、最後 ノ牛心末

ニハ最早酒精 可浴姓抗原 物質 ガ全 ク無 クナル.

(ハ)余 ノW-R.二 使用 スル抗原二封 スル注意

事項 ト其 ノ抗原性二關 スル吟味

,余 ノ製出シタ抗原へ 酒精越幾斯其儘 ヲ生理的

食盛水デ稀繹 スル ト、多少 ノ自家抑制 ヲ示 スガ、

・此 ノモノカラ完全二酒精 ヲ蒸嚢浩失 セシメタ葎

基物 ヲ生理的食盟水デ溶 カシタモノハ、微カニ

蛋白石濁 ヲ帯 ベル溶液 デ、此 ノモノハ僅微 ノ自

家抑制モ認 メヌ。一般二類脂肪艘様物質 ヲ溶剤

デ浸出 シタ越幾斯ハ、溶劇 ノ含マレタ儘デ稀繹

シタ尋 ノト、溶剤 ヲ完全二蒸獲 シテ、其 ノ残基

質 ヲ稀澤 シタモノトヲ比較 スレバ、前者 ヨリモ

後者 ノ方 ガ、遽二自家抑制度力欝 イ。余 ノ抗原

酒精越幾斯 ノ適宜量ヲ探 ツテ、瑠竈乃至其他 ノ

方法デ微カニ加温 シテ酒精 ヲ完全二 蒸嚢 セシ

メ、之 ・=一原越幾斯量 ノ5倍 量 二生理 的食塵水 ヲ

加へ滝3分 時間容器 ヲ動揺 シテ鯉 水 ヲ悉ク

取 リ去 ル。次デ、清拭 シタ指端 デ、容器 ノ底面

ヲ萬遍無ク強ク擦 リツ・、前 卜同量 ノ食盤水 ヲ

徐々昌注加 シテ得 タモノハ、以前 ノ食鯉水 ヨリ

モ遙二石濁度ヴ強 イ。此 ノ雨者 二就テ溶血阻止

作用ヲ比較 スル ト、初同 ノ盆盤水溶液 号ハ阻止

作用ガ皆無ダガ、第2同 目ノ如 キ操作 二依 ツタ

モノへ 相雷程度二阻止作用 ヲ認 メル.更 ニー

方、此 ノ爾者二就 テ特異抗原能カ ヲ比較 スル

ト、前者ハ抗原性優秀グガ、後者 ニハ殆 ド認 メ

;論塁趨 獣;識 蕩替蟄欝窪
盤水 ヲ加へ、室温 デ2、3分 間内二、容易二之 二

移行 スルモノへW-R.二 關與スル抗原性物質

ノ殆 唄 飾 アル 嗜 倣 シデヨイ.溶 器 ノ底面
二膠著 シテ容易喰 盟水三溶解 セヌ基質物ノ・

、

徒 ラニ自家御制 ヲ示 スノミデ抗原性特異能ガナ

イ補結反鷹上害アツテ盆ナ手モ ノト認 ム可 キデ

アル』此 ノ故二、酒精越幾斯ラ、其 ノ儘デ食盤

水デ稀程 シタ抗原 へ 前逮 ノ残基物盆塵水移行

成分 み第1同 及 ビ第2同 目操作 ヲ合 セテ含 ム結

果 咽 ジ効 ラ、従 ツ気 自家撫制胡蚤〆テ、

補結反鷹上色々ナ弊害ヤ錯誤 ノ繕果 ヲ招來 スル

基 トナルモ ノデ、感 心 シタ抗原稀澤法 デナイ
.
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斯 カル方法デ稀繹サレタ抗原内二へ 有害無用

ナモノト、有用 ナモカト、所謂、味噌 モ糞モ同

時 二混在 シタ恰好 デアル。余 ノ抗原 ヲ余 ノ稀繹

法 二從ツタモノハ、斯 カル弊害ヲー掃 シ得 タト 、

ユ雪昏ル。

女 二余 ノ抗原 ノ数力持績期間ダガ、酒精越幾斯
ノ

ノ儘 デ密閉 シテ冷曙所 二貯藏 スレバ、紗 クトモ、

2～3年 間ハ不愛 デ、且 ツ其他 ノ支障 ヲ何等認 メ

ヌ.而 シ乍ラ、酒精越幾斯 ノ酒精 ヲ蒸嚢 シテ其

ノ基質二生理的食盛水 ヲ加ヘタモノハ、温所デ
ハ24時 間、冷所 デハ3日 間以内ハ使用二堪ヘル

ガ、 ソレヨリ永 ク貯ヘル ト、次第二非特異性反

癒率 ヲ」曾強スルカラ使用出來ヌ。余 ノ牛心酒精

越幾斯 ノ残基質 ノ食盟水溶液ハ》謄藏二從 ツテ

次第 二液 ノ蛋白石濁度 男曾彊スル。其 ノ程度ハ

貯藏 スル温度ガ高 イ程迅速二現 レル。液 ノ蛋白

石濁度 ノ増強 スルニ連 レテ、非特殊 性陽姓率 モ

増加 スル。結核ニアリテハ、特 二淋巴腺結核 二

非特殊性陽性反鷹 ヲ現 ス傾向ガ多分二生 ジル。

例へぺ 余 ノ實験二墓 イテ、一層詳 シク読示 ス

ル ト、余 ノ調製當日ノ水溶性抗原、從來一般二
、

使用サVル 牛心酒精越幾斯加「コレステリンj.z

氏反磨抗原、重層漏濁反鷹 ヲ併施 シテ、其 ノ何

レニモ確實二陰性 ト認 メタル淋巴腺結核(圭 シ

チ肺門淋巴腺)16例 、肺結核19例 、漿膜結核9

例二就 テ、余 ノユ氏反慮用抗原 ヲ調製後艀竈内

二納置スルコト3日 目v5日 目t7日 目ノ3種

ヲ使 ツテ補結反鷹 ヲ施 スト、3日 目ノ抗原液 デ

ハ琳 巴腺結核2例 陽性ヲ示 シ、其他ハ悉 ク陰性、

5日 目ノモノデハ、淋巴腺結核二5例 、肺結核

二1例 陽性 トナリ、其他ハ陰性、更 二7日 目ノ

モノデ1・、淋巴腺結核10例 、肺結核2例 、漿膜

結核 再例陽性ヲ示 シ、其他ハ陰性 ト云 ツタ結果

デ、血温貯藏7日 目ノ抗原水溶液 デハ、實二60

%二 近 イ非特異陽性反鷹 ヲ認 メタ。斯カル非特

殊性陽性反磨へ 抗原液 ヲ貯藏 スルコトニ由 ツ

テ抗原自髄二自家抑制作用ガ壌加サレテ現 レル

モノデハ決 シテナイ。其 ノ詮左ハ、ユ氏反鷹陰

性 ノ健常海猿補燈、或ハ人補髄ヲ使用 シテ溶血

阻止作用 ヲ實験 スレバ聯 カノ阻止作用ダモ認 メ

ヌコトニヨツテ明白二立謹出來 ル.

由來、W-R.ノ 本態 二關 スル學読 トシテハ、大

燈、抗艦読(病 原燈乃至崩壌産物 二因ル 自家抗

盟)ト 罪抗禮設 トニ分 レルガ、 今爾ホ充分二解

決サvナ イ問題デ、Wassermann一 派 ノ圭張 ス

ルガ如キ、徽毒病原盟乃至崩壌産物 二因ル抗霞

設 ノ類 ハ、最早現今 デハ、之 ヲ支持 スル學徒ハ

殆 ド無 イ。其 ノ理由ハ、W-R.ハ 徽毒病原髄二

關係 ヲ全 ク持 タヌ非特異的 ナ健常臓器 ヲ抗原 ト

シテモ、同様 二嚢現 スルコ ト、徽毒デナイ疾患

ニモ往 々陽姓 ヲ示スコ ト、 或ハ健康家兎等二

屡 ㌃該反鷹陽性ナルコ ト、或ハ當初陰性デアツ

タ血清 ヲ永 ク貯藏 スル ト甚ダ多歎 二陽性 二轄化

スルコ ト、或ハFor銚mann鮒 氏 ノ實験 二基 ク

非特殊物質二因ル所謂Forss血ann抗 盟 ノ産生
の

サvル 事實・或 ハ」又、Landsteiner(ig)氏 二依 ツ

テ提唱 サvタ 類脂肪盟抗原 二由ルHapten説

二端 ヲ畿 シテ、Sachs ,Klopsto¢ku.Wei1㈹ 氏

等 ハ審兎腎臓 酒精 越幾斯 二豚血 清 ヲ加 ヘ テ冤疫

サレ嫁 兎蜻 二於テ・舐 購 及必 之願

慮抗原 ト補農ヲ結合 スル抗髄 ヲ認 メ、谷口(⑳及

仁村氏等ハ、牛及海猿心臓酒精越幾斯 ヲ人血清

デ虜置 シ、之 ヲ家兎 二注射 スルコ トニ由ツテ、

ユ氏反鷹i抗髄 ノ登生 ヲ認メタ等々 ノ事實及 ピ實

験 ノ結果 カラ立論 シテ、當初Wasseamann氏
ほ

等 ガ唱ヘタ如 ク、 シカク輩純ナ學説 デ押 シ切 レ

ナaコ トハ頗ル 明白デアツテ、W-Rノ 本態 ヲ

非抗禮説 ト看倣 ス根纏ガ事實上次第 二確立 ザレ

ントスル趨勢デアル。 元々本著へW-Rノ 本

態二關 スル學説 ヲ追及 スルコトガ目的デハナイ

ガ・行キ懸 リ上、自分 ノ實験 ノ結果 カラ観テ、'
W-Rノ 肇來 スル有カナ因子 トシf 、 膠質化學

的 ノ解析ガ下サレテ然ル可キコ ト・惟 フ。其 ノ

故ハ・余 ノ抗原 ヲ貯歳 フ～ル ト・次第二蛋白石濁

度囎 加 スル.ソ レニ連 レテ、非特異的陽姓反

慮牽ガ壇 シテ來ル.此 ノ抗元水溶液 ノ蛋白石濁

度 ノ増強スルコ}ハ 、換言 スレパ、膠質化學上

ノ分散度 ノ愛化 デァジテ、雌 ノ膠質粒子 ノ分散
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度 ノ如 何 ガ立 チ盧 二WRノ 結果 二大 材 影響

ヲ招 クカラデアル。 結局、W-Rノ 成 立 ハ、一

面、血1青内 ノ反鷹物質 ノ膠 質粒 子 ノ分散度、孚

面、反鷹抗艘原 ノ膠質粒子 ノ分 散度 ノ如何 二依

ツテ支配 サ レルモ ノト看 ルコ トモ委 當 ナ1ツ ノ

見解 ト惟ヘル。 余 ノ實験 カラ推 シテモ、既 二

Scrop「22)ガW・Rノ 爽來 ズル コP＼ 類脂肪髄

或 ハ蛋白 ナ ド・ハ全 ク無 關係 デ、物理 化學 的塑

化 二因 ルモ ノダ ト唱 ヘ タコ ト、或 ハLandstei-

ner,Liefmann{29氏 等 ノ云 ヘル、 沈 降説 ノ如

キ、或 ハSachs氏 ノ膠質 ノ分散 度 ノ攣化 ヲ主

トスル解繹 ノ如 キモ、實 二尤 ト首肯 ザ レル節々

ガ アル o
ノ

W-Rガ 、 眞 ノ意味 二於 ケル抗 原、抗禮間 ノ結

合 二因 ル補禮非働 デナ イ詮櫨 二就 テ、弦 二尚 ホ

附言 ス可 キ コ トへW-Rガ 若 シ眞 ノ抗原抗禮

間 ノ反鷹、即 チ結核 菌艦 二其 ノ補膿結合性 墜囁

膿 ガ結合 スル ガ如キ意 味 ノモ ノナ ラバ、牛心 ノ

「アセ トン越 幾斯 ニハ抗 原性 ガ充分 二在 ル
。然

ラバ、其 ノ根源物 デアル牛心其 ノモ ノヲ適當 二

虎 理 シタ乾燥 粉末へ 徽毒性抗膿 ト合 シテ補燈

ヲ結合 ス可 キ理 デアル ガアル ガ、事實 ハ之 二反

シテ、牛心其 ノモ ノヲ直 チニ適切 二乾燥 シタモ♂

ノモ、或 ハ之 二純Azetonテ 塵 置 シタ後 ノ粉末

モ、或 ハ之 ヲ更 二、純酒精 デ浸 出 シタ残渣粉末

モ、何 レモ徽毒性抗膿 ヲ殆 ド吸牧結合 シナイ。

帥 チ露理前後 二於 ケルW-Rハ 依 然 トシテ相違

ナク、 同程 度 二遺存 ス参レ。此 ノ事實 二照 ラシテ

推 考 スル ト、牛心其 ノモ ノへ 結核菌禮 ガ其 ノ讐

囁 膿 二封 スル場合 ノ如 キ壼正 ノ抗髄原 デハナ ク

テ、 唯、之 ヲ特珊 ナ溶刺或 ハ水 ノ如 キモ ノニ作

用 セ シメタ場合ニ ノミ限 ラレテ、之 二能働状態

トナツテ移行 スガ 普遍的化學物質(恐 ラク類脂

禮或 ハ 之 二 類似 ノモ ノ)二 類 スル モノデ、決 シ
を ゆ

テ特 異、特定的 ナ モ ノデナ イコ トガ分 ル。牛心

ヲ水、Azeton,Alkohol,Aetherナ ドデ浸 出 ス

ル ト、W・Rガ 陽性 ヲ呈 スル至 ル コ トへ 是等

ノ溶液 二抽 出 サ レタ成分 ハ、畢尭、適 當 ナ分散
ヒ

度 ヲ備 ヘタ膠 質粒子 ヲ形成 スル爲 デ アル.此 ノ

鮎 カラ観 ル モ、W-Rへ 膠 質化學上 カラ物理

化學的 二解繹 サル 可 キ根擦 ハ 充分 ニアル ト惟

フ。次 二余 ノW・R二 使用 スル抗原 ノ特 異 性能

働 力及其他 ノ問題 二言及 シテ聯 力吟味、検討 ヲ

加ヘル.

本抗 原ハ、徽毒性坑艦 ノ無 イ血清 ヲ補罷 トシテ

使用 ス レバ、其 ノ大量 二於 テモ、 聯 カノ溶血阻

止作用 グ筆認 メ.ヌ.例 ヘバ、原酒精越幾斯1ccm

ヲ探 ツテ、ξ其 ノ酒精 ヲ微 カニ加温 スルコ トニ ョ

ツテ、完 全『蒸獲漕失 セシメタ後、其 ノ残基質

二生理的 食騒水 ヲ1ecm、2"、3・ ・、4"、5"

ノ5種 二加 へ、少時容器 ヲ輕 ク動揺 シテ得 タ食

盤水溶液 ノ各0.25ecm宛 ヲ探 ヅテ抗原使用量

トシ、 自家抑制作用 ヲ測 ルニ、以上5種 ノ何V

ノ食盤 水量 二於 テ モ、 同様 二、i毫末 ノ溶血阻止

作用 ヲ認 メズ、其 ノ溶血程 度ハ、全 ク抗原 ヲ訣

如 セル1封照管5同 等 デ アル。爾 ホ又、其 ノ大量

二於 テモ、抗原 自罷 二溶血性 モ溶血催進性 モ認

メラレヌ。 即 チ、本抗原 ガ補髄 二封 スル態 度 ハ

全 ク生理 的食盤水 ノソレ ト相違 スル虚 がナ ィ.

從 ツテ、本抗原 へ 其 ノ大量 ヲ使 用 シテ補結反

懸 ヲ試 ミル モ、敢 テ支障 ヲ醸 サヌ毒睾ダ ガ、数債1

ト感度充分 ナ範園 二於 テ、其 ノ比較的少量 プ使

用 スル モ、充分優秀 ナ結果 ヲ示 スナ ラバ、彊 イ

テ無嗜 二大量 ヲ使用 スルハ、第1抗 原 ノ不経済

デアル貼 許 リデモ、甚 グ意義 ナイ、無軌道的 ナ

使用法 デ感心 出來 ヌ。此 ノ意 味 デ、今假 リニ原

酒精越幾斯 ノ残基質 ヲ越幾斯量 ノ5倍 ノ生理的

食盤水 デ解羅 シタ溶液0.25ccmヲ 探 ツテ抗原

妓便 ヲ從來 ノ抗原 ト比較實験 ヲ試 ミタ.ユ 床本

法及重層溜濁反鷹強陽性 ノ血溝2例 、 中等度 陽
マ

性3例 、錫陽性3例 ノ働雛血 清 ヲ使用シナ牛心

酒精越幾斯加 「コVス テリンJ抗 原稀縷液(使用

量ハ叢 大溶血量 ノ牛量)ト余 ノ抗原 トヲ各々倍

進遍滅稀澤ヲ行 ヒ、之 二2倍 稀覆 ノ被検働性血

清 ヲ各管二何vモ0.15ccm加 ヘテ、補結反k

ヲ比較 スル ト、何 レノ血清二於テモ、余 ノ抗原

ヲ使用 シタモソ ガ、從來 ノ牛心酒精越幾斯加「コ

レステリ」抗原二較ベテ、1倍 孕乃至6倍 溶血阻
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ノ

止 ノ程度 ガ壇強 久ル コ トヲ認 メタ.從 ツテ余 ノ

鉾原へ 此 ノ程度 ノ使騒 三於 テサーモ、働 性

入血清 ヲ溶血性補髄 トシテ使用 シタ場合 二於

テ、從來一般 二使用サレ、比較的鋭敏優秀 ナ数

便 ヲ示 スト看倣 サル。ユ氏反鷹捕 抗原 三較 ベ

テ、爾ホ且 ヅ、約1倍 傘乃至6倍 能働数便 ガ大

デアルト云ヘル理グガ、前述 オ通 リ、余 ノ抗原

ハ此 ノ使用量 ヨリモ遽 二大量デモ自家御劇 ヲ示

サヌ。極端二使ヘバ聾使用量ハ無限大 トモ見 ラ

レル諜ダカラ、余 ノ抗原ハ、從來 ノ抗原 二較べ
ミ の

テ、数 贋ハ無限大 二彊 イ ト云 ツテ然 ル可 キデ、

其 ノ数便、感 度 ノ黙 デ、断然優秀 チ コ トタ確認

シタ。嘗 テ、㌦加藤 鋤氏ハ、 同氏 ノ方 法 二依 ツテ

牛 心 ヲAzetonデ 虞 理 シタ後、之 ヲ酒精越幾斯

筆シテ、此 ノ酒精 ヲ獲散 セ シメテ生理的 盆盤水

'溶1夜ヲ抗原 ト
シテ自家抑制縄無 デ抗原性極 メテ

優秀 デア ツタコ トヲ 報告 サ レタガ、余 ノ本實験

ノ結果 カ ラ推 シテ、同氏 ノ報告 ガ眞實 デ アツ タ

ト推測 サ レル。

(二)至 便 ナル牛心保存 法

物 資豊富 ナ時代 ハ マダ ヨイ方、 方今 デハ、 牛心

ヲ求 メル コ トガ第1甚 ゲ釜難 デアルe從 ツテ、

是 ガ経 濟的至便 ナ保 存法 ヲ考案 スルコ トモ亦時

代即懸 ノ1ヅ ノ要求 デアル。 牛心 ヲ生 ノ儘 デ長

期間保 存 スル コ トハ、甚 グ至難 デア リ、假 リニ

可能 ナ手段 ガア リ トシテモ、 手藪 ヲ要 シ、且 ツ

経濟的 問題 ガ附帯 シテ當今實際 化 ナ ドハ毘束 ナ

イ.結 局、 牛心 ヲ乾燥 シテ長期 二亙 ツテ傑存 ス

ル方法 ガ最 モ簡 易至便 デアル ガ、乾燥 ノ手段 ト
'方
法 ノ如何 二因 ツ デへ 抗原性 二影響 シテ特 殊

性能薄弱乃 至皆無 二到 ル コ ト茎 ア リv或 ハ長期r

保 存 中、腐敗乃至徽 ヲ登生 スル ガ如 キ不都合 モ

起 ヅテ來 ル,斯 カル弊害 ヤ不都合 ヲ醸 サ ズ、乾

燥 スルニハ、 牛心 ノ細挫 セル モ ノニ約等量 ノ純

Azetonヲ2同 繰 リ返 シ加 ヘ テ、室温24時 間宛

放置 シタ後 へAzet。nヲ 藤 シテ糧 デ良 ク

乾燥 シ、乳鉢内デ可及的粉末歌 トナシ、滅菌容

器 二密閉 シテ貯藏 スル.此 ノ乾燥牛心末ハ、、長、

期保存 シテ何等抗原性二攣化 ヲ起サヌ。此 ノ粉

末 ヲ用 二望 ンデ適宜量探ナテ前述 ノ如 ク、純
、

AzetQn浸 出 ヲ3同 繰 リ返 シタ後 二、純 酒精浸

出 ヲ1同 施 セバ、 随時優秀 ナ酒精抗原 越幾斯 ガ ・

得 ラレテ甚 ダ至便経濟 的 デアル.

第3章 被検血清二就テ

本法 ハ、被検血清 内 ノ正常溶血性襲囁禮 ト補罷i

トヲ使用 スルモ ノダカ ラ、血清内 ノ補艦 ガ非働

トナ レバ、賓 施 が不能 トナルカ ラ、探血後 可及

的迅 遽 二、 邊 クで、48時 間内二 行 フベ キデア

第1節

(イ)補 艘含有量 、

人血清内溶血性補艦 ノ含有量等二關シテハ、從

來多撒 ノ研究者 二依 ツテ實験 ガ重ネラレタ.

著者asモ既二本問題二閣 シテへ20鹸 年前二業

績 ヲ嚢表 シタ。 又、加藤ω氏モ本問題へ就テ、

詳細 ナ實験報告 ヲ公表サレタ。文獄 ノ詳細へ

是等 ノ業績 二譲ツテ、今回改 メテ比較的多薮 ノ

實験例 二就 テ余 ノ術式 二依ツテ調べタ結果 ヲ述

ル。人血清内ノ溶血性補艦 モ、海瞑 ノソ」ト同

様へ 探血後時聞 ノ経過 スルニ從 ツテ、矛こ第 二

非働度 ヲ壇 シ・籔 日乃至† 日後 ニハ;殆 ド悉 ク

所謂輝置非轡 ヲ起 シテ補髄作用ガ皆無 トナル。

働性人血清内溶血性補禮二就テ

ベル
。實駒 例数1293f'悉 ク探血後24時 間以

内(大 多藪 ハ探 血直後)二 検査 ヲ終 ヘ タ。後 ユ述

プル ガ如 キ余 ノ衛式 二從 ヘバ、血清量0.075cem
夢

デ4%ノ 山羊 血球浮游液 ラ全然 溶血 シナ41-9P

チ溶 血性 補艦能カ ヲ認 メナ カゾタモ ノ僅 二4例
、

(柳 ・3sel6).・此 ノ内・肺結核1.肺 織 及徽毒

2・ 結核 性腹膜 炎及腎臓炎1例 ノ割 合 デ アツタ
。

其他 ノ大多藪 二 於 テハ、働性血清0.075乃 至
■
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0・009ccm量 デ4%山 羊 血 球 液0.1ccm7完

全 二 溶 血 シ タ。 詳 シ ク云 ヘ バ,.O.004ccmデ 完

全 溶 血 ノ モ ノ10例 、O,・002ccmデ 完 全 溶 血 ヲ示

ス モ ノ2例 、 最 大 多 数983例 二 於 テ 、0.02ccm

ノ

デ 完 全 溶 血 、256例 ハO・009cerr(残 リ ノ38例

・・、0・e75ecmデ 完 全溶血 ヲ認 メタ
.

以 上 ノ實瞼 ノ結果 カラ観 テ、 働性人血 清内 二溶1

血 性補髄作 用 ヲ全 ク認 メヌモ ノハ至極 稀有 デァ、

ル。從 ヅテ、 他 ノ溶血性補髄 ノカ ヲ借 ラネバ補

艦結 合反鷹 ノ實施 グ木可能 デアル ト云 ツタ場合

二遭遇 スル コ トモ亦極 メテ稀有 デ アル.

一一艘、 從來多薮、ノ實験者 二依 ツテ行ハ レタ人血

清 内補艦 含有量 二就 テモ決 シテ實際 ノ結果 ガ各

入 二依 ツテ全 クー致 シテイナ ィ。例 ヘバ、補罷

牲能 ガ全 ク鋏 如 セル比率 ナ ドノ鮎 デモ、甚 ダ シ

ク相違 スル蜷斯 ク ノ如 久 實験者 ご ヨツテ其 ノ

結 果 ヲ異 ニスル所以い恐 ヲク次 ノ如 キ條項 カ ラ

主 トシテ駿生 スル ノデナ イカ ト惟 フ.

(1}手 技 ノ巧、拙,(2)探 血 後 ノ時間 ノ経 過。

(3)免 疫 陛溶血素 タ使用 スルカ正鴬溶血素 ヲ使

用 スルカ ノ差異。(4)血 球 俘液調製方 ノ不統一

及使用 ス可 キ血疎浮游液 ノ新藷 ノ差異等、

く1)ノ 場合 二結果 ガ多少相異 スルコ トハ論 ヲ侯

タズシテ明 白デアル。(2)ノ 場 合探血盧後 二検

査 シタ ノト24時 間後 デハ 測定便大 イニ相 違 ス

ル(3)・ 場 合 二於 テ、T--rc二 補 艦 ハ溶血性 讐囁

膿 ヲ得 タ動物 ト近似 ノモ ノ程、隻囁 禮 ヲ能 働性

トナサ シムル ニ適切敏感 デアル.斯 カル 事實

ノ、、Moro,Ehrlich-]M【orgenroth以 來 提唱 サ レタ

コ トデアル。 サ レバ、人 血清内補髄 ヲ測定 スル

ニ 當 ツテ家 兎免疫性溶血素 ヲ使用 スル ヨリモ、

同種血溝度 二 含 マ の レ正常漆血素 ヲ使用 シ タ

方)ゲ遙 二敏感 二現 レル。余 ハ嚢 二嚢表 シタ人血

清内補 禮量 ガ本 同 二較 べ テ聯 力少量値 ヲ示 セル

ハ、他 ～黙 モ多少影 響 シテイル ガ、主 トシテ、

使用 シタ溶血素 ガ免 疫性 デアル カ正常 デ人 補罷

嘆 ノ出所 ヲ同一 ニセル讐囎 デアル カ㌻差異
な

二基 イ タ モ ノ ト惟 バ レル.(4)ノ 場 合 、 周 知 ノ

瓶 リ、血球 ハ蓮心 ノ廻轄速度 ト時間 ノ多少 二由

ツテ、沈下 スル容量 二差異 ヲ生 ジテ來 ル。 從 ツ

テ、 同 ジク沈下血球 ヲ4%二 調製 シタ場合 ニテ

モ、5000廻 轄5・分時 ト200て)回 轄5分 時 ト、或

～・2000廻 轄5分 時 ト2分 時 トデハ各 々出來上

ツタ所謂40%ノ 血球液 ノ濃度 ハ 實際 二於 テハ

甚 ダ相違 スル.サ レバ、此 ノ間 ノ記載 ヲ巌密 ニ

シナケ レバ、實瞼 ノ結果 ガ當然 擁々 トナルゆ 又

溶血度 バ補艦、溶血素 ノ強弱如何 ニ ヨツテ左右

サ レルコ トガ無論 ダが、一 方、血球被膜 ノ抵抗

ノ張弱 二因 ツテモ大 柔二影響 サ レル。新 二調製

サ レタ血球液 ト、調製後 冷嗜所 二貯藏 シタ母 ノ
リ

デハ、溶血度 二相違 ガ アル.大 艦 二調製後藪 日

間納置 シタモ ノハ、新鮮 ナ モ ノニ較 べ テ、約1

軍 位溶血便 ガ高 マル。 郎 千、貯藏 サ レタ血球液

ハ、新鮮 ナモ ノニ較 べ テ、次第 二血球 被膜 ノ溶

血素 二封 スル抵抗姓 ガ薄弱 トナ ツテ、溶血 シ易

クナルモ ノデアル。斯 カル次第 テヨ 使用 スル血

球液 ヲ毎 同謁製直後 ノモ ノトシタ業績 ト、一・定

期貯藏 シタモ ノ、或 ハ新鮮 ナモ ノヤ陳薔 ナ血球

液 ヲ勝手 二探 ヅタモ ノ ・結果 トへ 當然相違 ヲ

生 ム。余 ハ本業績 二於 ケル血球俘 液 ハ、腕織維

洗1條山羊血球 ヲ最後 二3000廻 轄 遠心装置 二5

分 時間塵置 シ、上清 ヲ可及的取捨 シタ血球 残渣

ヲ、生理的 愈盤水 デ25倍 二稀繹 シタモ ノヲ調

製當 日 カラ.自後2週 日間 二 亙 ツテ 連 日使用 シ

タ・從ツテ・其 ノ鐸 へ 物 シテ蜘 間貯藏

サ レタ血球浮液 ヲ使用 シタ場創 大髄等 シイコ

トトナル。 亀

(ロ)余 ノ補禮便測定法

被検働性血清O.15cemヨ リ倍進逓滅 稀繹 ヲ施

シ、之 二生理的食盤 水 ヲ加ヘ テ
、各試 管 ノ内容

ヲ1.3ccmト ナ シ、豫 メ4輩 位 前後 ノ人血 清内

正常溶血素 デ感作 サ レタ血球 浮游液(2%)0.2

ccm宛 ヲ加 ヘテ内容 ヲ混和、37℃ 重 湯煎 内 二
鯉

15分 時納置 シテ完全溶血 ヲ起 ス母小血清量 ヲ

補髄{恥 定 メタ。 ・

＼
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第2節

・(イ1正常溶血素含有量

人血清内二含マレル異種赤磁球、例ヘバ、山羊

緬羊 ナ ドニ封 スル正常溶血素 二 關 シテモ、從

來・多撒 ノ學究者二依 ツテ、各方面 二亙 ツテ様

々ナ實験 ガ遽 ゲラレタ。其 ノ業績 ノ詳細 子關 シ

テ生 襯 謹量 ト同様へ 重複/煩 ヲ避ケテ、既
二報告 サレタ鴻上、加藤氏等 ノ文献 二譲ルコト

ト評 タガ、唯、本問題二於テモ、補膿含有量 ト
ミ

似 テ、結果 ガ各人 二依 ツテー致 シテ イナ イ。例

')C ・ 小 畑2眠 ノ如 キノ・,男 子 ニ アリテへ 其

約 孚数 ハ山羊血球 弄封 スル正常溶血素 ヲ峡 如 ス

ト報 ジタルニ封 シテ、名古屋 岬氏 ハ殆 ド其 ノ最

大 多敷 二之 ヲ認 ム ト否定 シタ。 著者 ノ前業績 二

於 ケル結果 ハ略 く名古屋氏 ノ所説 ト契合 セル ゴ

トヲ報 ジタ。 又加藤 氏 ノ業績 デハ、正常溶血素

ノ全 ク訣如 セル モノ1.3%ト 記 載 セ ラノレガ如 ク
、

歴 々デ アル。斯 ク不統一一ナ結果 ヲ生 ム ニ到 ツタ

基 トナル主 ナ條項 ハ補艦量 ノ揚合 二記載 シタモ

ノト略 ㍉同様 ダ ト惟 バ レルガ
、唯溶血 素 ン揚合

£ アツテへ 爾 ホ更 二1ツ ノ條 項 ガ加 ヘ ラレル
e

著 者 ガ本實験 デ確實戸 シタ コ トハ、溶血素 ハ補

髄 ト相違 シテ、1血清 ヲ分離 スル温度 ニ ョツテ影

響 サ レル コ トガ甚 ダ シイ。 帥 チ.血 清 ヲ寒 冷 デ

今離 シタ ノト・37℃ デ行 ツタモ イトヲ較 ベル

ト370Cノ 方 ガ約1輩 位溶血便 ガ増 強 スル
。從

ヅへ 實験 ヲ行 ツ塒 ガ主 ボシテ寒 冷 ナ季節 二
の

室 内 デ分離 シタ血清 ハ、暑熱 ノ季節 ノ毛 ノニ較

ベテ當然其 ノ便 ガ低下 シテ來 ル謬 トナル
。斯 カ

ル條項 ヲ嚴密 二規格 サ レナイ ト結果 ハ自然不統

一 ヲ招 クコ トトナル
。

余ハ本 實験 二當 ツテモ、是 ガ本・補結反鷹 ノ術 式

ヲ生 ズル基 本 ノ1ヅ トナル モ ノデ ァル カ ラ
、比
ギ

較的多数例 二亙 ツテ、山革血球 二野 スル異種血

球正常溶血素 ノ含有量 ヲ測定 シタ。山革血球 二

封スル 正常溶血素 ノ入血清内二於ケル含有量

へ 補艦量轟較ベル ト相嘗廣範園 ノ動趨 ヲ示ス

モノデ、個 々二調ベル ト、最低2輩 位力費最高

人血清内 ノ正常溶血性讐擁禮 二就 テ

100軍 位二及プ可成 リ廣 イ幅員 ヲ示 ス抵 藪入
　 や

え働性血溝 ヲ混合スル ト、2乃 至30軍 位 ノ間 デ

動揺 ガ砂 ク、而 カモ、犬多藪 二於 テ、8箪 位前

後 デアツタ。又、人血清内ノ補髄 ヲ使ツテ測定

スル ト、余 ガ今同行ツタ多撒 ノ實験例中、正常

!溶 血素含有量2輩 位以下 ヲ示 スモノハ全 ク皆無

デアヅ究。帥チ、大小二拘 ラズ、正常溶血素 ヲ

含有 シテ居 ツテ、全ク鉄如セルモノハナイ。此

ノ黙 へ 襲二行ツタ實験 ノ結果 トハ多少相違 ス

ルガ、是ハ恐 ラク海猿補艦 ト人補髄 ヲ使用 シタ

爲 二生 ジタ差異 デアル ト惟 フ。補髄 ヲ全 ク訣加

シタ前記4例 二於 テモ、正常溶血素 ハ大小二拘
ヘ

ラズ認 メラレタ。結核 性謄脊髄液 デモ、3例 二

於 テ補禮 ハ殆 ド皆無 デア ツタガ、凪常溶血素 ハ

多少 二拘 ラズ認 メ ラレタ。亀斯 ル ニが故 二、紗 ク ト

モ、人血清補燈 ヲ使用 シタ揚合 ニ アヅテハ、人

血 清(藪 名 ヲ混合 シテ)内 ノ山羊血球 二封 スル正

常溶血素 ノ全 ク鋏如 セル モ ノハ殆 ド無 イモノ ト

噺定 シテ ヨカ ラウ。

次 二、人血清内 二含 マ レル正常溶 血素ハ,56fC

36ノ ノ加熱 非働 ヲ加 ヘル コ トニ依 ツテ相 當強 ク

影響 サレテ滅弱 スル モノ ト,反 封 ニ ソレ程 非働

前後 二於 テ溶血素儂 ノ相違 セヌモ ノトガアル

ガ、軍均 シテ非働性 ト働性 ノ儘 デ測定 シタモ ノ

壷叢搬 ト贈 聯繍徽讐瓢
禮 的 二述ベル ト、被検 血清数 名乃至十藪 名分 ヲ

混合 シテ、 之 ヲ56℃,30!加 熱 非働 ヲ加 ヘ テ、

0・5%ノ 比 二fカ ルポー ルJヲ 加ヘ タモ ノデ實験

ヲ経 タ同薮 ハ144同 デ、此 ノ内2軍 位以 下 ノ溶
.

血 素 含有量 ノモノハ皆無、2輩 位 二相 當 スル モ

ノ3同 、4輩 ・位33、8輩 位79、161電 位22
、32

輩 位5、64輩 位2同 ノ割 デ、64電 位以上 ノ溶血

便 ヲ示 スモ ノハ皆無 デァ ツタ、郎 チ混合入血清

ノ最犬多薮 ハ8乃 至16輩 位 ノ溶 血便 ヲ示 スモ

ノ ト認 メデ ヨイ。

人血清内 二含 マ レル抗 山羊血球 正當溶血素 ハ,
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前述 ノ如 ク、56℃,30!非 働 二 依 ツテ、 李均

差乃至押 鰍 弱ヲ示蹴 糊 一シテ鋪 結
反鷹 ヲ施行 スル上 二溶血素 便 ガ劣弱 二過 ギテ困

辱ル ト云 ツタ揚合 ハ殆 ド遭遇 シナ4。)7轍 二、

余 ノ補結反慮 ヲ行 フ揚合ハ、血清 或ノ}浸出液)

ハ成 ル可 ク、 歎名分以上 ヲ混合 シ、之 ヲ56℃ ,

30ノ 加 熱非働 ヲ行 ヒ、 更 二永 ク貯藏 スノレ旨的 ニ

ハ、0・5%ノ 比 二「ヵルボール」ヲ加 ヘ テ置 ケバ、ノ

防腐 ノ意味二安全 デアル。血清 ヲ56℃,30'加

熱非働ヲ施 シテ使用 スルコトハ、防腐 ノ目的 ト

ナル外 二、此 ノ内二含マレル正常溶血素 ヲ利用

シテ血球二感作セシムル 際二、働性 ノ儘 ナレ

バ、必ズ毎同寒冷分離法 ヲ施サネバナラヌガ、

加熱非働血清 ナレバ、直二血温デ感作操作 ガ容

易二出來ル便利 ガアル。入血透内二含マ レル正

常溶血累ハ、勿論貯藏 スル ト次第二其 ノ便 ガ滅

弱スルカラ、貯藏 シタモノヲ使用 スル場合ハ巌

密二云ヘバ、使用前二豫メ溶血便 ヲ測定ス可キ

ア ア ル 。

余 ノ以上述ベタ溶血素便 ノ測定 二使用 シタ山羊

血球浮游液へ 調製後藪 日間冷嗜所二納置 シタ

モノデアル。

(ロ)余 ノ人血清内抗山羊血球 正常溶血素便測

定法

從來、文献上デ行ぞ・シタ人血清内正常溶血素 ノ

測定ニハ、溶血性補艦 トシテハ、殆 ド悉 ク、海

猿補髄ガ使用 サレデ{ル ガ{余 ノ本實験 二於 テ

ハ、實際 ノ術式上デハ直接人血清内 ノ=補髄 ヲ利

用 シテ補結反鷹 ヲ施 スモノデアルカラ、特 二縁

i遠イ海瞑補髄 ノ使用ヲ避iケテ、直接關連 ノアル

働性人血清カラ寒冷分離法二依ツテ、正常溶血

素 ヲ除去 シタモノヲ補艦血清 トシテ使用 シタ。

前述 ノ如 ク、 溶血性隻囁髄 ト同種族乃至 之二

近似種族 ノ補髄血清 ヲ使用 シテ隻囁艦量獺1淀

シタ揚合ハ、種族 ノ全 ク相違 スルモノヲ以テ行

ツタ揚合二比較 シテ、 ヨリ敏感二反鷹 スルモノ

ブ ア ル ◎

被検血清0。1ccm(働 性 或 ハ56。g,30i非 働 性)

ヲ倍進遍滅法 ヲ行 ヒ、之 二2乃 至3軍 位 二相當

スル充分量 ノ補燈血清(豫 メ寒冷分離法二依ツ

テ含有正常溶血素 ヲ吸着除去 セシメタ血清)ヲ

注加 シタ後 二、生理的食盤水デ全試験管 ノ内容

ヲ1.4cemト ナシ、次デ4%洗 猴山羊血球液 ヲ

各管 二 〇.1ccm宛 追加 シテ、内i容ヲ振盈混和、

37℃ 重湯煎内二納置、15ノ時 ノ後 二完全溶血 ヲ

起 ス血清 ノ最大稀繹量 ヲ以テ溶血素便 ト定メ

タ。封照 トシテ、補艦血清(脱溶血素人血瀞 ノミ

デハ不溶血デアル事、補禮血清二感作血球 ヲ加

ヘタモノハ、完全溶血 ヲ示ス等 ヲ併置スル。

(ハ)正 當血球凝集素 二就 テ

人血清内ニハ、正鴬溶血素 ト共二、多少二拘 ラ

ズ、山羊血球ラ封スル正常凝集素 ヲ含 ムコ トガ

多 イ。血球凝集素債 ガ、遙 二溶血素 ヨリモ高位

デアル血清デハ、感作血球 ヲ作ル場合二、赤血球

ハ極 メテ迅速二、凝集團塊 ヲ形成 シテ、容易二

軍等 二溶血素 ニョヅテ血球 ガ感作 サレナイ弊害

、ガアル。又斯カル血清 デ感作 シタ赤血球 ヲ溶血,

系 二加ヘル ト、迅速 二凝集 サレタ赤血球 ガ直二

管底二沈下サ靴 其 ノ爲 へ 溶血素 ノ作用ガZド

等二充分現ぎヌカラ補結反鷹 ノ結果ガ明確デナ

イ。サレバ、斯カル血球凝集素便 ノ意外二強烈

デアル ヨウナ血清ハ、使用 ヲ避 ク可キデァル。

但 シ、血清 ヲ歎名以上混合 シテ使用 スレバ》斯

カル弊害二遊 フコトハ殆 ドナイ。余 ガ行 ツタ敷

百同 ノ實験デ、血球凝集素便 ガ張烈デ補結反鷹

ノ結果ガ明瞭二現 レナカツタ揚合ハ僅 二唯1同

経験 シタ。 此 ノ1同 モ、W-R強 陽性血清 ヲ主

トシテ混合 シタ揚合 デアツタ。一髄徽徽毒血清

ハ、縮 ジテ山羊血球 二封 スル凝集素便 ガ高 イヨ

ウデァル。 華 、

(二)人 血清内補隆 ト溶血素含有量 ノ關係

補艦量ハ、概 シテ其 ノ便ガ比較的李均 シテ、

動揺ガ齢 イガ、溶血素 ガ蓼相當廣 イ幅員ヲ以テ、
'動 揺

スル傾向ガ多 イ。又、補膿量 ト溶血素量 ト

ハ必ズシモー致 シテ増減 シナイ。補髄量 ガ多 ク

テ、・溶血素量 ガ僅少ナ揚合モアリ、或 ハ、是 ト

反封ナ結果ヲ永スコトモろル。余 ノ賞験 デノ・、

補髄ガ全 ク訣如 シタ4例 二於テモ、溶血素ハ悉
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ク認 メタ。・一般 的 二溶血素量 へ 補鵠量 ヨ リモ其 ノ便 ガ高 イ。

第璋 補結反麟 式二駆 ル考毅 其潰 施上ノ臆 事項

術式～・、様 々二考案出來ル。要 スルへ 人血清

内 ノ補禮及正常溶血素 山羊乃至入血球二封 ス

ル免疫性溶血素、山羊乃至入血球。以上 ノ各要

素 ヲ適宜 二組 ミ合セテ探澤 スルコトガ、所謂補

結簡 易法 ノ1ツ ト看倣サレル。

免疫性溶血素 ノ代 リニ、入働姓甑庸二含マレル

正常溶血素 ヲ使用スル場合べ も如何ナル動物 デ

モ廣範園二正常溶血素 ヲ含 ム種族 ナラバ、其 ノ

血球 ヲ使用出來ル課 ダガ、働性人血清内二比較

的多量二、且 ツ殆 ド悉 ク各人 二含 マレル山羊乃

至緬羊血球 二封 スル正常溶血素 ヲ利用 スルコ

トガ、最 モ簡便 デ妥當デアル。
ノ

人血球 二封スル免疫性溶血素 ヲ使用スル方法

モ、患者血球 ヲ直 二利用出來ルカラ、毎回他動

物 ヲ探血 スルナドノ手薮 ガ省 ケル ト共 二、理論o

的 二観 テ、人血球及之二封 スル免疫性溶血素拉

二人補膿ヲ組 ミ合 セダ補艦結合反賑ハ、明快優

秀 ナ結果 トナヅテ現 レル筈ダ、ト惟 フガ、余 ノ實

験 シタ範園、即チ家兎8頭}山 革2頭 二封 シテv

睨繊維洗鋒人血球 ヲ以 テ免疫 ヲ企テタガ、静
ノ

脈、腹腔内、 皮下注射等 ヲ繰 リ返 シテ行ッタ

ガ、何 レノ免疫方法 デモ、或ハ血球二少量 ノ人

或ハ山羊乃至豚血清等 ヲ混 ジテ注射 シタ場合ニ

モ、或ハ人血球二鱈水乃至Forthalinヂ ドヲ加

ヘテ溶血 セシメテ其 ノ基質ヲ注射 シタ場合ニ

モ、人血清内溶血性補艘 ヲ使用 シテ實験 スル

ト、丸テ悉 ク溶血顛 ハ絢 高マラt4'fX2

乃至20倍 軍位二止マル。 ノミナラズ、一・方血球

凝集素便ハ頗ル高度二塵生サレル(薮 千乃至数

萬軍位或ハ夫 レ以"。 湾血素便 ガ無噌二低劣

六 反封へ 血球凝集素便ガ箆棒二高度 ノモノ

ガ共存 シテ居ルカラ、血球ヲ加ヘル ト、高速度

二凝集サレテ團塊 トナツテ、此 ノ爲二、弱イ溶

血素 ガ充分 二作用 》得ナイ。例ヘバ、斯 カル免

疫血清デ感作血球 ヲ作ル ト、強烈ナ血球凝集素
'

愁

亀

ノ爲 二、、血球 ハ寸時 ニ シテ緊密 二凝 團 トナル。

一・旦
、團塊 トナツ タ血球 ハ如何 二町摩 二混和 シ

テモご決シテ雛 ナ血鱒 液 け ラズ依伽 シ

テ粗大 ナ血球塊 二止 マル。斯 カル歌態 ニ アル血

球浮液 ハ、補結反癒 實施上儀使 用 二堪 ヘヌ コ ト

ハ言 ヲ待 タズ シテ明 白 デアル。

從來、文献上 デハ、野 口働、Tschernogubow(Ol,
ノ

Dungenu.Hirschfeld{3}氏 等ハ、抗人血球免

疫性溶血素ヲ使用スル法 ヲ報 ジテ居ルガ、余 ノ

以上 ノ實験結果 カラ推 シテ、紗 クトモ家兎或ハ

山羊 ノ類ヲ實験動物 トシタ揚合二於 テへ 若 シ

使用二堪ヘルガ如キ優秀ナ抗血清ガ出來 タトス

レバ、 ソレハ寧ロ偶然 ノ僥倖二類 シタモノデナ

カヅタカ ト惟ハ レル、或 ハ又、是等 ノ諸家 ガ良

好ナ抗血清ヲ得ル爲二掲特ナ秘法ガアツタノカ

モ知 レヌガ、何 セニシテモ、此 ノ方面 二閣 スル

余 ノ實験ハ、不首尾 ノ結果二終 ヅタ。絡 ジテ、

正常溶血素 ヲ含ム動物 二血球 ヲ注射 スル ト、冤

疫性溶血素 ノ産生ガ迅速且ヅ多量デアルガ、當

初カラ正常溶血素 ヲ訣如セルモノデハ、免疫性

溶血素 ノ産生モ劣弱デアル トサレルガ、家兎或

ハ山羊 ノ類 デノど 人血球 二封 スル正常溶血素ハ

殆 ド悉 ク余 ノ實験 デハ、何 レニ於 テモ認 メラレ

ナカツタ。斯 カル次第デ、詮 ジ詰メタ慮ボ術式

トシテハ、山羊乃至緬羊血球 ヲ使用 シテ、働性

人血清内 ノ溶血性補髄及正常溶血素 ヲ直二利用

スル方法へ 最 モ機宜 ヲ得タモノト考～ レ。斯

カル方法デ補結反鷹 ヲ行 ツタ者ハ、從來徽毒 デ

ハ、Hecht{8,,結 核 デへGoldenberg⑱ 氏等 ガ

ア ル 。 需

Hecht氏 法 モGoldenberg氏 法 モ、 操作 ノ仔

細 才鮎 ハ多少相蓮 スル ガ、其 ノ胚 胎 スル根本的

理 由 ハ、 同一一デ1同 工異 曲 ノモ ノ ト看 テヨ4.

郎 チ、第1家 系プ、溶血 度 ヲ観察 スル ト共 二、

同時 二併 置 サ レタ其 他 ノ試験 管 デ、補禮結 合反
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磨 ヲ行 ハ ン トスル モノデ、理論的 二且 ツ實施上

ノ黙 カ ラ見 テ、割合簡便 二考究 サ レタ方法 ノ如

クー考 サ・レルガ、實際 二斯 カル方法 二當 ツテ見

ル ト、一様 二明快 ナ結果 ガ得 ラレナイ。 例ヘバ

Goldenberg法 デ、第2次 系 デ完全溶血 デアル

可 キ筈 ノ封照管 ガ屡 く溶血阻止 ヲ呈 シテ結果 ノ

到 定 ヲ往 々曖昧乃至不明 トチサ シムル ガ如 キ、

或 ハHecht怯 デ モ、W・R陰 性 ナル可 キ血清封

照 二往 々陽性結果 ヲ認 ムル ガ如 キ場合 ガ生 ジテ

來 ル。斯 カル不都合 ヲ招 ク因擦 ハ、稀繹 サレタ
ら

補髄血清 ヲー一定時聞(37℃1時 間)血 温二貯藏

メル ト、此 ノ内ノ溶血性補髄能ヵハ、抗艦 ノ有

無 二關 セズ、多少 トモ次第二舞働 性トナッテ減

弱 スル。此 ノ補罷能力 ノ滅弱程度ハ被検血清凡

テヲ通 ジテ、`決シテー様デハナクテ、個々ノ血

清二於 テ甚ダシク相異 スル場合ガアル。 然ル

補 二難震齢観鷺麟欝拳
ヨイ ト惟 フ。以上、余 ノ行 ツタ實験 ノ結果 カ ラ

観 テ、H3cht,Goldenberg氏 等 ノ働性血清 ヲ

使用 スル法ハ、必 ズシモ各血清 二亙 ツテ同様 二

良 イ結果 デアル トハ云 ヒ難 イ。爾 ホ,是 等 ノ方

法 デ、今1ツ ノ映 黙 ヲ指摘 スル ト、補結反慮 二

溶血素液 ト血球浮液 ヲ溺 々二試験管 二注加 スノレ

会 トハ、往 々血球 ノ部分的感作現象 ヲ惹 キ起 ス

基 トナ リ易 イ、特 二手技 二未熟 ノ者 ノ行 ツタ揚

合 二斯 カル現象 ガ生 ジ易 ク、其 ノ爲 二結 果 ノ判

定 ガ不明瞭 デアツタリ、錯誤 シタ リスル コ トガ

ア ル 。

(イ)溶 血性補艦 ノ問題

働性人血清カラ溶血性補髄 ヲ損傷 シ吻イデ、該

血清 内二含マレル結楓 或 ハ徽毒性抗磯 乳完全

戸除去スル方法ガアレバ、随時二漉宜量 ノ働 性

血清カラ、其 ノ抗罷 ヲ除 杢タモノヲ補髄血清 ト

シテ使用二供 シ、被検血清ハ悉 ク非働性 トシテ

補結反鷹 ヲ行 フガ如キ興味アル1新 法ガ案出サ
も

レル謬 トナルガ、結核補結性抗髄ハ繋37℃ デハ、

余 ノ製出 シタ乾燥菌末二良 ク吸著結合サレテ、

遠心分離晶依ツテ、其 ノ含有抗髄 ヲ血清 カラ除

去 スル コ トガ可能 デ アル ガ、温 度 ガ或 ル程度以

上 二高 クナ レバ、從 ツテ、共存 スル補艦能力 モ

非働 トナル。 ソレデハ補艦血清 トシテ ノ役 ウナ

サヌ。 唯、血清 内 二抗騰量 ガ僅微 デ、其 ノ割 二

補禮量 ノ多 イモ ノニ限 ラレテ抗禮 ヲ吸牧除去 シ

タ後 ノ血清 ヲ=補髄用 トスル コ トが 可能 デアル

ガ、是 デノ、、一般的 ノ通法 トハ ナラナィ。抗艦

量 ノ多 イ紐清 ヲ乾燥菌末 ヲ加ヘ テ37℃ ニー定

時間納 置 スル ト、此 ノ内 二含 マ レル補禮能力 モ

同時 二皆無 トナル。 ト云 ッテ、補髄 ガ結合 サ レ
ヘ

ナィデ無損傷 デi逡存 スル程度二温度 ヲ低下 スル

ト、此 ノ内二含マレル抗燈吸牧モ次第二減 ジテ

來ルカ、或ハ全 ク結合 シテ來ナイ。尤モ、同様

二結核性抗禮 ト唱ヘル杁 其 ノ内デ比較的低温

デモ抗艘が相當良 ク吸牧サ!!ル モノト、殆 ド全

ク結含 シテ來ナイ ト云 ツタ個々二就 テハ多少 ノ

相異 力認 メラレル。

著者へ 温度 ヲ0℃ カラ37℃ ノ間デ檬 々二鍵

化 セシメテ、抗禮 ガ抗元二吸牧サレル模様 ト溶

血性補艦能働カ ノ推移 トヲ併行 シテ實験 シタ

ガ、如何ナル温度的關係二於 テモ、溶血性補農

能カニ損傷 ヲ招カナィデ、此 ノ,内二共存スル補

髄結合性抗髄 ヲ完全二除去スル コトガ出來ナカ

ツタ。補龍能カヲ損傷 シナイ ト欲 スレバ、勢 ヒ

抗禮 ノ眼牧除去ガ完全二行ハ レナイ。溶血性襲

囁髄 ト補髄ガ共存 スル際へ 血球 ヲ加ヘテ、寒

冷分離 デ補髄姓能 ヲ損傷 シナィデ、溶血素 ノミ

ヲ除去 スル揚合 ノ如 ク、簡輩二替ク行カナイ。

序二附記 スルガ、乾燥菌末デ抗禮 ヲ吸牧 スル場
ナ

合 二、抗齢 有血清ガ絵 リ濃厚ダ ト完全 二行ハ

レナィデ、稀程スル ト次第二抗禮吸牧 ガ完全 ニ

ナル.以 上述ベタ次第 デ、被検血清カラ之 二含

マレル結核性抗髄 ヲ完全 二除去 シタ毛 ノブ補艦

血清 トシテ使用セントスル著者 ノ企へ 紗 ク ト

モ温度ヲ標準 トシテハ不成功 デ、今後何等 力他

ノ手段、方法属依 ツテ補禮能カ ヲ完全 二生 カシ

テ、共存スル抗髄 ノミヲ除去 スル法 ガ出ナケレ

バ、實施スルコトガ出來ヌ、

次二徽毒 デハ、既二述べタ通 リ、如何檬二慮理
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シタ牛心粉末 デモ、徽毒 ノW-Rノ 反 鷹物質 ヲ

血 清 カ ラ除去 セ シメル コ トハ如何 ナル温度的關

係 二於 テモ殆 ド全 ク不籠 デアル カラ、斯 カル簡

便法 ノ實 施 パテンカラ駄 目ナ 話 デアル。 サ レ

バ、 結核 デモ徽毒 デモ、溶血性補禮 ト補膿結 合
ノ

性抗禮 トガ共存 シタ歌態 ノ儘 ヲ使用 スル方法 ヲ

案 出 λル ヨ リ外 二仕方 ガナ イ。 穿.

人 血 溝内 二含有 サ レル溶 血性補艦 儂 ハ、前 ニモ

述 ・ドタガ、探血當 日デハ殆 ド其最 大多敷例 二於

テ、4%ノ 山羊血球液0,1ccmヲ 完全 二溶 血1ス
ヘ ミ

ル ニ約0・02ccmノ 血 溝量 二相當 スルガ、 甚 グ

稀 二補騰量 ノ僅 微 ナモ ノ(主 トシテ徽 毒血 清 二

多 イ傾 向 がアル〉或 ハ全 ク峡 如 セル モ ノモアル

ガ、斯 カル血清、或 ハ永 ク贈 藏 シタ爲 二補艦非

働 ヲ起 シタモ ノ、當 初 カ ラ補 艦 ヲ訣 ケル被検物

(例 ヘバ磯脊髄膣液等 ノ如 キ〉等 二へ 豫 メ試験

ノ結果、溶血性補 禮量 が充分 二含 マ レ、結核及
ヤ

徽毒 ノ補結反鷹共 二陰性 力或 ハ 已ムヲ得ザ レ

バ、弱陽性 ノモノヲ倍量二加ヘテ封照 ト併行 シ

テ補締反鷹 ヲ行ヘバ、結核 デモ徽毒 デモ、共二

結果 ノ鋼定が充分可能 デアル。

(P)感 作血尿及血球浮游液 ノ問題

補 結反鷹 二於 テへ 豫 メ適當 二感作 サレタ搬球

液 ヲ使用スルト、結果 が迅速明確 デ、錯誤 ヲ惹

キ起 ス惧 レガ砂 イ。溶血嚥 夜ト血球液 トヲ別箇

二注加 スルコトへ 伽 部分感綴 象ナ ラヲ起

シテ間違 ヒヲ生 ジ易イ。感作血球 ヲ作 ルニハ、

慨 二試験濟 ミ ノ血清 ヲ多薮 二混合 シタモ ノヲ材

料 トスル。斯 ク混合 サヒタ血清 ノ溶血 素便 へ

概 シ7動 鑑 ガ紗 クテ、大燈8乃 至16輩 位 デ ア

ル。 混合 スル血 清 へ 健 康 ナモ ノデモ如何 ナル
ミ

疾患 ノモノヂモ別 二差支ヘガナイ。

=補結反懸上、最適當 ト惟バ レル感作 二要スル正

常溶血素量へ3乃 至4輩 位前後 デアル。2軍

位以下デ感作 サレタモノヲ使用 スルト、結果 ガ

確然 魁セヌコ杢が往 々アル。感作 二要 スル正常

溶血素量ガ鹸 リ過多デアル ト、結核補結反鷹上

ニハ殆 ド支障 ガナィガ、徽毒補結反鷹 デハ、次

第 二陽性率 ヲ減 ジテ來ル結果 トナル。

此 ノ黙 二關 シテハ他 ノ頁 二詳設 シタ。

正常溶 血素 量 ヲ既遽 ノ法 二依 ツテ測 定 シテ、合

假 リニ、最小完全溶血量 ヲ8倍 稀繹 トスレバ、該

原血 清 ヲ食麹 水 デ2倍 マニ稀繹 スvバ 、溶 血素 ノ

4輩 位 二相 當 久ル。3倍a稀 繹 ス レバ約3輩 位

二當 ル。故 二、原血 清 ヲ2乃 至3倍 二稀 繹 シタ

モ ノ ト、 等容量 ノ山羊血球液 トヲー 迅速 二李等

二混和 スル。 血清 ヲ働 姓 ノ儘 デ 使 用 スル 場合

ハ、血清及血球 液共 二10℃ 以下ミ 冷却 セ シメ

タ後、迅速 二混和 シテ10℃ 場下 ノ温 度 二1時

間納 置 シ、此 ノ間、 時 々内容 ヲ振盛 混和 ス。若

シ56℃,30'時 非 働 サ レタ血清 ヲ使 用 スル場合

ハ、操作 ハ 室温 デ 行 ツテ後、37℃ 重 湯煎 内 二

20'時 納 置 シテ感作 ヲ完結 セ シメル。 斯 クテ感

作 ヲ終 ヘ タモ ノハ、違心沈 澱 ヲ行 ツ テ其 ノ上清

ヲ可及的取捨 、沈澱血球 二新 二食鯉水 ヲ充分 二

入 ヒテ内容 ヲ良 ク混和 シ、東 二遽心沈澱 ヲ繰 り

返 シ、其 ノ上清 ヲ悉 ク取捨、血球沈 渣 ガ2%ト 、

ナル ヨウ生理的食盤水 ヲ加 ヘル。之 ヲ混和 シタ

モ ノハ、感作血球 浮游液 デ アル。遠 心沈澱 ヲ2

同繰 ヲ返 シ、 上清 ヲ可及的取捨 スルへ1鯖 内

二含 マ レル抗艦 ヲ完全 二除去 スル ト共 二、不 必

要 ナ血 溝成分 ノ介 入 ヲ無 クスル爲 デアル。血清

ヲ働 性 ノ儘 テ使 用 シタ場合 へ 夏季 ナ ドデハ寒

冷 ナ場所 カラ出 セバ迅 速 二遠心操作 ヲ終 ヘ ナケ

レバ、愚 圖 ツ ク ト、 試管 内 ノ温度 ガ自然 上昇 ス

ル カ ラ溶血性補禮 ガ次 第 二作 用 シテ溶血.ヲ惹 キ

起 ズカラ注意 ヲ要 ス。血 清 へ 働性 デモ非働性

デモ感作 サ レタモ ノハ結果 ガ同一 ダガ、著者 ハ

非働性 トシタモ ノヲ使用 スル コ トヲ寧 ・推奨 ス

ル。働性 ダ ト、毎回寒 冷分離 ヲ行 フ手 数 ガ懸 ル。

非働炸 ナ レバ、 不 必要 ナ 血清 ノ残 リヲ 混合 シ

テ、之 二1カ ルボールJヲ0.5%ノ 比 二加 ヘ テ貯

藏 スレバ、用 二 望 ζデ適宜 二 探 ツテ使 用 セ ラ

レ、感作 モ室灘或 ハ37℃ デ簡 輩 デァル
。 唯血,

清 ヲ56℃,30'加 熱 非働 ヲ行 フ ト、正常溶血素
グ

便ハ、働性二較べテ多少滅弱 スルガ、余 ハ從來

行ツタ多撒 ノ實験二依ル ト、混合葬働性血清 ナ
ノ}

レバ、使用 二堪ヘナ4溶 血素贋、帥 チ2輩 位以
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鍵

下 ヲ示 スSウ ナ場合 ヲ1同 モ経験 シナ イ,感 作

血球 ハ、 自然溶血 ヲ超 サヌ限 リハ冷藏 スレ〆歎

日間 使用 シテ差支へ がナイ。洗縢山羊 血球液 ハ、
ゆ ヤ

滅菌的 二冷藏 シテ彊度 ノ自然溶血 ヲ起 ジチ嗜 紫

赤 色 トナ ラナィ限 リへ 約2週 日間位使用 シテ

支障 がナイ。血球液 二F◎rmalinヲ1/r,eeノ 比

二混 ジル ト、血球 ノ自然溶虹 ヲ多少 防止 スル作

用 ヲ認 メル ガ、霰 令、 自然溶 甑 ヲ起 サヌ場合 デ

モ、$週 日間以 土 ヲ経過 シタ血球 へ 溶血素 ノ作

用 ヲ著 シク受 ケ易 クナル爲 二、余 ノ爾式 上 ニハ

使用 シテ不都合 デアル。何 トナ レバ、 此 ノ期間

以上貯藏 ザ レタ血球 デハ溶血度著 シク催進 シテ
も

殆 ド悉 クノ働 性血清 二於 テ、4本 ノ封照管 ノ、全

部完全溶血 ヲ示 スカ ラ、弱 陽性程度 ノ反鷹 ノモ

ノィ、、往 々 鋼定 ガ 出來難 イ 結果 トナルカ ラデ
ぶ な

が
ア ノレ ・o

ArmandDelilleu.Laun◎y,Bernsteinu.

KaliskfハFormalinヲ ー 定量 二血i求二加 ヘル

ト、永 ク保存 二堪 ヘル ト報 ジ、Meliski(?6/ハ1/鋤

ノ毘 二Formalinヲ 加 ヘル コ トニ由 ツテ、血球

液 へ1ケ 月絵使用 二堪 ヘル ト唱 ヘタ ガ、余 ノ

實 瞼 デハ、Formalinヲ 加 ヘル ト、 椙 當永 ク自

然溶血 ヲ防止 スルガ、 補結反懸 ノ結 果 カ ラ云 や

戊F・rmalinヲ 加 ヘ タモ ノモソ レ程 長期 間 二

亙 ッ テ使用 二堪 ヘヂ イ5自 然溶血 ヲ認 ヌナィ

ガ、Formalinヲ 加 ヘテ2週 日間以上 ヲ経 ル ト、

血球被膜 ノ抵抗性減弱 スル爲 力、 著明二溶血度

ガ高 クナル。 サ レバ、斯 カル血球 ヲ張 イテ使用

セン トスル場合 へ 溶血素便 ノ測定 ヲ改 メテヤ
　

リ直 ス 扱 要 ガ ア ル 、 何 レ ニ シ テ モ 、F・rmalin

ヲ加 ヘ ル コ トニ 由 ツ テ、 大 シ タ 利 盆 ガ認 メ ラ レ

ナ カ ツ タ
o

(ハ)血 清使用量 ノ件

余 ノ働 性血清 二依ル補結反懸 デハ、患鷺血溝 内

ノ抗艦 ヲ検 出 スル ト共 へ 其 ノ内 二含マ レル溶

血性補灘 ヲ利用 セン トスルモ ノグカ ラ、血清量

ヲ曾減 スレバ、之 二比例 シテ補髄量 モ屠減 スル。

從 ツテ、血溝使 用量 ヲ或 ル程 度以 上 二屠 加 シテ.

モ、其 ノ結果 ガ略 祠 等 二現 レ・しが如 クー考 サ

」樽 曳

粛

レルガ、事實 ハ中々、 シカ ク簡輩 二片附 ケラ レ

ヌ。血清量7鹸 リ少 量 ニ スル ト・勢 ヒ補禮量 モ

抗艦量 モ僅微 トテル カラ、從 ツテ、顯微的 ナ極

微妙 ナ手技 ヲ用 ヒナ ケレバ、其 ノ検 出 が不 可能

トナ リ、斯 クテハ、實 際上汎 用 スル上 二不便 デ

ァル許 リデナ ク、手技 上 ノ誤 リ、結果 到定 ノ錯

誤 ナ ドガ多嚢 スル傾 向 ヲ{曾シテ實用でヒニハ縁 遠 、

クナノ呼 サテ然 ラバ、血 清量 ヲ比 較的大量 二使

用 シタ場合 ガ ドウナル?。 此 ノ塚 合へ 前云 ザ

タ通 リ、大艦 二於 テ同一 ノ結果 二鶴 著 スル モ ノ

ト椎測 サ レルガ實際 二當 ツテ見ル ト、結果 ガ允

イニ相i建 スル。 例 ヘバ、 働性血清0.1Ccmト

0.3ccmト ヲ使用 シヲ補結反鷹 ヲ比較實瞼 スル

ト、・0・3ccmヲ 使 用 シタ方 ガ陽 性率 ト陽 騨 二
"於
テ0.1ccm二 較 べ テ蓬 二滅弱 スル。此 ノ由 ツ

テ來 ル所 以 ヲ如何 二解明 スベキ カ。

先 ヅ第1テ 考 ヘ ラレルハ、血清 ヲ増加 スル コ ト

ハ、勢 ヒ正常溶血素量 ノ増強 トナ リ,是 ガ引 イ

テ、補結反鷹 ノ結果 二影響 ヲ醗 λモ ノデアル ト

ノ椎測 タガ、正常溶血素 ノ壇 彊 二因 ツテハ、決 シ

テ斯 カル結果 トナ ラヌ。其 ノ確 タル謹擦へ 被r-
　

検血溝 カラ疋常溶血素 ヲ寒 冷分 離 デ全 ク除去 シ

タモ ノモ、封照 モざバ リ同一結県 デ アル コ トニ

依 ツテ明 白二立澄出來ル。

次 二、 第2ノ 理 由 トシテ、1血清量 ガiti9加洛 ル.
ぶ ロ

トで抗艦、抗原間 ノ結合力 ガ減 弱 スル タメデ ア

ラウ手 ノ推測 ダガ、是 モ亦當 ヲ得 ナイ.何 トナ

ラバ、抗原 二抗艦 ヲ吸牧 セシメテ遠 心沈澱 ヲ行

ヒ、其 ノ残渣感作抗原 ノミヲ取 ツテ、補結反鷹.

ヲ比較 スル'ト、0.3ecmノ 方 ガ遙 二 〇.1ccmヨ
ジ

リモ溶血L阻止程度 ガ彊 イ。 帥 チ、血清量0。3ccm

ノ方 ガO.1CCmヨ リモ遙 二抗磯量 ガ多 イカラ從

ツテ抗原 二吸牧 サ〃レタ抗縫 モ多 クナ リ
、從 ツ

テ溶血阻止程度 ガ遙 二張 イ ト云 ツ タ結 果 ヲ生 ン

グモノデ、縞 局、血 清量 ガ多 外 モ抗髄
、抗 療

間 ノ結合 ヲ決 シテ滅弱 セ シメ ナイ ト云 フつ トガ

明 白二立謹 出來 ル。 繊

第3二 、考・＼プレ推測 ハ、血溝量 ヲ檜 スコ トハ、

取 リモ直 サズ、抗髄量 ノ曾 加 ヲ意 味 スル。抗罷i
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量 ノ檜加 二連 レテ抗原量 ヲ増 加 ス レバ、0.3ccm

ト0.1ccmヲ 使 用 シタ結果 ガ共 二略 く同等 二現

レル ノデナ イカ ト云 ツタ想像 グガ、 是モ見 當 ガ

違 フ。 ナゼナ ラバ、.血清0・1ccmノ 時 二抗原 ヲ

ー}mg使 用
、・・3eemノ 場 合 二 ・春mgヲ 使用

シタ結果 モ、依然 トシテ0。3ecmノ 方 ガ0。1ecm

ノ場 合 二較 ベ テ陽 性反慮 李度 ガ滅弱 ヲ示 ス事實

二依 ツテ明 白二立謹 サ レル。 臨

斯 ク煎 ジ詰 メ客上句 二、考 ヘ ラレル最後 ノ理 由

ハ、血清量 ガ或 ル濃度以上 デアル ト、第1次 補

罷結合系 二於 ケル感作抗原 二封 シテ、補艦 ガ縛

向 セ ン トスル能 カ ヲ阻 止 スル作用 ガ糞曾強 スル爲

デアル ド解 繹 セザル ヲ得 ナ クナル.

血 清量 ガ或 ル程度以 上 ニナル ト却 ツテ陽性李度

ノ減弱 ヲ示 スコ トへ 強 イテ働性血清 ノ ミヲ使

用 シタ場合 二限 ラ レテ認 メラ シルモ ノデハナ ク

テ、一分非働性血清 ヲ以 テ代 ヘ テモ、依然 トシ

テ同一 ノ結果 デアル。 郎 チ、働性血清O.1ccm

宛 ヲ探 リ、一方 ハ ソ ノ儘、 他方 ヘハ更 二56℃,

30ノ ノ加熱非1働血清0.2ccmヲ 加 ヘ テ爾者 ノ補

結反鷹 ヲ較 ベル ト、前者働性虹清O.1c¢mノ 方

ガ」後煮働性血清0・1ccm+加 熱非働血清0・2

ccmヨ リ遙 二陽性率度ガ増彊スルe而 シ乍 ラ、鳥

此 ノモノヲ37℃ デ或ル時間納置シテ、上清 ヲ

還心 デ捨 テ去 ツタ。沈渣感作抗原 ノミヲ取 ツテ

補結反鷹iブ試 ミル ト、 血清量0.3ccmノ 方ガ

0.1ccmヨ リモ遙 二陽性度 ガ強 イ5云 ツタ反封

ノ結果 ガ現 レル。是等 ノ實験カラ観 テ、血清ガ

働性 タル ト非働性 タル トニ論ナク、或濃度以上

二混在 スル時ハ、補結反鷹 ノ陽性率度ガ却ツテ

減弱 スル。其 ノ理由ハ、抗膣、抗原間 ノ結合ガ

阻止サレル爲デハナクテ、第1次 系ご於ケル補

器 ノ韓向能カ ヲ阻 ミテ減弱サセル爲デアル。此

ノ理由デ・或ル程度 ノ働性血清二非働性與清 ヲ

混加 シテ、陽性牽度 男曾彊 セシメヨゥトスル企

テへ 却 ツテ反封二、陽性峯度 ヲ低下セシムル

ガ如キ結果 ヲ生ム。

以上述 プルガ如キ理由デ,余 ノ補結反鷹二於 テ

ハ、適切ナ血清使用量、、換言 スレバ、補髄結合

系二於ケル補燈 ソ轄向ヲ阻止 シナイ範園 ノ選定

ガ頗 ル肝要ナ問題 ノ1ヅ デアル。蓋 シ、余 ノ補

結術式二於 テ、血清使用量 ヲ0.15閃mト 定メ

タ所以ハ弦ニアル。

(二)補 結反鷹上錯誤 ノ結果 ヲ誘致 スル 主ナル

注意事項

(i>補 罷過剃

從來行ハ レタ補結反鷹一般法式二依ル ひ、補髄

使用量ハ、最小完全溶血量 ノ2倍 ト規格サレテ

アルガ、是ハ要 スル嘉、抗元 ト血清自家抑制 ト

ガ蓄積 シテ補髄 ヲ非働 トスル程度 ヲ約1軍 位二

相當 スルモ ノ57Wei1-Nakayama氏 等 ノ推定
ヴ

的1所 謂Summations-Theorieナ ドニ恐 ラク

其 ノ端 ヲ盛 シタモ ノ ト思 バ レル ガ、抗原 ノ使用

量べ 自家㈱ ヲ示サヌ最糧 ノか 縦 サレ
、

テ アル。又、患者 ノ加熱非働性血清 ハ必 ズ シモ

ー檬 昌自家抑制 ヲ現 スモ ノ トハ限 ラ レナイ
。非

'

働後 ノ賠藏 日時 ニ ョヅテモ甚 タ湘 違 スノレ。或ハ

偲 牲的差異 モ大 イニ アル。從 ヅテ、或 ル モ ノハ→
の

多少 ノ自家御制 ヲ示 ズガ、或 ルモ ノハ、溶血 系

昌封 シテ殆 ド無作 用 デ不關的態度 ヲ示 シ
、 又或

ル血 清 デハ、却 ヅテ溶 血催進性 ヲ認 メル コ トモ

アッテ、決 シテー律 一・膿 二規格 出來 ナ イ。 ニモ

拘 ラズ、 一一律 一髄 二2軍 位 ノ補騰 ヲ使用量 ト定

ム レバ、 往 々補騰 過剰 ノ爲 二、抗禮 ノ検 出ガ見

誤 ラレル場合 ガ起 ル筈 デアル。補磯量 ヲ次第 二

増 セバ、補結反鷹陽 性率度 ガ滅弱 シテ來 ル コ ト

ハ分 リ切 ツタ話 デ
、其 ノ極致 ハ、悉 ク凡テ陰性

化 シテ終 フ。此 ノ故 へ ・補結反慮 ノ眞髄、徹医

シタ補結反慮、換言 ス レバ僅 微 ノ抗 艦量 ノ存在

ヲモ見逃 サヌタメニハ、第1二 補燈 過剰 二隆 ラ

ヌ優秀 ナ方法 ヲ案 出 セネバ ナ ラヌ。.

〈ii)溶 血 素量 ト補髄 再遊 離

補結反癒 ノ結果 ハ、一一面 カラ考 ヘル ト、云 フマ

デモナイ。抗原 ト抗艦 ノ結 合カ ノ相乗積 ガ示 ス

モ ノデ、抗燈 ハ被検 血清 内 二含 マ レル モノデ
、

云 ハ ・"零知撒 デ、施行 者 ノカ デ ドウニモ左右 出

來 ル質 ノモノデナ ィ。從 ツテ、補結 反慮 ノ結果

ヲ優 レタモ ノ トスル爲 ニハ、鏡敏 ナ抗原 ヲ選 ブ
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コ トガ第1肝 要 ナ コ トダガ、 又補 結反鷹 ノ結果

ハ、綜合 的 二観察 スル ト、補 髄結合 系 ト溶血系

トニ於 ケしレ補盟 ヲ結合 セン トスル親和カ ノ均 衡

ガ其 ノ推移 二甚 ダ影響 スル。 此 ノ意 味 デ、Hu-

gh・M・ 葦(inghorn⑳ 氏 ハ、 其 ノ業績 中 二次 ノ

如'クニ述べ タ。
``Ifthestrengthofthehaemolysintoo

large,itis,possiblethatthepreviouslyぴ
boundcomplementisagaindetatched

andhaemolysisensues.,,

此 ノ意 味ハ、言 フニ及 バ ズ、強カ ナ第2次 系 ノ

溶 血素 二因 ル第1次 系 ノ=補禮 ノ再i遊離(再 剥離)

ヲ唱 ヘ タモ ノデ、掲逸 學徒 ノ者 モ、此 ノ現象 ヲ

補睡 ノOberspringenト 稻 シテ確認 シテ居 ル。

本問題 ノ詳 細 ナ實験 二就 テハ著者⑱ハ既 二報告

シタガ、今弦 二更 二實験 ノ結果 ヲ追記 スル。

余 ノ後述 スルユ氏反磨術式 及周知 ノ徽毒潤濁反

磨iナ ドデ、正常溶血素4軍 位 デ感作サ レタ血球

液 ヲ使用 シテ彊陽性5v中 等度3、 弱陽性3例

二就 テ。更 二正常溶血素10、20及30輩 位 デ感

作 サvタ モ ノヲ使 用 シテ補結反慮 ヲ施 ス ト、10

輩 位 デハ其 ノ結果 二於 テ、殆 ド大差 ナ ク唯弱陽

性1例 ノミガ疑 問反鷹 トナル。20輩 位 デハ、弱

陽性2例 ガ陰性 トナ リ、1例 ハ疑問 反鷹 ヲ呈 シ、

中等度陽性 ノモノ2例 ハ、弱陽性 トナ リ、其他
ノ

ハ不愛。更 二30輩 位感作血球 ヲ使用スル ト、弱

陽性者ン・悉 ク陰性 トナリ、中等度陽性中1例 ハ

陰性 トナリ、其他ハ疑問反鷹。強陽性反鷹者 ノ

ミハ悉ク不攣デアツタ。

然ルニ、一方結核補結反慮 二於 テ、初 メ4軍 位

デ感作 サレタ血球 デ實験 ㍉テ、強陽性7、 中等

度6、 弱陽性7例 二就 テ、前記 ト洞檬更二10、

e20、30輩 位ノ正常溶血素 デ感作サレタ血球 ヲ使

ツテ補結反鷹 ヲ行 ツタガ、唯弱陽性 ノ1例 ノミ

ガ痕跡不溶血 二到 ツタノミデ、其他 ニハ相違 ヲ

認 メナカツタ.

以上著者 ノ實験 カラ観 テ、所謂補藍再遊離現象
ヨ

へ 從來 ノW-Rノ 如 キ、眞 ノ抗膿、抗原間 ノ

結 合 二因ル モ ノデナイ揚合 二限 ラレテ、特 二登

來 シ易イモノデアル ト云ヘル。

ソレガ免疫性 ナル ト正鴬ナル トニ論 ナク、頗ル

強甚ナ溶血素 ヲ使用 スル ト、W-R陽 性血清 デ

弱陽性者ハ殆 ド悉 ク陰性 トナリ、中等度隣性ノ

モノハ、陰性乃至弱陽姓反慮 トナルガ、強陽性

反懸 ノミハ、依然 トシテ不鍵二強陽性二止マル

コトヲ認 メタ。以上 ノ事實カラ推 シテ、從來 ノ

牛心越幾斯 二依ルW-Rノ 強、中、弱陽性間ニ

ハ、補纏非働 ノ形式ガ相違 スルモノト見ルガ至

當 テ」 強陽性血清 二超ル補燈非働へ 補艦 ノ有

数成分 ノ全部或ハ夫 レ等 ノー部 ガ全 ク無作用歌

態二到ルガ、中等度乃至弱陽性程度 ノモノハ、

補髄有数成分 ノ各 々ガ全部乃至部分的 二完存サ

レテイル歌態 デ、前 ノ場合ハ補禮 ノ眞正非働 ヲ

意味シ、後 ノ揚合ハ、翠ナル補艦 ノ結合、吸著 二

因ル假性非働 ト看倣 ス可キデアル。此 ノ故二、次

第 二溶血素 ノ使用量 男曾彊 スル ト、第1次 系 ト

第2次 系二於 ケル補髄 ノ結合親和カ ノBalance

ガ破 レテ、溶血系 ノ方ガ遙 二優ル ト、一旦1次 系

二假性的二結合サレタ補髄ハ、再 ビ更二、溶血

系へ遊離移行 シテ溶甑現象 ヲ惹起スルニ到ル。

即チ所謂補髄再遊離(再剥離)現象 ヲ招來 スルモ

ノト解繹サレル。然ルニ、之二反 シテ、余 ノ行ツ

タ結核補結反慮 二於 ケル ガ如 ク、極 メテ能働カ

ニ優 レタ眞正抗原 ヲ使用 シタ場合ハ、免疫性ナ

ル ト正鴬溶皿素 ナル トニ論ナ久 其 ノ使用量 ヲ

増強スルモ、殆 ド補膿再遊離現象ハ認 メラレヌ。

此 ノ鮎カラ観テ、特異性能豊 カナ眞正抗原 ヲ以

テ行ヘル補結反鷹 デハ、其 ノ補禮非働ハ、補禮有

数成分 ノ全部或バー一部 ガ完全 二其 ノ機能 ヲ滑失

スルニ到ツタモノト云ヘル。但 シ、縦 へ藁正抗原
二依ル補結反慮 デモ、抗原能働力が劣弱デアル.

例ヘバ墓Tuberkulinノ 如キモノヲ以 テ行 ツダ

補結反慮デハ、甚ダ屡 ヤ補髄再遊離現象ヲ認 メ

ル。此 ノ故二、強カナ眞正特異抗原二依ル補結

反態ニハ、溶血素量 二因ル補禮再遊離現象ハ殆

ド起ラヌガ、暇性乃至非特異性抗原或ハ能力薄

,弱 ナ特異抗原二依ルモノデノこ・往々補髄再遊離
現象 ヲ認 メル ト云ツタ結論二到蓬 スル.故 二、
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非特異性抗原或ハ数力薄弱ナ特異抗原 ヲ使用 シ

ダ補結反鷹 デハ、溶血素使用量 ヲ適切 二繹バヌ

ト陽性率度 二大 イ、二影響 スル.次 二溶血素使用

量 ガ過少デアル場合ハ、縛 ジテ、反鷹 ノ結果 ガ

明快ヲ鋏 ク。從 ツテ、到定二苦 ンダリ、或ハ誤

ツタリスル。其 ノ鐸ハ、溶血素使用量 ガ過少 デ

ァルト、第1次 系 二於 ケル抗艦 抗原間二生 ズ

ル補艦轄向デハナクテ、全 ク輩純ナ補膿 ノ吸著

乃至員荷 ノ程度二過ギナイモノヲモ、第2次 系

へ再遊離 セシメ得 ナィヨウナコ トガ往々起 リ得

ルカ ラデアル。

(iii)抗髄原二就 テ

畢 、

第5章
/

(イ)血 球液(4%脆 繊維洗i條山羊血球俘游液)

血球ハ約3000同 轄遠心5ノ時行 ヒ、沈澱血球 ヲ

生理的食盤水 デ4%ト スル。

(ロ)抗 膿原
瓶

(i)結 核抗原

既述所定 ノ法 二從 ツテ製出 シタ1%乾 燥菌末乳

剤 二防腐 ノ目的デ、O。5%ノ 比二Carbolヲ 加ヘ

ル。使用時内容 ヲ良 ク振盈混和、各被検血清二
ぶ

封 シテ此 ノ抗原液1滴(O.05ccm二 當 ル)ヲ 使

用杭 既 轍 菌糧 トシテ造mg二 該

當 ス(此 ノ抗原液ハ長期室温噌所貯藏 二堪ユン。

(ii)徽 毒抗原

既述所定 ノ法二依ル牛心酒精越幾斯。使用時越

幾斯 ヲ適宜量二探 リ、 トロ火上二酒精 ヲ急遽 二

悉 ク蒸獲セシムルカ、 或ハ37◎C卵 孚竈内A・45ノ

時以上納置 シテ酒精分 ヲ蒸登、其 ノ残基質二原

越幾斯量 ノ5倍 ノ些理的食盤水ヲ加ヘテ2、3分

時放置、時々容器ヲ動旛 シテ内容 ヲ試験管 二移

鞠 此 ノ水溶性抗原ハ、冷嗜所 二貯藏 スレパ、
ノ

調製後48時 聞以内使用二 堪ユ。 水溶性抗原使

用量0.25ccm(原 酒精越幾斯ハ冷嗜所 二貯藏 ス

レバ長期間不攣 デ使用出來ル〉。

(ハ)感 作血球

既述 ノ如 ク、人血清内抗山羊血球正常溶血素 ノ

3乃 至5輩 位液 ト4%山 羊血球浮液 トヲ等量 二

濁 來得 く・クへ 抗原 ハ特異 性 ノモ ノ六 而 カモ

能働カ ノ優 秀 デ ァル モ ノヲ澤 ブコ トデ、'然 ラザ

レバ、前述 ノ如 〃、往 々錯 誤 ノ結果 ヲ招 ク基 ト

ナル。1又抗 原 二自家抑制 ノ在 ル コ トハ、屡 く誤

ツタ結果 ヲ生 ム因子 トナルカ ラ、抗原特異能 カ

ヲ損傷 シナ イ六 其 ノ自家鞭 劇皆無 デァル ヨゥ

ナモノヲ選澤考案 スルガ理想的デ最 モ必要ナ件

デアル。又、抗原特異能ハ長期保存二堪ヘテ不
な

攣 デ、其他 ノ支障 ヲ起 サヌ モ ノヲ選 プコ トモ肝

要 宏 抗原性能 ガ時 トシテ急墜 シタ リ、動揺 シ

テ不安定 ナモ ノハ避 ク可 キ ダ セ惟 フ。

余ノ補結反慮實施 卜術式

混 ジ、良 ク李等 二感作 ゼ シメテ、遠心沈澱後上

清 ヲ去 リ、薪 二食腱水 ヲ加 ヘテ更 二遠心 ヲ繰 り

返 シ、 上清 ヲ取捨 シテ沈 澱感作血球 ヲ生理的変

盛水 デ2%ニ スル。此 ノ0。2ccmヲ 使 用 ス。

(二)被 検血清

時 ヲ経 ル ト、含有補髄 ガ龍 非働 ヲ起 スカ ラ、

可 及的早 ク實験 ヲ終 ヘル コ トヴ肝要 デ、遅 クモ

48時 間以 内 二完 了スル必要 ガ アル。前 述 ノ理由

二依 リ、使用 スル働性血清量 ハ
bO。15ccmト 限

定 スル コ ト、爾 ホ當初 ヨ リ全 ク補艦 ヲ峡如 スル

血清及其他 ノ=被徐物 二就テ ハ、別 項記載 ヲ饗照

スル コ ト。

(ホ)術 式

(i)第1次 系

各被検血清 二封 シテ小試管3本 宛 ヲ用意 スル。

斧管 二働 性血清O・15ccm宛 入 レル.第1へ

結核補艘結 合用、第2ハ 徽毒用、第3ハ 封 照 ト

スル。第1試 管 二生理 的食整水1 .1ccm.第2

二 〇・9ccm ・第3二1.15ccmヲ 注 加 シタ後 二」

第1試 管 二結核抗原0.05ccm(1滴 ガ0,05ecm

相 當 スル陀 ペッ層 ヲ使用 スル方 ガ便創 第2二

徽魔抗 原0・25ccmヲ 注 加 シテ全試管 ヲ試管憂'

ノマ ・良 ク振盈 シテ内容 ヲ充分 『混和
、37℃ 重

湯煎 二301時(此 ノ間15時 後 二1度 内容 ヲ振

盈混和)
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(ii)第2次 系

豫 メ各被検血清 二封 シテ12本 ノ小試験管 ヲ用
ず

意 スル。初 メノ4本 ハ、結核補結反鷹 ノ圭要管

第2/4本 ハ、徽毒 ノソレデ、次 ノ4本 へ 野

照管 デアル。 以上 ノ各管二豫 メ生蓮的食盤水

1・3ecmヲ 入vテ 置 ク。1爽デ、第1次 系 ノ初管

ノ全容 ヲ探ツテ第2次 系初 メノ4本 ノ先頭 ノ試

管二移 シテ内容ヲ混和 シテ順次二溺1倍 進稀繹

ヲ行 フ。次デ第1次 系 ノ第2及3試 管 ノ全容 ヲ
/、

探ツテ、次々ノ4本 ノ試管二同様遍減倍進稀糧

ヲ施 シ、次ヴ前記 ノ感作血球 ヲ各管 二 〇.2ecm

宛加へ・内容 ヲ振盈混租 重湯煎37℃ 』15'時

後直二、或ハ之 ヲ24時 間室温二放置 シテ結果

ヲ観取到定 ス。

完全不溶蜥 暢 溶蝋 稽 溶臨 稽
溶血士、完全溶血 毒 ノ記號 ヲ以 テ 記載 ゐル。

從 來業績 ニ ョツテ、不溶血ジ ー、溶血 ヲ十デ記

載 サ レタモ ノト、是 ト正反 封 二記號 ヲ使用 シタ

モ ノトァッテ、極 メテ此 ノ貼不統一 ノ観 ガアル

ガ、著者 ハ補結反鷹 ノ結果 ノ到 定 二於 テ不溶血

ノモノヲ十ニ ョツテ表示 ろル ノガ規 定 デアル カ

ラ、之 二從 ツテ、 不溶血 ヲ+、 溶血 ヲー ノ記號

ヲ使用 シタ。

陽性度 ハ、主管 ト封照管 トノ溶血阻止 ノ記號十

ノ差 引 キ数 ニ ョツテ定 メル。 十 ノ数 ガ2個 以下

ハ±(疑 問反鷹i)、3乃 至4個 十(弱 陽性),5乃

至8個 マデ督(中 等度陽姓〉、9個 以 上ハ構(強 陽

姓)、+ノ 薮 ガ零 バー(陰 性〉

故 二引例 スレバ、今緩 リニ結果 ガ次 ノ如 ク現 レ

タトスレバ、

圭 管
一
1234

(A)冊 柵 冊 冊

贈
轟
野

一
2

==

1

==

差引キ十 ノ鍛ガ13個 デ、結果ハ強陽性(柵)

(B)≡ ≡ 柵 柵 ≡ ミ 養tt

差引キ十ノ数 ガ5個 デ、結果ハ中等度陽性(朴)

(C)≡ ≡ 俸 冊 …i≡1≡ 惟
Pt差 引キ十ノ籔ガ3個 デ結果

ノ・弱陽性(十)

(D)ii毒 ≡ii≡ 冊 ≡i≡=一 俳

差引キ十ノ数ガ1個 デ、結果ノ・疑問反磨(±)

(E)≡ …il≡ 俳 ≡ ≡i≡4棲

蓬引キ十 ノ籔ガ零、結果ハ、陰性(一)

以 上述 べ タ術式 ヲ表示 ス レバ、

第1次 系(補 艦結合系)

試管翻 盤 騰 養謙 撫 原
1(結 核 圭 管)0・15ccm1.1ccmO.05ccm(結 核)

2(徽1毒i圭 管),,0.9tfO.25,,(徽i毒i)

3衡 照 管)。 鱒1・15"一

以 上 内 容 混 和.37℃ 重 湯 煎30!(申 途1度 内 容

振 壷 混 和)
つ

第2次 系鰺血系)

試管番號

難{i

翻i

lli

ノ
試
遽

管
1
進

試
第
倍

第
儘

、

系
其
和

¢

次

ヲ
混
澤

鰍
撫
勺

C

　

む

リ

リ

け

理

β

生

が
ー

管
管
減

試
5
遽

2
第
進
聯灘諺響

第
全

二
稀

ー

ユ

鱒

,,

,,

警,

鴨

罐欝、

感 作 血 球

0.2ccm

,,

,,

,,

,,

,,

,,

夢,

仰

,,

,,

以上内容ヲ振盈混和、37℃ 重湯煎15!後 或ハ

24時 間放置後成績観取到定。

以上ノ外、殆 ド蛇足二近 イガ、食鰹水 ガ等張液

デアルコト、山羊血球 ノ自然溶血有無二封スル

封鳳 陽醜 ニニ離 撫 等 ヲ併置ス帆 痛

形式 ガ備 ハル。

(附記)域 績鋼定 ハ 習熟 ス レバ、 第2次 系終 了

後、直 二観取 シテ容易 二且 ツ誤 リガナ ィガ、慣

レヌ者ハ、24褥 間室温放置徳 念 ノ爲繰 リ返 ジ

テ到定 スルガ ヨイ。次 二術式上 ノ問題 ダガ
、第

1次 系 デ豫 メ血清 ヲ稀繹 シタモ ノへ抗原 ヲ各管

二 〇・05ccm加 ・〉
、 次 テ 第2次 系 デ 感作血球

0・2ecm宛 追加 スル 方法 ヲ探 ツテモ
、 結果 ガ

略 ㌃桐 様 ノ理窟 ダガ、實 際 二當 ツテ見 ル ト、前

述 ノ法 ガ ヨリ明確 二現 レル ノミナ ラズ、第1抗
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原 ノ節約 トモナルカラ、、特二前記 ノ如キ方法 ヲ

選 ンダ所以 デアル。酒

次 二、爾 ホ1ツ 術式上 ノ問題ダガ、人働性血清

内二山羊血球二封スル正常溶血素ガ必ズ悉 ク含

有サレ、且 ツ其 ノ量ガ必ズ各人二就テ溶血性補

禮含有量 ヨリモ高 イ便 ヲ示 スモノナラバ、豫 メ

感作血球 ゐ用意 七ナイデ、主管 ト封照管二血球

液 ヲ注加 ス;レノミ気 ヨリ簡輩二略 く同檬 ノ結

果 ガ得 ラレル筈 ダガ、實際 二於 テ、入血清内ノ

正常溶血素便ハ甚ダ動揺 スルノミナラズ㍗往々
の

溶血素便 ガ補禮便 ヨリモ僅少 デアルコトモア

リ、1又個 々三實験 スル ト、屡 ζ溶血素 ノ殆 ド訣

如 セを場合 モ起 リ得ノ%余 ノ實験 シタ18才例 デ

ハ、正常溶血素 ガ溶血性補膿便 ヨリモ低位 ニア

ルモノガ、約25%デ ア既タ。斯カノの状態 ノ血清

デハ、斯 ウシタ術式 デハ、溶1血素過少 ノ爲二、

補艦非働程度 ヲ充分明確二判定出來ナィ結果 ト

ナツテ補結反懸不能 デアル。正常溶血素 ヲ當初

ヵラ訣如 セル血清 デハ、睾二血昧 ヲ注加スル簡

便法 デハ補結反鷹ガ出來得ナィコトハ云 フマデ

モナイ。

以上 ノ如 キ理由デ、余 ノ探 ツタ術式ハ、各方面

カラ見 テ、各血清 二封 シテ恒 二良好ナ成績 ヲ示

シ、且 ヅ鋸誤ヲ惹 キ起サヌ最 モ適切ナモクト考

ヘ ノレo

徽毒 ノ補結反癒 ヲ結核 ト併行 スルハ、大 シタ手

数 ノカ・ルコトデナク、徽毒 ノ有無ハ、結核治

療上ニモ考慮ヲ要 スルコトデアルカラ,是 非同

時 二施行 ス可キダ ト思 フ。徽毒ハ働性血清 ヲ使

用 シタ本術式二依ル ト、多 クノ非徽毒性疾患或

ハ健常者 二於 テモ屡 篭多少二拘 ラズ、補艦結合

柱正常抗膿 ヲ謹明スル。此 ノ正常抗盟ハ往 々、

補髄 ノ約1軍 位孚程度マデ存在スル。嘗テMi・・

chaelis氏 ガ、 徽毒 ノ補膿結合物質へ 少量乍

ラ、非徽毒患者血清中亭モ存在スル ト唱ヘテ、

其 ノ臨 沐上 ノ慮用便値 ヲ失ハントシタガ、本法

ノ如 キ僅微 ノ補艦非働 モ封照管 ト較べテ明確二

現 レル術式 デハ、Miehaelisノ 所説 ハ今更 二實

二尤 モ ト首青出來ル。然 シ乍 ラ、1躍ノ爲 二臨躰

的鷹用便値ハ何等失墜スル破目ニハ到 ラナイ♂

何 トナレバ、非徽毒性疾患或ハ健常者 二起ル補

艦非働 ト徽毒患者 二於 ケルモノトハ、大多藪 二

於 テ、甚 グシク相違 シテイルカラデアル。徽毒

血溝デ、從來 ノユ氏反鷹及漏濁反慮ナ ドデ陽性
ま

ヲ呈スル血清デハ、本衛式 二依ル ト、補髄非働

度ハ悉 ク2輩 位以上ヲ示 スe從 ツテ、本術式 二

依ヅテ、徽妻 ノ有無 ヲ鋼定 スルニハ～補髄非働

度ガ2輩 位以上、郎チ溶血阻止 ノ十ノ歎 ガ8個

以上 トシ1輩 位牛 ヨリ2輩 位ニアsuモ ノヲ疑問

反慮(±)ト 定ムルロ トガ適切ナ到定法 ダ ト惟

フ。尚ホ徽毒 デモ結核 デモ、.一層精密ナ陽性度

或ノ、血清 ノ抗膿輩位ヲ必要 トスル場合ハ、抗原

ヲ適切二稀澤 シタモノへ働性血清 ヲ各0。15㏄m
ゆ

宛加ヘ テ補結反鷹 ヲ施 セバ、随意 二精細 ナ陽性`

度 ヲ表示 スル コトガ可能 デ アル.例 ヘバ、徽毒

ノ揚 合二、所定 ノ如 ク調製 ザvタ 水溶 抗原Or25

ccmヲ 使 用 シタ場合 ニノ ミ溶血阻 止 ヲ呈 シテ、

之 ヲ更 二5倍 及25倍 工 稀繹 シタモ ノヲ各0.25

ccm使 用 シタ場合 ハ完全溶血 トスVバ 、結果 ハ

弱 陽性、更 二5倍 稀繹液O・25ccm'モ 溶 血 阻止

ヲ起 スガ、25倍 デハ完 全溶 血 ナ ラバ、結 果 ハ中

等度 陽性、爾 又、更 二25倍 稀繹抗原O.25cem

ヲ使 用 シタモ'ノモ、共 二悉 ク溶血阻止 ヲ呈 ス レ

バ、結果 ハ強陽 性 ト示 スガ如 ク行 ヘバ ヨイ
。

本術式 ノ長所 ハ、liEil'照管 ト相封比 シテ、=補艦 非

働度 ヲ逓減的稀繹 ニ ョツテ、精査 スル コ トトナ

ルカ ラ・從 ツテ・僅微量 ノ補髄非働、換言 ス レ

バ、僅微量 ノ抗瞬存在 ヲモ見逃 スコ トナ ク検 出

サレルカ ラ、從來 ノ術式 二因 ル、補艦過剰 二墓

ク抗燈検 出不能1・云 ツタ不始末 ハ第1解 清 サv

ル謬 デアル。
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●

第6章 補結反癒ノ結果

1第f笛

ら

過去約2ケ 年4≧絵 二亙 ツテ、實験 ヲ経 タ臨}1藪

1523例 テ」 内1293例 へ 採血後24時 聞以 内、

209例 ・・、48時 間以 内、21例 ノ・48時 間以上 ヲ

経過 シタモ ノゴ就 テ行 ツ タ。探血後2書 夜以 ヒ

ヲ縄過 スル ト、次 第 ユ含有補騰 ヴ静 置非働 ノ度

ヲ増 スカラ、陽性度 ヲ…判定 スル コトガ困難 トナ

ル。從 ツテ、實施 ハ成 ル可 ク24時 以内 二行 フヲ

可 トスル」補艦 ガ静置非働 ヲ起 ス程 度 ハ、血清

二依 ツテ甚 ダ相違 シテー一様 デハナイ。或 ル血清
臓デ
ハ、3日 ヲ経過 シテモ大 シク補艦便 ノ減弱 ヲ

な

認 メナイ弼、或ル血清 デへ 殆 ド完全二艀置非

結核 ノ場合
　 ヒ

働ヲ超 シテ補禮機能 ガ皆簸 トナル。

(わ 陽性比李其他 尋

實験二供 シタ1523例 ノ殆 ド悉 ク臨林 上ハ云 ブ
ぼ

マデモナ ク、2∠線窮 眞及赤 沈反懸等 ヲ試 ミタ。

此 ノ内、上線窟眞及臨躰的精査 ノ結果、少 クト

モ活働陛結核 ノ存在 ヲ否定 シ得ルモノ126例 、

其他 ノ1397例 ハ、臨林上及上線検査ナ ドデ、現

示性力乃至脅伏活働性結核 ト診断 サル可 キモ ノ

デアツタ。 其 ノ結果 ヲ要記 スル ト次 ノ通 リデ

アノし
o

ゴ も

◎

翫 墾

δ

華

被 槍 血 清 ・別
ノ

'

陽性牽
シ

陽 性 度
疑問反慮

錘

1被 槍

i血轍 醐 性陣等度防 ・
雫一 一{漏

臨 脈 上 及 上 線 上 非 結 核 性 126例 48% 脇≒13%160% 14%r
レ

現 示 性 乃 灘 漕 伏 活 働 性 結 核 1397,, 95,, 30,,40,,20,,} 10,,

著 明 ナ 現 示 性 肺 結 核 95,, 97,, 50,,
一}
62,,

25,, 16,, 9,,

慢 性 的 肺 結 核 706,, 98,, 18,,
医

12,,
一
8,,

_禰 ㌣"

特 二 慢 性 的 培 殖 性 肺 結 核 231,, 100,, 91; 15,, 2纏 2,,
一

急性乃至悪急性肺結核(圭 トシテ滲出性) 253,, 92,, 29";28,,
と

25,, i8,,

特 二 末 期 重 症 肺 結 核 9,, 、55,, 一 一122
,, 60博 18,,

τ肋、 腹 膜 結 核 42,, 93,, 20[33.
:

・35,,

著 明 ナ 肺 門 淋 巴 腺 結 核 63,, 99,, 35鱒i26,,

32"1
27,, 12,,

早 期 肺,結 核 198,, 98,, 25,,i 35,, 8,,

晩 期 肺 結 核(特 二 重 症 者 ヲ除 〃ウ 329,, 97;, 65・]20" 8,, 7,,
一一_一 　

臨 駄 的 非 結 核 性 疾 患 34,, 47∫, 8"r12,, 65,, 15,,

、臨 殊 的 治 癒 結 核 23,, 56.. 15"132. 40,, 13,,

備考 臨殊上或ハ」∠線楡査ナドデ著明ナ結核或ハ其ノ疑ヒ濃厚ナ者二封スル疑問反慮ハ陽性 ト

認メ麟 的非活働性結楓 非結核性疾患及治癒結核等樹 スノ凝 問鷹 ・・陰蜘 シテ上多

騨 率ヲ探ツタ・

(i)滲 出液乃至漏出液等 ノ補結反鷹1

滲出液乃至漏出液内ニハ殆 ド悉 ク、血清二於 ケ

ルガ如 ク溶血性補艦 ヲ含 ムカラ、前述 ノ如 ク補

結反慮 ヲ行ヘバ訓 。但 シ滲出液等へ 概 シテ

血清 ヨリモ禰 豊含有量 モ稽 ⑲ 久 且 ツ補結反

懸 ノ陽性程度モ減弱ヲ示 ス,結 核性肋膜炎 ノ滲

出液 ト血清 トニ就 テ同時二補結反鷹 ヲ試 ミタ。

15例 ノ結果ハ次 ノ通 リデアル。1

σ

夢

㍉

露ロチ全脅豊陽性李 トシテノ、相違 セヌガ」 陽性度,

ノ比李 ハ、滲出液 ノ方 ガ滅弱 シテ來 ル.

Lき

陽性奉
陽 性 度

醐幽劉 剃 灘
'

滲出液 80% 25%125% 25% 25%

血 清
豪

80%

ト
50%国 を5% 25%

ト

葭

レ
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(ii)畷 脊髄液 ノ補結反鷹.

著者 ノ實験 シタ4例 ノ結核牲拶膜炎 ノ購脊髄液

デハ溶血素ハ僅微乍 ラ存在 スルガ、溶血性補瞭

ハ殆 ンド認メナィ。從 ツテ、豫 メ既 二實験 ノ結

果、結核性抗髄陰性乃至弱陽性程度 デ溶血性補

禮含有量 ノ豊富ナ働性血清ヲ選 ンデ、之 ヲ被検

磯脊髄液 ノ2倍 量二加 へ、前述 ノ法 二依 ヅテ,

騰脊髄液+2倍 量既知働性血清十抗原、生理的

食箆水+2倍 量既知働性血清+抗 原及此 ノ2ヅ

ニ封 シテ、抗原 ヲ訣ケル封照 ヲ併置 シテ、補結

反鷹 ル程度 ヲ比較スレバ、被検謄脊髄液内二掃

禮結合性隻囁膿 ガ ドノ程度二存在 スルカバ、繍

髄非働度 ノ差引 キ勘定デ充分到定 ガ付 ク。

例ヘバ、
φ

メ趣

(1)膿 脊髄液十2倍 量既知働性凪清(0.15ccm)十 抗原(O。05ccm)

結 果+借 柵 冊"

溶 血阻 止 ノ十 ノ個数 ノ差 ガ6個

(2)生 理的食盤水+2倍 量既知働性血清(0.15ccm)+抗 原(0.05ccm)

i≡ 藤 継 冊

溶血阻 止 ノ十 ノ個藪 ノ差 ガ4個5ナ ル。,
の

然 ラペ 〈1)ノ溶血阻止 ノ十ノ差6個 カラ(2)

eノ ンvヲ 控除 シタ十 ノ藪郎チ2個 ハ謄脊髄液 二

於 ケル補結反鷹ノ結果 テ、前述 シタ鋼定法 二依

ル ト疑問反鷹(士)ト ナル。

上記 ノ術式二從 ツテ、結核性磯膜炎 ノ磯脊髄液

ノ4例 ヲ實験 シタガ、1例 ハ弱陽性、1例 ハ疑

問反鷹i、其他 ノ2例 ハ陰性 デアツタ。然ルニ、

是等4例 ノ血清 ノ補結反鷹ハs3例 弱陽性、1

例ハ疑問反鷹 ノ結果 ヲ得 タ。帥チ、磯脊髄液ハ

血清二比較 シテ補髄結合性讐囁髄量ハ僅少 デア
ノ ヘ
ツタ。

(ロ)結 核補結反鷹 トTuberkulin皮 内反慮 ト

ノ關係l

Tuberkulin皮 内反慮ハ、 組織細胞 ガ現ハスー

種 ノ過敏(攣調)反慮 デ、結核菌感染罹患 二由ツ

テー旦亨受 サレタ此 ノ組織細胞 ノ感鷹性ハ、比

較的恒久性 ノモノトシテ個髄二存績サレル。此

!モ ノハ、組織細胞免疫學上二立脚 シタ反鷹 ノ

表示デアル。

補結反癒ハ、 髄液冤疫學上 カラ嚢生 スルモノ

デ,免 疫學上 ノEhrlich氏 ノ側鎮読ナ ドカラ立

論 シテモ、組織細胞二作用 シテ之 ヲ不断二刺戟

鼓舞 スル抗盟原 が無 クナレバ.之 二從ツテ、徐

々二髄液内二産出サ レタ遊離受納禮、帥 チ補艦

結合性抗髄モβ然清滅 スル繹デアル。組織細胞

ノ過敏現象ハ、比較的固定永績性ナルニ反 シテ、

封 照(抗 原ナシ)

≡≡ 什 柵

≡i≡ 十 柵

=襯豊結合性抗罷 ノ類へ 抗燈原 ノ清長二呼恋 シ

;》鷲 禽!繍撫焦 碧難:讐
久性 二乏 シイ性質 ガアル。 』 ∂

以 上免疫學上 カ ラ観 テ、此 ノ2ツ ノ反慮 ハ全 ク

同一 ノ本態 二由來 シナ イカラ、從 ツテ、同一 ノ

結果 ヲ示 サヌ コ トハ容 易 キ椎測 出來 ル。 サ リ ト

テ、全 ク無 關係 トハ云 ヘ ナィ。何 トナ ラバ、是

等2ツ ノ反磨 ハ、 同 ジク抗原 ノ刺戟 二因 ツテ賦
㌔

與サ レタモ ノダカ ラデアル。以下實験 上 ヨリ得

タ結果 ト照合 シテ,聯 力敷街 シ〆2ッ ノ反慮 ノ

關係二就 テ卑見 ヲ述 ベル。

(i>補 結 反慮 トTuberkulin皮 内1蠣 トノ

.結 果不一致 ソ場合

從來行 ツタ多撒 ノ實験 二依 ル ト"'

(4)Tuberkulin皮 内 反鷹 ガ強陽 性 ヲ示 シテ!

補 結反鷹 ガ陰 性或 ハ弱陽性 ノ揚合。或 ハ反封 二

(ロ)補 結反慮 ハ相當強陽性 デ、Tuberkulin皮

内反鷹 ガ陰 性デ アル場合、 ノ如 キ實験 二遭遇 ス

.ル コ トダ屡 くアル。

〈イ)ノ 場合ハ、簡輩 二Ehrlichノ 側 鎖読 ノ如 キ

モ ノカ ラ解繹 シテモ、 細胞 ノ感 鷹性 ハ 充分 ダ

・ガ、髄液内遊離 ノ受納 髄 二乏 シイ獣態 ニハ起 リ

得 ル筈 デ、朋 二不思議 ガナイ。(ロ)ノ 揚合り・.

簡 軍 二側鎖説 ナ ドデ設 明 シ切 レナ イ。 ナゼナ ラ

バ組織細胞 ノ感受 性 ガ敏活 デ アツテ然 ル後 二初

メテ艦液内抗髄 産生 トナル理窟 乳 細胞 ノ感受
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性 ガ主 デ禮液 内抗膿産生 ハ從 デアル。 圭 ナキ塵

二從 ガア リ得 テイ ト云 ヅタ論法 ガ下 サ レル カラ、

デ アル.斯 ク ノ如 ク、一寸考 ヘテ理論的 二不都

合 ト惟 バ レル結果 ガ、事實上相當 二境 レル ノグ

ガ、其 ノ繹 バー 膿 ドウ シタコ ト?

例λ."s麟 上或ハU線6強 翫 極 メテ著

明ナ小見 ノ。肺門淋巴腺績核ナ ドノ場合A)Tu-
berkulin皮 内反鷹 ガ陰性 デ補 結反 慮ハ陽性 デ

アル場 合ナ ドガ往 々逡遇 スル。此 ノー見不合理

的 ナ結 果 ヲ如何 二繹 明 スル カ,本 問題 ヲ解決 ス

ル爲 二・㌧ 第1皮 薦 ノ過敏現象 ×5補結性 抗艦 ノ

産生 トハ必 ズ不可分 的 デアル カ ノ如 キ想定 ヲ取

リ捨 テ ・掛 ラネバナ ラヌ。 帥 チ、皮厨 ノ過敏現

象 ヲ随件 シナ イ液膣 免疫 ノ登生 ヲ肯定 セネバナ

ラナ クナル。 プ.●

掬 聖、皮膚組織 二現 レルAllergie反 鷹 ノ本態

二就 デハレ從來諸學者 二依 ツテ、種 々様 々ナ方

面 カラ實験考究 サ レタ問題 ダガ、未 ダ爾 ホ徹底

的 ニハ閾明 サ レナ イ。

或 ル者 ハ、免疫 トAllergieト ヲ不 可分 ノモノ
』

ト看 倣 スガ.一 一方或 ル 學者 ハ 反封 二、 免疫 ト

Allergie聞 ニ ハ不可分的 ナ因子關 係ガナ イ。從

ツテ、Allergiaノ ナ ィ免疫成立 ガ充分可能 デア

ル ト強調 スルモ ノモ アル(例 へ・ご有馬頼吉㈹氏

等)。

叉一方AUergieノ 襲 現 スル コ トニ就 テモ、夫

レガ輩 ナル細胞封抗 原閣 ノ作 用 ノミニ基 因 スル

モノ。デハナ ク教 皮 膚 ノ榮養献態或 ハ之 二分布

スル紳経系統 ノ状 態如何 二由 ツテ、 左右 サ し・ル

コ トガ 多 イ ト力読 スルモ ノモアル。 事 實 二於

テ、吾 々う、AlIergieガ 必 ズ シモ結核感染、罹

患 乃至其 ノ免疫 ヲ意 味 シナイ實詮 ヲ屡 ㌃経験 ス

ル。例ヘバ,確 實 ナ小見 ノ肺門淋 巴腺結核乃 至

周園炎、或 ハ蔵人肺結核患者 ナ ドニ初 テ、posi・-

tive或 ハnegativeAnergieト 云 ツタ1伏態 デ

ハ決 シテナ クテ
、Tuberkulin反 鷹 ガ繰 リ返 シ

テ陰性 ヲ示 琴ガ如 キ場合 ガ屡 ㌃認 メラ レル。此

ノ1事 實 デモ、 「ツ」皮 内反慮 ハ必 ズ シモ結核感

染、罹患 ヲ表示 スル モ ノデナ ィ確 トシタ謹糠 デ

アル。或 ハ又、斯 カル患者 ガ、 「ッ」反慮陰 性 ナ

ルニモ拘 ラズ、頗 ル良好 ナ纒過 ヲ示 スモ ノガ多

イ。、、此 ノ事實 モ、取 リモ直 サ ズ、Allergie必 ズ

シモ冤疫 ヲ意味 セヌ確詮 ノ1ヅ デ アル。兎 モ角

余ハ補結反懸 ノ實験 ノ結果、Allergieヲ 俘 ・・ヌ

艦液免疫 ノ存在 スル コ トヲ確認 シタ。 サ レ〆、

皮膚過 敏反懸 ト艦液 冤疫嚢生 トハ必 ズ シモ雁行

スル モノデナ 花ト噺 言出來 ル、次 二、

(ii)「 ッJ皮 内反懸 ト補結反懸 ノ結果 ガー致

スル場合

(イ)何 レモ陽姓 ヲ示 ス場合

最噸 潅 脇 ノ斬 気 細胞感離 輔 緒蹴

罷産生度 ガ合致 シタ時 デアル。 、

(ロ)何 レモ陰性 ヲ示 ス場合.

斯 カル場合ハ、理論上 カ ラへabsoluteカposi-

tive乃 至negativeAnergieノ 際 二纒験 サル

可 キ筈 ダガ、著者ハ、實際 二経験 シタ例 ハ紗 イ。・

absoluteAnergieト 惟 ハ のレ者 ノ極 ク少歎 例
を

二認 メタ♪ミデ、結核患者 ノnegativeAnergie

ト惟 ・Wル モ ノニモ舖 結 性抗隆 ハ、「ツ塀 鷹陰

性 化 シテ後 モ、 大多激 二於 テ相當 永 ク多少 二拘

ラズ謹 明サvル 。結核患者 テP◎sitiveAnergie

ト惟 バ レル モノニ 爾反鷹共 二陰性 ヲ示 シタ例

ハ
、未.グ経験 シナ イ。

(iii)「ッJ反 鷹 ト補結反鷹 トノ相 關的立 場 カ

ラ考察 シタ結核 ノ豫後 拉戸B・C・G.接 種 二

封 スル管見

以上記述 シタ實験結 果 二基 イテ、脚 力余 ノ卑見

ヲ述・くル。 「ツ」反鷹 ガ陰性 デ補結反慮 ガ陽性 ノ

揚合 ハ・早期結 核 ニモ晩期重症結核 ニモ屡 ≧認

メル。特 二早期肺門淋巴腺結1核 ナ ドデ、斯 カル

反鷹1状態 ヲ示 スモ ノハ、 殆 ド其 ノ最大多藪 二於

テ、適切 二虜置 スル コ トニ依 ツテ、極 メテ迅速

二良経過 ヲ トツタ治癒 スル
。其 ノ理由 ハ、確言

ノ隈 リデナ ィガ、 強 イテ推測 スレバ、抗 髄原 ニ

ハ免疫賦與 二有利 ナ成分 〈lmmunogen(免 疫 元 〉

ト假 唱 スル)ト 反封 二不利 二 作用 スル成分(Aレ

lergen〈 過 敏元)トf段 唱 スル)ト ガ 共存 スル モ ノ

ト假定 スル。此 ノ際 二、lmmunogehトAllergea
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トガ 各 々其 ノ作 用 ヲ同時 二 個髄 二 封 シテ現 ス

ガ・若 シ・Immuno96nノ 作 用カ ガ、AIIergen

ノ ソ レヨリモゴ リ以上 ナ時 ハ、結局利害得失 ヲ

相殺 シテ・有利 ナ締果7生 ジテ患部 ノSE展 ヲ防

止 シテ治癒 ノ道程 二導 カ ン トスル ガ、其 ノ反封

二、Allergenノ 作 用カ ガImmunogehノ ソ レ

ヲ凌駕 スル時 へ 利害 ヲ相 殺 シテ有 害 ナ結果 ト

ナ リ、從 ツテ、病患部 ノ進 展、破壌作用 ガ起 ツ

テ増 悪 ヲ招來 スル コ トトナル。又個艦 ノ歌態 二

依 ツテ、組織細胞 ガ主 トシテ抗禮 原 ノImmu-

nogen球 分 ヘ ミ相 反鷹 シテ、AI!ergen成 分

二向 ツテへ 殆 ド無反癒獣 態 ナルガ如 †揚合 ア

リ トスレパ、抗髄原ハ、病患部 二封 シテ殆 ド有

害 二作 用 スル機 轄 ガ無 ク、 唯有利 二作用 スル ノ

ミデアル カラ1発 疫嚢 生上甚 ダ有望 ナモ ノト看

倣 シテ ヨイ。斯 カル場 合ハ、宛 モ「ツ」反鷹陰性

デ補結反磨 陽性 デアル ガ如 キ揚合 ニー致 スル モ

ノデ、從 ツテ、大多数 二多 テ、其 ノ豫後 ガ極 メ

テ良妊 デアル ノダ ト観 ル可 キデナィカ。

欠、反封 二「ツ」反慮 ガ陽匪 デ、補結反鷹陰 性 ノ

場合 ノ如 キへ 圭 トシテAllergenノ 作用 ノミ

ガ現 レテ、Immunogenノ ソvハ 殆 ド鋏 如 ス

ル。從 ツテ、斯 カル際 ニハ、往 々病機 ノ進 展
、

檜悪乃至全身轄移等 ガ 壷生 スル モノ ト認 メラ

ル。 余 ハ事實 二於 テ、初感染後直 二重篤 ナ績襲

感染 ヲ惹 キ起 シタ患 ・者二、斯 カル反鷹歌態 ヲ示'

シタ例 ヲ屡 乏経 験 シタ。 帥 チ、斯 カル免疫反慮

状態 ニアル患者 へ 菌 ノ髄液 内轄 移現象 ヲ惹 キ

起 ス懊 レヲ多分 二備 ヘタモ ノ ト考 ヘ ラレル。又

斯 カル歌態 ノ者 爵無謀 ナ刺戟療法乃至過敏元 ヲ

圭 トスル「ワ クチ ンJ接 種 ノ如 キハ、有害 ニ コソ

作用 スレ、決 シテ有利 デナ イ ト思惟 スル。

次 二雨反慮共 二陽性 ヲ示 ス場合 へ 主 トシテ、

比較的慢性経 過 ニアル結核患者 デ、此 ノ場合、

Allergenノ 作 用カ トlmmunogenノ ソ レ トノ

均衡 ガ、結核 ノ病歌、経過 二影響 シテ之ヲ左右

スル。AIlergen作 用 カ ガ纂Immunogenノ ソ

レヨ リモ張大 デアル ト、病機 ノ増悪 トナ ツテ豫

後 ノ不 良性 ヲ示 シ、反封 二、Immunogen的 作

用ガ優越 スレバ、病機改善、豫後 ノ可兆ヲ現 ス。

結局、余 ノ推察デハ、細胞組織 ガ抗禮原 二作用

シテ、一方過敏元的二働 クカ ヲ生 ム ト共 二、又

一面 ニハ冤疫元的二作用 スル能 ヲモ蛋生スル
。

過敏元的作用 ノ結果ハ冤疫上 ニハ有利 ナ貼ハ殆

ド無 ク、却 ツテ有害》、免疫元的作用力許 リガ

免疫上 二必要 デ、此 ノカ ノ爲 二髄液内二各種 ノ

'免 疫性物質 ヲ招來 スルニ到ルモノデアル ト解澤

スル。サレバ、眞 ノ免疫獲得上二必要ナ各種 ノ

'免疫性物質 ヲ禮液内二産生 スルニ到 ツタ根源

ハ、勿論組織細胞 ノカ ニ其 ノ端 ヲ獲 シティルガ、

此 ノモノニハ、同時二冤疫上 二有害ナ過敏元的

作用 ガアル。此 ノモノカラ過敏元的作用 ガ喪失

サレテ、主 トシテ免疫元的二作用 スル機能 ノミ
あ つ

ガ喚獲 サの明犬態 二置カレタ場合、或ハ人爲的

二、主 トシテ免疫元的 ニノミ作用 スル抗原 ヲ撰

ンデ接種 サル レパ、鉱 二初 メテ免疫 ノ極 致歌態

ガ到達 スルモノダ ト惟 フ。例ヘバ、雨反慮陽性

ヲ示 ス場合二、「ツ」反鷹 ガ彊陽性 デ補結反懸 ガ

弱陽性 ノ如キモノニ、Allergenヲ 主 トスルrワ

クチン」療法ナ ドヲ企 テル ト、過敏元的作用 ガー

層増彊サレテ、病歌 ヲ更二悪化 セシムル結果 ト

ナルガ、反封 二、補結反鷹 ガ強陽姓デ「ツ」反慮

ガ弱陽性 ノ如キ者 昌、適切 ナ抗原 ヲ選 ンデ虎置

スル ト、組織細胞 ノ免疫的作用カヲ盆々増張 シ

テ、免疫上甚 グ有利二展開 シテ病歌ハ 好縛 ス

ノレ。'

次 二爾反慮共 二陰性 ヲ示 ス場合、夫 レガabso-

1uteAnergieト ス レバ、取 リモ盧 サズ、結 核未

感染者 ダカ ラ、豫後 ヲ云 々ス可 キ仕儀 デハナ ク、

浄 ノモ ノ 械 ・山 ノモ ハ モ分 ラヌ.次 デ起 ル

問題 ハ、初感 染 二際 シテ、一・方組織細胞 ガ、 ヨ

リ過 敏元的 二働 ク丸 或 ハ反封 ヘ ヨ リ免疫康

的 二作用 スル カ、 文一面抗 原 ノ方 カ ラ観 レバ、

主 トシテ、過 敏元 的 デアルカ、或 ハ反封 二,圭

トシテ、 免療原的 デアル カ ノ此 ノ4ツ ノ條件 ノ

組 ミ合 セノ如何 二依 ツテ、 良々相違 シタ結 果 ガ

生 レル。 或 ル 揚命 へ 無事 二初感染 ヲ経 過 ス

ル、 又或 ル場合 へ 様 々ナ程度 ノ績 登感 染 ノ憂
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睾

目 ヲ見 ル コ トト。ナル。

negativeAnergieト 認 メ ラレルモ ノデ、 雨反

癒 ガ陰性 トナヅタモ ノハ、臨 二組織細胞 二過敏

元的 ニモ免疫元的 ニモ、悉 ク機能 ガ喪失 シタ歌

態 デ、活カ ノ訣 クタ、言 ババ死物 二類 シタ モノ

デ、豫後 ヲ云 々 ス可 キ問題 デナ イ、 「ツJ反 鷹 ヨ

リ観 テ、Allergieト 免 疫間 トニハ、密接 ナ關係

ガアツテ、 極端 ニ ナル トAllergie帥 チ免疫 ト

解程 蓉ル者 ガ、假令、夫 レガpositiveト 云 ツタ

慧 味 デモ、AUergieノ 清 失 シタ郎 チAnergie

欺 態 ヲ免疫 ノ極致 デ アル ト唱 ヘル コ トスラ、聯

力読緋 二類 シタ不可解 ナ云 ヒ分デ アル。,尤モ、

之 二封 シテハ、免疫學上 イカサマナ屍理窟 ハ附

ケ ラレテ イルガ、 ソンナ言 ヒ分 ガ紹封 二信頼 出
セ

來 ナ イ。 兎 モ角、f'ツ 」反鷹 ヨリ親 テpositive

Anergieト 思 ハル ・モ ノニ、果 シテ補結反鷹 ガ

全 ク清失 スル ヤ否 ヤガ問題 イガ、余 ハ斯 カル経

験 ガナ イカ ラ何 トモ断言 ヲ潭 ル。

次 二、/雨反鷹 ノ示 ス歌態 ト結核 「ワ クチ ン」特 二

B・C.G.接 種 ノ蘭係 二就 テ言及 シテ見 ル。元 々、

所謂B.C.G.接 種 ナル モ ノニ樹 シテハ、余 ハ年 ・
ら

來蔚二落チヌ鐵ガアル。次二掲グルヤウナ鮎ハ

強 チ自分許 リデナィ。卒査二云ヘバ、誰 モガ氣

齢 磯 外 思フ。

第1'ガ 、 果 シテ、B.C.G.ガ 近 頃或 ル ー-lkノ 學

者 カ ラ喧傳 セラ レル程 二、豫防的 ニ セヨ敷果 ガ

アル トス レバ、人髄接種 二何故 二殊更所謂牛型

株 ヲ用 イルカ?、 牛型株 ハ容 易二弱毒化 サ レル

ガ、人型株 デハ思 フ檬 ニナ ラヌカ ラ、巳 ム ヲ得

ナ イ ト云 ツタ言 ヒ分 デ アラウガ、是 ガ先 ヅ、 徹

底 セヌ面妖 ナ話 デァル。.

第2二B.C・G.ハ 」;E疫賦 與 ニハ大 シタ功績 ガ

アル ガー治病的 ニハ贋値 ジ認 メヌ ト云 フ ノガ大
　

隆 教 シタ意見ダガ、是ガ實二辻褄 ノ合ノ・ヌ所

識デハナ仇 結核病ハ・穂 病騰 二因ル傳

染病 デアル.從 ツテ、 免疫カ ガソ レ程 昂縢 スル

ナラバ、 自然 ト病患 ガ 良好 ナ 経過 ヲ トル コ ト

ハ、 至極 軍凡 ナ常識 デ
、何 人 モ首肯 出來 ル分 リ

切 ツタ理窟 デアル。然 ルニモ拘 ラズ、B.C.G.ガ

此 ノ常識的 ナ分 リ切 ツタ理窟 ニモ合 ハナ ィコ ト

ガ ドウシタコ トカ。B.C.G.ハ 結 核未感染者/

ミニ限 ラレテ免疫カ ヲ高 メルガ、夫 レ以外 ノ者
じ ミ

ノ晃疫カ ニハ影響 セヌ、或 ハ支 障 ヲ招來 スル ト

云 ツタ條件 デモ成 リ立 タヌ限 リハ、極 メテ不 思

議 ナ結果 デ アルガ、斯 ウ シタ都合 ノヨイ勝手 ナ

條件 ハ アリ得 ナイ。 シテ見 ル ト、悪 ク解程 スレ

バ、結核 ノ嚢病防止、免疫増進 ト云 ツタ問題 ハ、

有無相 通 ズル ガ如 キ泥漠 トシテ把捉 シ難 イモノ

デアル.此 畷 ガ得列 ヤ聯 馳 結果ヲ鹸

二得 ヤウ トスル研究者 ノ トリ付 ク島 デアル
。慮

ガ、現在罹患 シタ患者 デハ斯 ウ シタ曖昧模糊 ト

シタ裁断 ハ断 ジテ許 サ レナ イ。悪 イモ ノハ蕨面

二悪 イ結果 ヲ現 ハ ス。其塵 二何等 ノ絵裕 モ容赦

モ無 イ。斯 カル次第 デ、豫防 ニハ卓歎 ヲ示 スガ

治療 的ニハ無便値 ダ ト云 ツタ面妖 ナ所 論 ヲ態 々

産出 スルニ至 ツタ ノデノ、ナィカ ト、 曲 ヅテ云 ヘ

ノ¢、邪推 セラレル。'

事實 二於 テ・果 シテB・c・G・ ナル モ ノ.ガ、結M

菌 未感染者 二封 シテ、シカ ク発疫カ ヲ高 メルガ、

甑 二結核感染罹患者 二向 ツテハ、 冤疫 性 ヲ高 メ

ヌ、換言 スレバ治病 的敗 果 ガ無 イ トス レバ實際

其 ノ理 由ヲ如何 二片 附 クルカ。結局、B.C.G.六

免 疫原的性能 ガ過敏元的 ノソ レヨリモ遙 カニ鈍

弱 ナ爲 二、結核未感染者 二封 シテハ,贔 員 目デ

見 レパ、多少 其 ノ冤疫カ ヲ高 メル ガ如 キ結果 ヲ

示 スガ、銑 二結核 二罹患 セル者 二i封シテハ、逡

憾 乍 ラ、有 害不利 ナ影響 ヲ醸 ス魍 敏元性能 ガ免

疫元的 ノ夫 レヨリモ遙 Ψ強烈 デ アル爲 二、此 ノ

2ツ ノ作用 ノ得失 ヲ相殺 スvバ 、大 レタ数果 ヲ

示 サヌカ或 ハ有害 二作用 スル結果 ヲ生 ムモ ノ ト

推定 ジテモ ヨカ ラウ。 兎 モ角、B.C.G.・ ハ斯 カ

ル不都合 ナ結果 カラ観 テモ
、正眞正銘 ノ所謂菟

疫原 デハナ クテ、過敏元的性能 ノ豊 カナ不完全

抗原 号類 シタモ ノ ト云 ツテ ヨイ。

次 二動植物界 二於 テ、何等 力環境 ノ憂 化 デ突然

或 ハ偶然 二攣異 サ レタ生物膿 へ 再 ビ叉何等 力

要約 ノ相違 アル コ トニ因 ツテ㌔突然其 ノ原形 ユ

復鯖 還元 スル。,帥 チ、所 謂璽 異種 ノ「先組脇 リ」
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の ゴ

♪云 ツタ現象 ハ、 生物學 上 ノ ー般通則Fサ レ

ルo

B・C.G.ハ 、牛型結核菌蛛 ヲ試験管内デ或ル操

作 ヲ施 スコトニ依ツテ得 タ、比較的錫毒化サレ

タ1種 ノ憂異性結核菌株デアル。サレバ、何時

如何 ナル要約 ノ攣化二因ツテ、試験管内』於テ

モ原株 二i還元 スルヤ許 リ知 レナイ。愛異 シタ菌

秩 ヲ試駒管内デ、常ニー檬ナ愛異状態デ固定ス

ノヒコトへ 到底苔々人カデハ企及 シ難 イコトデ
ヘ
ブル。、例 ヘバ、早 イ話 ガ、定型 的結核菌株 デモ、

一一寸 シタ微妙 ナ條件 ノ相違
、 ソレハ吾 々 ノ頭 デ

ハ殆 ド那邊 ニ アルカ、 テ ンデ見當 モ付 カヌ場合

二於 テモ、 色々二璽化 スル コ トガ往 々 アル。 同

一 ノ培養方 法 ヲ重 ネ タ場合 二於 テモ、突 然S型

ガR型 トナ ツタリ、或 ハ反封 二R型 ガS型 二憂

ズル コ トモ アル。或 ハ灰 白色 デアツタモ ノガ、

煉瓦、 「ピンク」乃至藤 色 ノ如キ色調 ノ鍵 化 ヲ起

シテ來 ル コ トモ アル.是 等 ノ事柄 モ、畢寛、獲

育妖態 ヤ色 調 二現vタ1種 ノ憂異現象 二外 ナラ

ヌ。型 ヤ色 ノ攣化 幻 レト共 二、精細 ナ實験方法

ガア レバ、其 ノ毒性、病原性 ナ ドニモ移動 ヲ生

・ジル コ トハ疑 フ絵地 ガナ イ
。叉、同一菌株 ヲ同

二 培地 二同様 ナ操作 デ嚢育 セ シメタ際 二於 チス

ラ、稀 ニへ 是等相互間 二著 シク登育状態 ガ相

蓮 スル コ トヲ 認 メル。此 ノ由ツテ來 ル憂化、相

違 ノ理 由ハ頗 ル微妙 ナ隠 レタ秘密 デ、 吾 々凡庸

入 ノ頭・デハ 到底割 リ出 サ レヌ。 ト云 ツタ恰好
の

デ、鍵異菌株 ヲ常 二其 ノ儘 ノ獣態 二固定 セ シム

ル ナ ト《ハ、人 カデハ出來難 イ。

B.C、G.ヲ 追 試 シテ、之 ヲ辮護 スル 者 ノ言 ヲ借

リル ト``B.C.G.!、 急 激 ナ璽化 ヲ認 メナイ ト,,

述 ベ ラレルガ、吾 々ガ實験 室 内デ行 フ方法 ナ ド
ギ

ハ極 メテ限極 サ レタ、範園 ノ至極狭 イモ ノデア

ル。 自然界 二不断 二繰 リ返 シテ行 ハ レツ ・アル

廣大無遍、融通無碍ナ憂化 ノ相ハ、書々ノ防 デ

ハ悉 ク之 ヲ測 リ知 ル ユ トや 絶封 二 不可能 デア

ル。縦 へ試験管 内ニセ ヨ徐 々二璽化 ノ道程 ヲ辿

ツタB.C.G.ノ 如 キモ ノガ、 人爲的"シ カク念

激r源 株 二還元 シ得 ラレナ イコ トハ、大竸分 リ

も

切 ツタ話 デ アルガ、 囁 々タル人爲的・操作 二依 ツ

テ急製 セヌ カラ、危瞼性 ガナ イ ト速厳 スル コ ト

ハ、 己 レヲ買 ヒカプツタ妄噺 デアル。斯 カル憂

異菌株 ハ、測知 シ難 イ自然界 二起 ル要 約 ノ墾韓

二鷹 ジテ、何時如何 ナル機 會 二毒 カ ヲ還 元 シナ

イ トモ限 ラヌ。或 ハ叉、試験 管内 デハ急憂 ヲ認

メヌ コ トガ確實 ト假定 シテモ、之 ヲ生物髄 二接

種 シテ、長歳 月間 二如何 ナル愛化 ヲ示 シテ來ル

カ分 ツタ話 デナ イ。入韻 ハ試験管 トハ聯 力相蓮

シタ存荘 デ アル。斯 カル物騒 千萬 ナモ ノヲ人韻

二接種 スル コ トハ、學究者 ガ殊更 ニスル1種 ノ

物藪奇 二類 シタモ/デ ナ イカ。B.C.G.'接 種 二

因ル掲逸 二於 ケルLttbeckノ 鰺 害 ハ、佛蘭 西側

デハ菌株 ヲ間違 ヘタ ノグ ト辮護 シテイル ガ、 マ

サ カ ト思 フ。恐 ラク斯 カル惨蝸 ハ起 リ得 テ敢 テ

不思議 デナ イ ト惟 フ。

B.C.G.ノ 憂 異状態 ヲ試験 管内 デ 毎常一様 二固

定 出來 ナ4第1ノ 詮擦 ハ、B.C.G.ヲ 人 髄皮 下

二接種 スル コ トニ因 ヅテ生 ズル膿瘍形成率 ガ統

計的 二甚 グ動鑑 スル。此 ノ事實 ハボ取 リモ直 サ
'ズ
、其 ノ接 種材料 ガ、短常一定 サ レナ ィ甚 ダ不

安定 デ、移動性 二富 ムモ ノデ アル コ トヲ如實 二

物語 ル モノデ アル。又 今假 リニ、一歩 ヲ譲 助

テ、B.(Σ(1.ノ 璽 異妖態 ヲ試験管 内デ固 定 シ得

ル トシテモ、之 ヲ人髄 二接種 シタ場合 二、其 ノ

結果 ガ決 シテ試験管 内二於 ケル ト同一覗 スル鐸

ニハナ ラヌ。 人禮 ニハ 各 々個 性的 ノ差異 ガア

ル。且叉、 同一個髄 デモ、長 イ歳 月間 ニハ、其

ノ抵 抗姓 二著明 ナ憂 化 ヲ起 シ得 ルモ ノダ カラ、

短歳 月間 ニハ接種 サvタB.C.G.二 因 ツテノ＼

別 二危瞼性 ナ 臓 器結核 ナ ドヲ 惹起 セヌ トシテ

モ、斯 カル弱毒化 サ レタ菌株 ハ恐 ラク接種 サ 珍

タ生髄 ノ淋 巴腺系統 内二潜伏態勢7ト ツテ、長

歳月間二亙 ツテ・個艘抵抗カ ノ滅弱破綻 ヲ待磯

シティルモノト推サレルガ、若 シ、個農抵抗カ

ノ滅弱 ト云 ツタ間隙ヲ生ズレバ、其 ノ毒性カ ガ

生髄内デ弱毒カラ張i毒性二憂化 シ得ナイモノデ

ハナイも ノミナラズ、余{凋ハ既 二再三報告 セル

ガ如 ク、全 ク無毒歌 二愛異サ レタ結核菌株 ニテ司



、

第3號 】 鴻上竃1勤性人血清二依ル結核及徽毒補艦結倉反磨 ノー新法 10!

込 … 柵

モ、之 ヲ根氣良 ク、海猿 ヲ通過 シテ、累代接種

ヲ行ヘバ、途 二彊毒性典型的結核菌株 二運元 サ
　

レル事實ナドカラ見 テ、人膿内二於 テモ長歳月

間ニハ弱毒 性カラ張i毒性へ立 チ蹄ル可能性 ガ充

分 ごアルコ トハ明白デアル。サレバ、斯 カル實

験ハ、海猿 ヤ家兎 ノ類 ヲ實験動物 ト.シテ短歳月

閥二試 ミラレタ結果 ナドニへ 大 シタ信頼 ナド

ハ懸 ケラレヌ計 リデナク、時 トシテハ、人髄結

核上 ノ問題二意外ナ害毒 ヲ流布 スル倶 レモア

ル。當然、入類結核ハ人類實験二立脚 スルガ至

當デアルガ、人類實験 ノ結果 モ高々2年 ヤ3年

間 ノ親察 デ、利害得失 ヲ云々スルノガ輕卒極マ
●

ッダ話デアル。

一艘、B.C.G.デ 或ル者 ノ行 ツタ家兎 ノ實験報 ・

告 二依ル5、接種 サレタ菌ハ接種後高々薮10日

ヲ経ル ト最早局所 ノ琳巴腺ニモ生存 シテオラヌ

トアルガ、 人艦 ト家兎 トハ甚 ダ相違 スルモノ

デ、家兎ナ ドハ相等強毒株 デ、而カモ稽 ㌃大量

二静脈道 ヨリ接種 スル ト云 ツタ頗ル強激ナ感染

方法 ヲ探 ラヌ ト容易二罹患 セヌ ト云 ツタ、云ハ

♂先天的二相當強 イ抵抗カ ヲ備へ、自然感染罹

患ナ ドヲ殆 ド認 メラレヌモノグカラ、斯 カル動

物實験結果 ヲ、直 二人類 二當テ嵌 メルコトハ出

來ヌ。今假 リニ家兎二於 ケル ト同一 ノ結果 ガ人

類 デモ起 リ得ル トスレバ、 シカク短 日月間内二

生艘内デ死滅 スルガ如キ菌株 ノ而カモ極微量接

種 ナドニ由ツテ、人霞内二語ルニ足〉レ程、著明

ナ発疫カナ 詩ヲ獲生スル道理ガナィ。又 偶令

多少 ノ免疫性 ヲ褒生 シタカラ トテさ総種菌ガ短

日月内二悉 ク死滅 スルモノトスレバ、結核 ノ免

疫観カラ推 シテ、 ソレハ極 メテ過姓的存在デ比

較的ニモ絶封的ニモ永績 シタ免疫数果ナ ドハア

リ得ナイ筈デ、斯 クテハ接種 ノ甲斐 ガ殆 ド無 ク

チル。

免疫性 ガ比較的ニセヨ永績性デアル爲ニハ、接

種 サレタ菌 ガ、生燈内デ生 キタ儘 デ永 ク存績 ス

ルコトガ従來 ノ結核冤疫學上カラ云ヘバ必要ナ

條件 デアル。慮 ガ、假令、弱毒性菌株 ニテモ、

是 ガ生盟内二長歳 月間二亙 ツテ生存漕伏スル コ

トハ、個艦 ノ抵抗 ノ攣動 二連 レテ、何時如何 ナ

ル機會 二毒カ ノ増張 ヲ示 シテ恐 ル可 キ危害 ヲ醸

サヌ トハ限 ラヌ。極 メテ物騒 千萬 ナ話 デアル。

斯 ルガ故 へ 生結核菌 ヲ接種 スル コ トハ、接種

ノ甲斐 ガナイカ、物騒 千萬 デアル カノ爾端 二狡

マ レテニ進 モ三進 モナラヌ感 ガアル。斯 クノ如

キ學究者 ノ窮 錬 ノ1策 二 類 シタB・C.G・,接 種

ガ、果 シテ今後如何 ナル蓮命 ヲ辿 ルカ・刮 目 歌

テ見 ルベキデアノ%兎 モ魚 壕近 二到 ル マ気

家元 ノ佛蘭西 ハ 勿論 デ、本邦 デモB.C・G.ヲ

「ツ」反鷹陰 性者 二接種 シテ結核 ノ褒病豫防 ヲ企

テン トスル試 ミノ、、次 第 二隆 昌 ヲ極 メ ン トスル

趨勢 デアル。斯 カル状 勢 ノ依 ツテ起 ル所 以ハ、

恐 ラク最高學府 二於 ケル構 威者 ノ所 謂追試實験
の

記 録其 ノモ ノニ基 因 スル。

今試 ミニ1例 ヲ北 大有馬 内科 近藤⑳氏 ノ報告 二

窺 フニ、 「ツ」反鷹陰性者 二B.C.G.接 種 ヲ施 ス

コ トニ ヨツテ罹病 者 ヲ約5乃 至8分 ノ1以 下 二

滅少出來 タタ ト述 ベラル。 斯 ク ノ如 キ良結果 ガ

必 ズ毎常確實 二得 ラレル デ ラバ、夫 レハ眞 二驚

嘆 ス可 キ功績 ト唱 生テ然 ル可 キモ ノダ ト惟 フ。

今吾 々ハ、B.C。G.接 種 二封 スル疑義 ノ敷 々 ヲ、

サラ リト捨 テ、實験 ノ結 果 カ ラ観 テ該接種 ノ有

数性 ヲ強調 スル者 ノ報告 ヲ悉 ク眞 ナ リ ト認 メテ

モ、根 本 トナル肝腎 ナB.C.G.接 種 資材 ヲ、毎

當其 ノ敷力乃至愛 異 ノ程度 ヲー定 セ シメタ=状態

二在 ラシムル コ トハ、人 爲的 ニハ到 底不可能 ナ

業 デアル。從 ヅテ、或 ル追試 者 ノ行 ツタ實験 ノ

結果 ガ若 シ優秀 ダ トス レバ、 ソレハ偶然 ニモ、

其 ノ際使用 シタB.(;.G.ガ ヨ'」多分 二良好 ナ免

疫原 的便値 ヲ備 ヘテ イタ爲 気 若 シ斯 カル實駿

ヲ繰 リ返 シテ行 ヘバ、或 ル場合 ニハ接種 ノ有無

二關 セズ同一 ノ結 果 デ アリ
、或 ハ時 トシテハ接

種 サ レタモ ノ ・方 ガ却 ツテ悪 イ ト云 ツタコ トガ

起 リ得 ル ノデナ イカ。 從來報告 サレタモ ノハ、

殆 ド悉 ク唯1回 ノ結 果許 リデ、 シカモ其 ノ観察

期間ハ高 々3乃 至4ケ 年位 デアルガ、斯 カル實

験 ヲ幾度 力繰 リ返 シ且 ツ 観察期間 モ5年 、10

年・30年 ノ如 ク長期 二箪 ツ テ行 ヘバ、果 シテ其

鮎
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ノ結巣 ガ ドウ出 ルカ。 ソ レデモ禽 ホ且 ツ

、結 果 語 リニ類 シタモ ノ気 容 易 二索 メテ得 難 イコ ト

ガ常 二同一 デ優秀 グ トス レ〆、吾 々ハ文句 ナク デァ滋
。何 事ナ ラバ、徒來一般 二認容 セラ レル

讐 手 ヲ上 グテ管成 スルガ、現在 ノ如 キ賞験過程 結核免疫 ノ定説``免 疫 賦與 ノ程度 ハ 菌 ノ毒性

デへ 一 向安 心出來 ナ ィ。新 シイ事柄 ヲ追試 ス カ ニ比例 シテ 増減 スル,・
.ト云 フ考 《・カ ラ観 レ

ル者 二望 マ シキ コ トハ、極 メテ盧 心坦懐 ナ心惰 バ
、病患部 ヲ作 ラヌ程度 二弱毒化 サ レタ菌株 ノ

ヲ堅 持 スル コ トデ、殊更 二陽 性結果 ヲ索 メヤ ウ、 微量 ヲ接種 シテモ、結 局、生 ズル冤疫 カ モ取 ル

或 ハ反封 二陰性成績 二敲 キ付 ケヤ ウ ト云 ツタ心 二足 ラヌ薄弱 ナモ ノ ト結論 ガ下 サ レルカ ラデア

組 ミへ 實 験結果 ヲ無雑作 二擾鼠 シテ來 ル。斯 ル。'

ル ガ故 二、從來少人撒 デ殊更 二短歳月間=.作 リ 次 二B .C.G.接 種 ノ有 数性 ヲ讃野 ルコ ト"封 シ

上グ ラ レタ實 験成績 ハ、匠 々デ合致 シナ イ。或 テ大 ナル 因子 ヲナスモ ノハ、B.C.G.接 種 後=

ル者 ハ良 イ 晒昌ヘルガ、或 ル者 ハ反封 二悪 イ ト 嚢現 ズル ト唱 ヘ ラvルAllergie現 象 デアル。

構 スル ガ如 キ概 ネ皆然 リデァル。結 局、少薮 ノ 是 ハ畢寛、Allergie即 チImmun雌t,AUergie

實 駿 者 デ出來 タ所謂 科學 實験ハ往 々、感情的 ヤ トImmunit砒 ハ雁行 スル モ ノダ ト解糧 スを頭

色眼鏡式 観察 ガ加味 サ レル カラデアル。從 ツテ ガアル タメデアル。

所謂學者 ノ實験 ハ、報告面 ハ サモ立派 ダガ、實 、 最後 二、著者 ノ永 イ間 ノ経 験上述 プ可 キ コ トハ、

際ゼ 内容 ガ甚 ダ イカ ・"ワシイモ ノガ往 々 アル。B.C.G.接 種 ノ 目標 トナル 所謂 「ツ」反鷹陰性 問

十目 ノ認 ムル虎、 十指 ノ指 ス盧 ト云 ツタヤウナ 題 デァル。

モ ノハ・儂 令・夫 レガ科學 的立詮 ガナク トモ、(iv)rツ 」 反鷹必 ズ シモ結核感染罹患 ト符合 セ

電 ナル経験 カ ラ割 リ出 サ レタモ ノデモ、間違 イ ヌ。近代、ドウシタ事 力、猫 モ杓 子 モ無曜 二 「ツゴ

ナ イ立派 ナモ ノデ アル。 反鷹 ナルモ ノヲ汎用 スル傾 向 ガ アル
、其 ノ目的

次 二問題 トナル へ 殊更 二態 々選 ンデ・璽化 自 へ 結核 ノ有無 ヲ到定 スル ニ在 ル ラシイガ
、 ド

由・ 天衣無縫 ト云 ツタ生結核 菌 ヲ、危瞼 ヲ冒 シ ・ コカ ラソンナ妄想 ガ出 タカ
、著者 二云ハ セバ、

テ接種 セネバ チラヌ絹封 的 ナ必要 性ガ ドコニ ア ・・ソラ聞 コエマ セン傳兵衛 サ ン
,,ト 申 シ度 イ。

ル?デ アル・ 一艦rツ 」反恋 ト云 ツタモ ノノ・
、 一旦結核菌 ノ

由來、結核病 ハ罹患免疫性疾患 トサ レ、生 キタ 侵襲 ヲ受 ケタガ ソレニ打 チ勝 ヅタ舩態 ノ者 デ ア

結核菌 ガ其 ノ寄生圭 内 二在 ツテ、是 ト或 ル程度 レバ必 ズ現 バ レル。從 ツテ、其 ノ陽、 否如何 ニ

ノ圃 事 ガ演 ジラ レヅ ・アル揚合 ニ ノミ限 ラ レテ ヨツテ、 現在活動的 ナ結核 ガ有 ル ヵ無 イヵヲ鋼

生 ズルモ ノダ トサ レテイル ガ、是 ハ何 等確 タル 定 スルハ、殆 ド不 可能 デ アル。倫 ホ又、 一方 二

立謹 ノオ ィ臆設 二過 ギナ イ。斯 カル假定説 二等 於 テ、現 在歴然 トシタ活動性結核 ガ有 ツテモ、リ

シ 廷 ノヲ現在 デ磁 シヤ加 信 ズル學者 ガ多 所謂 「ツ仮 鷹 噸 トシテ
、離 デ アル揚合 湘

イ・f從 ツテ・人 爲的 二結 核 二封 スル免疫 ヲ賦與 當 二頻 出 スル。 斯tiル 揚合 二、rツ 」反鷹 ノ結 果

セ シムルニハ、差 シ當 リ、生菌艦 ヲ以 テ セネバ ヲ遽二無二信頼 スル 者 二言 ハ セル ト
、 夫 レハ

ナラヌ ト椎 定 スル。 生菌 トズレバ毒性 ノ張 イモnegativeカpositiveカ ノAnergieデ アラウ

ノハ・危 瞼性 ガ多分 二在 ルカラ恐 ロ シイ.卜 反駁 サ レルデ アラウガ、 ドウシテ?、 斯 カル

成ル可 ク病 患都 ヲ形 成 シナ ィデ、兎疫性 ヲ畿生 歌態 トハ全 ク懸 ケ放 レタ者 二「ツ」反鷹 ガ陰性 二
ほ

スル ガ如 キ弱毒生結核菌 ヲ選擢 シナ イ ト安 心出 出 ル。斯 ウシタ揚 合ハ、特 二幼少年期 ノ結核 二

來 ナィ・斯 フ シタ賢明 ナ推考カ カ ラ生 レ出 タ1多 イガ、 球人 ノ肺結核 デモ勿論稀 デハ ナ ィ
。 シ

種 ガ・B・C・(1・デ アル。 慮 ガ斯 ウ シタ爵1ノ イ ・ テ見 ル ト、rツ 」反鷹陰性、換言 ス レパ、結核 未

好 都合・i挑 へ向 キナ免疫原 ハ、宛 モ唐人 ノ夢物 感染者 ヲ標準 トシテ行 ヅテ居 ルB.C.G.接 種 ノ

、
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如 キモ存外當ニナラヌモノデアル。早 イ話ガ、

著者ハ小見期 力づ立派 ナ結核 デ、再三入院治療
ぎ

ヲ シタ患者 ガ、高等學校 二入學 シテ「ツ」反鷹 ガ

陰 性 デアツタ爲 二、B.C.G.接 種 ヲ強行 サv、

其後 久 シク病患者 ノ状態 ヲ呈 シタ實例 ガ アル。

斯 カル次第 デ、當然陽性 ナル可 キ、 「ヅJ反 鷹 ガ
モ

陰 性二現 レル コ トハ甚 ダ屡 ζアル。元 々、 「ツ」

反鷹 ヲ出來 スル本態 ニハ、色 々複雑 シタ條 件 ガ

アルモ ノデ、結 核感染罹 患帥 チ「ツ」反鷹 陽性 ト

・云 ツタ簡軍 ナモ ノデナイ
。 從医 テ、斯 カル反鷹

ヲ悉 ク結核感染罹患 ト同一親 スル ガ如 キ實験研

究報告ハ、根底 カ ラ取 ルニ足 ラヌ 聞蓮 ツタモ

ノデ アル。

「ツ」反鷹 ソ結果 ヲ左右 スル モイヘ マ方被検者
もヤ

ノ様 々 ナ肉艘 的條件 ノ相違 ニモ因ル ガ、叉一方

二於 テ、使用 スルTuberkulinノ 量 的關係
、及

其 ノ品質 ノ如何 二 依 ツテモ 影響 サ レル ト惟 ハ

ル。何 トナ ラバ、元來、Tuberkulin・ ナ ルモ ノ

・ハ
、何等嚴密 ナ標準的規絡製 品 デナイ.從 ツテ、

其 ノ反鷹性能力 二於 テ、毎常悉 クー様 デナ イカ

ラデアル。

近墜 前述 ノ如 クAllergieトlmmunitStト

へ關係 二就 テ嘉各方面 カ ラ實験研究 ヲ企 テタ業

績 ハ頗 ル多 イ。大髄 二於 テ、AllergieEPチ 免 疫

デモナケ レバ、」又Allergieト 免 疫 ガ必 ズ シモ

雁行 スルモ ノデハ ナ クテ、AUergieハImmu-

nit翫 二随俘 スル1ツ ノ現象 二過 ギヌ ト認 メル

ノガ最 モ要當 ナ解繹 ト惟 ハル。宜 ナル哉 、簡輩

ナ事實 二於 テモ、Allergieノ ナ イImmunit翫

ガ アル。 其 ノ適例 ノ1ヅ へ 所謂positive

Anergieノ 如 キデアル。反封 二Allergieガ

在 ツろImmunit5tノ 備 ハ ラヌ コ トガアル、

其 え謹擦 ・・、AIIergistデ モ結核病 ハ ドシドシ

進行 スル揚合 ハ、茶飲事 ノ如 ク経 験 サ レル。又一一

方Allergieハ 決 シテ結核菌痔異 性 ノモ7ト ハ

限 ラレズ シテ、非特異 的 ニモNucleindmieヲ

誘 起 セシムルヤ ウナ方法 ヲ探 レバ嚢現 スル ト云

フ業績 ハ、有馬頼吉蘭氏一一門學徒 ノ等 シク立謹

サ レル慮 デ アル。斯 カル 次第 デ、Allergieト

Immunititrト へ 切 ツテモ切 レヌ因緑 淺 カ ラ

ヌモ ノグ ト云 ツタ偏見 ハ最 早物 ヲ言 ハナ クナル

趨勢 デアル。

次 二又、生菌 ヂハ冤疫 ガ獲 ラ レル ガ、死滅菌 デ

得 ラレヌ ト云 ヅタ確詮 ナ ドハ更 二無 イ。Petroff

u.Stewart(3i>氏 道E.Lδwensteinu.RapPaport

岡氏 及其 ノ他 多藪 ノ學究者 二依 ヅテモ、 生菌 ト

同様 ナ免疫性 ラ生 ズ レバvANergie反 鷹 モ現tz

ル ト唱 ヘ タ。 要 スルニ、同様 二死滅菌 ト唱 ヘル
ノ

モ、菌株、製出法 ノ如何 ニ ヨツテ、 其 ノ結果 ガ

葺 ダ シク相違 スル ノガ勿論 デ アル。発疫原的債

値 ヲ喪失 シタヤウナ歌態 二在 ル死 滅菌 ヲ、其儘

使角 ス レペ 當然 冤疫 原的便値 ヲ現 サヌ コ トハ

明白 デアル。 死滅菌 デモ其 ノ製 出法 ノ如 何 ニ ヨ

ッテハ、立派 二Allergieモ 冤 疫カ モ嚢生 スル

コ トニ就 テハ、 著者 モ薮 多 ノ實験 二依 ツテ確實

二立謹 シタ。之 二閣 シテハ、後 日詳細 二報 告 ス

ノレe ,

以上特 二思 ヒ付 イタB.C.G。 接 種 二封 シテ余 〉・

年 來抱懐 シタ疑義 ノ唯 一端 ヲ逮 ベ タガ、斯 力～レ

問題 二蘭 スル コ トハ、本著 ノ主 旨デナイカ ラ、'

是 ヴ委 曲 二就 テノ検討 ハ、後 日工譲 ツテ、當面

ノ問題 二韓 ジテ聯 力余 ノ意 見 ヲ述 べ テ見 ル。

(v)麟 ノAllεrgie現 象 輔 結反慮 トB・q

G.接 種 問題
ち

('イ1「ツ」皮 内反慮陰 性 デ補結反鷹 陽 性 ノ場合

斯 カル場合 ハ 湘 當屡 気経験 スル。特 二肺門淋

巴腺結核 ナ ドニ多 イ。斯 カル免疫反鷹黙態 ニア

ルモ ノハ、慨 二前述 ノ通 リ、適切 ナ塵置 ヲ探 レ

バ、大多数 ハ迅速 二良経過 ヲ示 シテ陰性 デアツ

タ「ッ」反鷹 モ自然 二陽性 二 轄化 スル`是 ハ新 二

結核菌 二感 染 シタ爲 ノ陽性轄化 デハ ナ クテ、初

らメ當然陽性 二現 ル可 キ筈 ノ「ヅ」反鷹 ガ個髄 ノ歌

態 ガ不都合 ナ爲 二、陰 性デアツタガ、條 停 ガ改

善 サ レタ爲 二、 自然 ト陽性化 スル ニ到 ツタ ト認

メル ガ至當 ト惟 フ1.斯 カル場合 へ 「ツ」反鷹陰

性 ナルガ爲 二、B。C。G.接 種 ヲイヤ鷹 ナ シ』強

行 サ レタ學生3例 ヲ経 験 シタガ、接 種 マデハ、殆

ド自他鍋的 二著愛 ナク通 學 シテ居 タガ、B.C.G一
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接種後、間 モナク、病 患者 トナツテ、 相當永 ク

臥躰 ノ巳 ムナキ程 二立 チ及》 ダモ ノノ・、此 ノ内

2名 デァル。斯 カル歌態 ハ、 直接、接種 サvタ

B.C.G.ノ タ メデアル カ、或 ハ又、B,C.G。 接 種

ノタメニ既存 ノ淋 巴腺結核病竈等 二悪影響 ヲ醸
ヘ

シタ爲 デアル カ到然 セヌガ、 何 レニ シテモ、斯

カル 冤疫反鷹状態 ニアル者 二、B.C.G.ヲ 接種

スル コ トへ 有害無盆 ナ コ トデナイカ ト考 ヘル。
ぴ

皮膚 ノ過敏現象ナ ドハ現 レズ トモ、結核 二封 ス

ル艘液免疫(夫 レハ 罹患 二因ル 冤疫性抗髄 デモ

正常性抗艦 デモ同様 デアル)ノ存在スル限 リハ、

強 イテ人爲的 二強激 ナ接種方法ナドヲ探 ツテ危

瞼 ヲ冒サズトモ、自然 二任 セテ置ケバ、殆 ド悉 、

ク無難 二纒過 スル。 』 ＼ 、
　

(切 皮膚過敏反慮モ補結反鷹モ共二陰性ノ場
/Aノ
ロ

斯 カル冤疫反慮状 態 二在 ルモ ノハ、主 トシテ眞

ノ結核 未感染者 デアル ガ、 是等 ノ者 二 封 シテ

BfC.G.接 種 ヲ施 スコ トハX今 後 長歳 月間多数

ノ實験 ヲ繰 リ返 シタ上 デペ愼 重 二汎 行 スベ キダ

5思 フ。斯 カル 反鷹状態 ヲ示 スモ ノデB。C.G.

接 種 ヲ受 ケタ者 ヲ余 ハ未 ダ1名 モ経 験 シナ4e
ヤ き

今假 リニ、斯 カル冤疫反鷹状態二在ル者 二B.C.

G.ヲ 接種 シタ場合、爾免疫反鷹 ノ攣韓 トB.C.G。

ノ影響 二關 シテ推測 ヲ続 ラジテ見ル ト、

(a)接 種後爾反鷹共二陽性`'

/㈲ 過敏購 陽性 鵜 離(
c)過 敏反鷹陰性、補結陽性

(d)爾 反鷹共二依然 トシテ陰性 トナル場合

ナドガ考ヘラル.
ら

以上 ノ如キ反鷹結果 ヲ得 タ トシテ、何 ジガB.C.

G。 接 種 ガ有数 デ、 何 レガ有害 ナ 結果 ヲ招來 シ

タカ ト云 ツタ豫 想 ヲ下 ス ト、 φ

(a)ノ 揚 合 二、皮 内反鷹 ヨ リモ補結反鷹 ノ方 ガ

腸 性度 二於 テ優 ツテ居 レバ、恐 ラク接種 ノ結果

ガ有利 二展開 スル。之 二反 シテ、 皮内反鷹 ノ方

ガ、 補結反鷹 ヨ リモ撮 二彊烈 デアル ト、接種後

自然 感染 二遭 ツタ場合 二、時 トジテ有利 ナ コ ト

モ アル ガ、縮 ジテ有害 ナ結 果 ヲ生 ム。

【第22巻

な ほ

(b)ノ 場 合 へ 縁 ジテ接種 ガ有害 ナ結果9 .生ム。

ご(c)ノ 場 合へ 飾 述 シ樋 リf'概 シテ結果 ガ

良好。 ・ も 嘱

(d)ノ 場 合 ノ結 果 ハ2様i二 推測 サ レル。 ユツノ
t考
へ方 へ 先 天的 二抵 抗性 ノ彊 イモ ノデ、B,C.

G.ノ 如 キ弱毒性菌株 デハ此 ノ爲 二、特 二免疫 モ

Allergieモ 作 リ出 ス程 ノ孚團 ガ個謹 間 二惹 キ
み

起 サ レナイ。從 ツテ、雨者共 二依然 トシテ陰性 二

終 ル。 他 ノ1ツ ノ考 へ方 ハ、斯 カル個腱 へ 先

天的 二抵抗 ガ薄弱 デ、A11¢rgieモ 発疫 モ嚢生 シ

得 ナ ィ。 從 ツテ、接種 サ レタB。C.G.其 ノモ ノ

ニ因 ツテモ病患 ヲ形成 シ得 ル可能性 ガアル。或

ハB.C.G.・ 其 ノモ ノデ病患 ヲ爽 生 シナ ク トモ、

後來 強毒結核菌 ノ自然 感染 ヲ受 ケ タ場 合 二、病

急 ヲ起 甥 レ移 分 一アル ト云 ツ揃 ノ考べ方

ト反封 ナ推測 モ出來 ル。 一

元 々、B.C.G.接 種 ノ目的 ハ、眞 ノ結核未感染者

二封 スル豫防 デアルカ ラi前 述 ノ如 キAllergie

反 鷹 陰性 デァル2ヅ ノ場合 ニ ノミ殆 ド限 ラvテ ・

・施行 サル可 キぞ ノグガ
、今 假 リニ、次 ノ如 キ場

合 二B.C.G;ヲ 接 種 シタ結果 ガ、 ドウナル カニ

就 テ敵 メテ余 ガ從來種 々ナル方面カラノ経讐 二

基 イテ推定 的断案 ヲ下 シテ見 ル ト、.

(イ)Allergie陽 性 デ補結反慮陰性

此 ノ場合 ノ、、接種 ノ爲 二病患 ヲ壇悪 スル。

(ロ)Allergie及 補 結反鷹共 二陽性

此 ノ場合、Allergieノ 方 ガ補結反鷹 ノ程度 ヨ リ,

モ張 ク塊1タ モノハ接種 ノ結果 ハ線 ジテ悪 イ
。

Allergieノ 方 ガ補結反鷹 ノ程 度 ヨリモ 弱 ケ レ

バ、良 イ結果 ノコ・トモ アル。Allergieト 補 結反

鷹張度 ガ同等 ナラバ、接種 ノ数果 ノ・、大 艦不關

ノ態 度 ヲ示 スe以 上述 ベ タコ トノ・、Allergieト

補 結反鷹 ヲ相手 二、B.C.G、 接 種 ノ影響 如何 二

就 テ、余 ハ從來 ノ経験 カ ラ割 リ出 シテ、1ツ ノ

推測 ヲ試 ミタニ遍 ギナ ィ。事實 二於 テ、 ドノ程

度 マデ推測=が當 ヅテ居 ルカハ、 今後 ノ問題 デア

ノレo
l

最後 二B.C.G。 接 種問題 二關係 シテ、倫 ホ此 ノ

際蛇 足 ノヤ ウダガ、 一言附記 シテ置 クガ、該接
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ぴ

種 ハ言 フマデモナク、生菌 デアル。死滅 シタモ

ノハ固定的不憂 デアル ガ、生 タモ ノハ如何様 ニ
ナ リ す

モ攣化 シ得 ル可能性 ガアル。特 二、結核菌乃至

其 ノ鍵異菌 ノ如 キハ度 シ難 キ魔性 ノモノデ、攣

化泊 在融通無碍 ナ存在 デアル。斯 カル モノヲ相'

手 二、人智ノ淺墓 サヲ辮溺 シナイデ、輕卒 二毒

性 ガアル ノナイノ ト云 ツタコ トハ容易 二断言 サ

レナイ。 近 時本邦 デ、B.C.G.ガ 或 ルー方 ノ有

力者等 デ強行 サ レテ居 ル ガ、其 ノ結果 ハ常 二永

久 二良好 デア レバ、オ互 二人 類幅趾 ノ爲 二、最大

ナ功績 ト思 フガ、 著者 ガ近時B.C.G.接 種 ヲ受

ケタモ ノカ ラ往 々甚 ダ面 白 クナイ話 ヲ聞知 スル

ガ、其 ノ1例 ヲ弦 二引用 シテ、兎 モrk .e、B.C.G.
　

接 種 ヲ謳歌 スル方 々 ノ参考 二供 シテ置 ク。

某學校 デ 「ツ」反鷹陰性者7名 二 封 シテB。C.G.

ヲ接 種 シタ。其 ノ後、間 モ無 ク5名 ハ病態 トナ

リ、 已 ムナ 久 暫時休學静養 ヲ要 ス ト命 ぜラ ヒ

タソウダ ガ、其後如何 ナル経過 二到 ツタカ分 ラ

ヌ ガ、健康 ナ者 ガ接種 ヲ受 ケテ病態 ヲ呈 スル コ

トハー一髄 ドウシタか トカ。是 ガー寸程度 ガ過 ギ

レバ、接種者ハ悉 ク死亡 スル ト云 ツタLifbeck

ノ惨 害 ガ起 リハ セヌカ。次 二甚 ダ心外 デ アル コ

トへB・C・G・ ズ ソv程 一部 追試者 ノ書 フガ如

ク、顯 著 ナ数果 ガアツテ縄封 二危害 ガナイモ ノ

ナ ラバ、 之 ヲ謳歌 スル者 ノ子弟 二、若 シ「ツ」反

鷹 陰性者 ガア レバ、 自 ラ進 ンデ之 ヲ接種 材料 ト

ス可 キデアル ガ、大多敏 ノ追試者 ハ、自己 ノ子弟

ナ ドニ封 シテハ、一向之 ヲ行 ブコ トヲ欲 セズ、看

護婦乃 至ハ他人 ノ子女 ヲ實験材料 トシテ居 ル ト

聞 キ及 プガ、甚 ダ不可解 ナ心理状態 デ アル。序 二

尚 ホ1ツ 附 ケカflヘルガ・B・C・G・接 種後 二tツ 」。,

反鷹 ガ陽性 二轄化 シタ ト事 々 シク記載 サ レテ

アノジガ、大髄接種後2、3ケ 月後 ノ結果=が多 イヤ

ウグガ、周知 ノ通 リ、結核菌 ノ自然感染 ハ吾 々

人 類 ニ トツテハ、 不断 二起 ゾ得 ルモ ノ ト認 メネ

バナラヌ
。 從 ツテ、B.C。G.接 種 後褒來 シタ ト

述 ベルAllergieガ 、 果 シテB.C.G.二 因 ヅタ

モ ノカ、 自然感 染 二由來 シタ モノカ辮別 ガ付 ク

ラレヌ繹 デ、雌 ノ邊 ノ識 別 ヲ明 カニ シテモ ライ

タイ。何 レニ シテモ、相 手 ハ生結核菊 デアル イ

ヤ ガ上 ニモ愼重 デアツテ欲 シ≠。

(ハ)補 結反懸 ト赤沈反慮 トノ關係

前者 ハ免疫學上 ノ反 鷹 デ、後 者ハ、所 謂血 清膠

質不安定歌 ヲ測定 スル全 ク非特殊 的反慮 デ アル

カ ラ、爾者間 ニ シカク緊密 ナ連係 ナ ドノアル筈

ガナイガ、唯、 一般的 二親 テ、次 ノ如 キ關係/

在 ノレコ トヲ認 メノレ。,

(i)赤 沈 遽度 ト補結反鷹 度 トハ 縮 ジテ厘比

例 スル

帥 チ、赤 沈速度 ノ催進 セル春 ハ、一般 二補結反

鷹 ノ陽性度 ハ低 イ。補結反鷹度 ノ強 イ者 ハ、赤

沈度ハ少 イ。此 ノ意 味デ、赤沈度 ガ健康値 二近

クテ、補結度 ノ強 イ者 ハ、豫後 ノ可良 ヲ示 シ、

赤沈度 ハ正需値 二近 イガ、補結反鷹 度 ノ弱 イ者

ニハ2ツ ノ種類 ガ考 ヘ ラvル
。1ツ ハ、豫後頗.

ル 可良 デ治癒歌態 ヲ示 セル モ ノ、他 ノ1ツ へ

病歌 爾ホ容 易二樂観 ヲ許 サ レヌ者 デ、往 々病機

二再燃 ヲ起 ス危瞼性 ガ多分 二在ル者 デ アル
。

赤 沈度 ガ催進 サ レテ、補結度 ノ弱 イ者 ハ、大鶴

二於 テ、進行性 二富 ンダ豫後不良者 デアル
。赤

沈度 ガ催進 スル ガ、補結原磨度 ノ張 イ者 ハ、案

外 急速 力或 ハ徐 々二好轄 スル揚合 ガ多 イ。

(ロ)赤 沈反鷹i度ハ、急速 二攣化動藩 ヲ示 ス傾向

ガ多 イガ、補結反慮度 ハ、急激 二礎 化 スル コ ト

ハ極 ク稀 デアル。

結核 患者 ノ赤沈度 ハ、輩 ナルー時的 ナ合併症 、.

例 ヘバ、寒 冒 ノ際 ナ ド、或 ハ斯 カル合併症 ノ無

イ時 デモ、甚 ダ屡 ζ急速 ナ動揺 ヲ示 スコ トガア

ル。殆 ド正常値 二近 カツタ者 ガ数 日後 二甚 ダシ

ク速進 ヲ示 シタ リ、或 へ 此 ノ反樹 二、甚 ダ逡

進 シタモ ノヲ歎 日後 二検 スル ト、殆 ド正常値 二

近 イヤ ウナ場合 ヲ認 メル。補結反鷹度 ハ、之 二

反 シテ、急速 二攣化 スル コ トハ甚 ダ稀 デ、強陽

性牧 ノ棚 雛 二轍 欺 或ハ弱馳 ノ者ガ

強陽性二到ル揚合ニモ、其 ノ移 リ行キハ極 メテ

徐々教 長 日月ヲ要スル。一時的ナ合備症 ナ ド

デハ大 軌タ影響ヲ蒙 ラヌガ、急激 ナ結核症 ノ善

燃・或ハ播種性轄移 ノ後 ナドニハ屡 く急速 二補
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結度 ガ減弱 スル。

第2節 徽 毒補 結 反慮

結核 二於 ケル ト同様ソ衛式 二依ツテ、人働性血

清 ヲ使用 シテ、徽毒補結反鷹 ヲ試 ミタ例へ951
き

テ、内、余 ノ抗原 デ補艦 ノ2輩 位以上著明ナ溶

血阻止 ヲ示 ス者 ガ、39例 、從來 ノユ 氏本法二糠

ツタモ ノハ35例 、溜濁反慮 デバ37例 陽性 ヲ示

シタ。此 ノ結果 カラ見テ、余 ノ抗原 ヲ使用 シテ

余ン本術式 二依ツタ補結反鷹 ノ結果ハ、從來1ノ

ユ氏反憲法 ヨリモ遙 二数果及鏡敏度二於 テ獅優

レタモノト断言出來ル、今後此 ノ方面 二關 シテ

多敷 ノ追試者 ノ實験 ヲ期待 スル。
」ρ

第7章 働性人血清二依ル結核及徽毒補結反慮ノ槍討

第1節 術式 二關 ス!vta討

術式 ノ理想ハ、簡便デ錯誤 ガナ久 経濟的デ其

ノ上最モ必須ナ要件へ 赦果、敏感度二優 レタ
き

コトデアル。如何程至便経濟的デモ、其 ノ結果

ガ杜撰デ錯誤 ヲ招キ易 イモノハ實用化ハ出來 ナ

イ。又、如何程敏感度 二優ツ・タモノデモボ其 ノ

牛面 二於テ、非特果的反癒牽 ノ頗ル多 イモノハ、

感心出來 ヌ。 サレバ、特異性感度 二於 テ、比較

的優ヅテ非特異的反鷹 ガナル可 ク僅少 デアルモ

ノガ實用上最 モ望マシイざ

本術式 二擦 レバ、僅微 ノ補艦非働モ明確 二封照

ト比較 シテ到然 スル。其 ノ爲力、從來 ノユ氏術

式 二於 ケル 陽姓李 二比較 シテ約10%高 率デア

ル。加藤鋤氏 モ嘗 テ、同氏掲自ノ抗原二依ツテ、

働性血清 二就 テ徽毒反磨iヲ試 ミ、其 ノ結果ハ、

從來 ノユ氏反磨術式二比較 シテ、約3%陽 性李

ガ高 カヅタ ト述ベラレタガ、實二尤モナ結果 ダ

ト思 フ。但 シ、lll/10%高 李 デアルモノハ、悉

ク徽毒デアル ト云 ヒ難 イ。其 ノ故へ 精細二調

査 シタ結果、雨親二何等徽毒既往症モナク、且

ツユ氏反慮及 ビ其也 ノ徽毒反鷹 ガ悉 ク陰性 デア

ル小見 ノ肺門淋巴腺結核 二、余 ノ術式 ニヨル徽

毒反慮ガ2例 陽姓ヲ示 シタ。是等 ノ2例 ハ、別

二騙徽療 法ナ ドハ行ハズ琳巴腺結核 ノ経過ガ良

好 トナルニ蓮 レテ、其後本術式 二依ル陽性反鷹

モ自然韓化 シテ陰性 トナツタ。斯ルガ故ヒ、余

ノ術式 デ實験 シタ39例 ノ陽性者中、2例 ハ純然

タル淋巴腺結核 二封 スル罪特異的陽姓反鷹 ト認

ム可 キデアル。爾 ホユ氏術式デ陰性ン本術式 デ

陽性 ヲ示 ス他 ノ2例 ハ、嘗 テ、2氏反鷹陽性、徽
　

毒既往症 ノ明確二在 ッタモ ノヲ騙徽療法中二行 」

ツタモノデアルカラ、本術式ハ特異性敏感度二

於テ、從來 ノユ氏衛式二依ルモノヨリモ遙二優

ツテ居ル。次 二、徽毒 ノ泪濁戸鷹 デ陰 性、本術

式 デ陽性 ノ2例 ノ内、1例 ハ前記騙徽療 法績行
昏中
ノ徽毒患者、他 ノ1例 ハ、徽毒 ノナイ肺門淋

巴腺結核小見デァル。從ツテ本術式 ノ結果へ

溜濁反鷹 二比鞍 シテ特異 性能 二於テ稽 ζ敏感 ヂ

アルガ、非特異性反鷹李度 モ紗 シ多 イ.以 上 ノ

結果 カラ見 テ、本衛式 二擦 ル徽毒補結反磨ノ・、

他 ノ方法 ヨリモ特異性感度 二於 テ秀 レルガ、牛

面二於 テ、非特異性陽性牽 モ亦多少多 クナル。

元來ヱ氏徽毒反鷹へ 陽性デモ陰性 デモ繕封的

二徽毒 ノ存在 ヲ肯定乃至否定ハ出來難iイ
。徽毒'

以外 ノ疾患ニモ往々非特異性陽性反鷹 ヲ認 ムル

コトハ、從來→般二認 メラレタ周知 ノコ トデア

ノ%非 特難 反鷹 モ穂 張 ク卿 ルガ、一方特

異性 二於テ優ルコトハ、其 ノ抗原及術式等 ズ從

來 ノ法二較べテ、感度二於 テ優秀ナ爲 デァル。

特異的性能 ノ彊 クナ搾 從=ツテ、非特異的反慮

率モ多少檜強 スルハ、殆 ド冤 レ難キ當然 ノ脇結

デアル。何 トナレバ、特異性 ト非特異性 トニ封

立セシメルガ・由ツテ起ル機轄ハ繭者 二於 テ、

全 ク同一 デアツテ、徽毒 ト云 フ病患其 ノモノヲ、

封象 トスレバ、非特異 ト観 ラレルガ、反磨機縛
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ヲ封照 トスレバ、何 レモ特異性反慮デアル。斯

ルガ故 二、結核デモ徽毒 デモ、特異的数果、感

度 二於テ最モ秀 レタ方法ヲ選澤 スルコトガ最モ

合理的ナ措置デ、之二附帯 シテ起ル所謂非特異

的陽性反鷹二樹 シテハ、何 レノ血清診断法二依

ルモ同様 デ、コレノミデハ診断ハ確定サレナィ。

雌 ノ蝉 働 駐 ノ助ケテ待ヅテ諒 合的二

第2節

賢 明ナ到噺 ヲ下 ス可 キデ アル、余 ノ術式 ハ、輩

二至便経濟的 デアル許 リデナ 久 從來 ノユ氏反

鷹法 二較べ テ、 ヨリー一層精 密 デア〉レ。其 ノ故 ハ

僅微 ノ補禮非 働 ヲモ看過 シナ ィカ ラデ アル。此

ノ意味 デ、余 ノ本衛式 ハ、結核及徽毒何 レニ於

テモ、至便、9経濟、精密 ノ3拍 子 ヲ兼 ネタモ ノ

ト云 ヅテ ヨイ。

結核補結反鷹ノ結果ノ槍討

余 ノ抗原 ト術式二擦ツタ結核補結反鷹ハ、前述 ガ、之ヲー般 ニハ特異的反鷹 ト呼樗 スル習償 ト

ノ如 久 結核性疾患 ノ場合ハ、極 ク稀有ナ場合、 ナツテ居ル。
ノ

例ヘバ、重症末期、急速ナ播種性轄移後、激甚 次二非特異性 ト唱ヘル1ツ ハ、抗原 デ人爲的 二
み

ナ結核再燃時ナドノ或ル少敷者以外ハ、殆 ド悉 免疫乃至罹患或ハ自然感染、罹患 シタ生物髄以

ク陽性 デアル。而 シ乍ラ、 ト同時ニー方非渚働 外 ノ者 二、陽性ヲ現 ス揚合 ヲ意味スルモノト解

性結核或ハ臨 休上結核 性疾患 ヲ認メヌ者 ニモ相 繹サレルコトガ多イ。斯カル見解、帥 チ、も病患

當高 イ陽性牽ヲ示 ス。 ソシ許 リデナク、 「ツ」反 其 ノモノヲ封象 トシタ見方 ヲスレバ、細密 二實

鷹陰性デ、而 カモ、精査 ノ結果健常 ト認 ムルガ 験 サレタ結核・補結反鷹ハ、屡 ζ非特異性陽性ヲ、

如 キ者ニモ、時 トシテ陽性反鷹 ヲ現 スコトガア 現 ス ト云ヅテヨィ。

ル。斯 カル章相 二直面 シテ・結核補結反鷹へ 而 シ乍ラ・純眞ナ特異性抗漂 ヲ使用 シテ、適切

一面特異性 モ豊 カデアルガ、其 ノ孚面二於テハ、 ナル方法 ノ下二補禮 ヲ結合 スル以上パ、假令、

相當二非特異性反鷹 ヲ帯ベルモノデアル。扱、 σ 夫 レガ疾患特異デナクトモ、血清免疫墨上 ノ見

弦 二於 テ、検討 ス可 キ重大問題ハ、此!非 特異 地カラハ、正銘 ノ抗原、抗髄間二獲來 スル特異

性反懸 ナルモノ・意義如何デアル。 的反鷹 ト認 ムルガ合理的デ、若 シ夫 レガ、疾患

余 ノ使用 スル抗原ハ、結核菌乃至其 ノ攣異菌株 特異的デナク現 レタ揚合ハ、所謂、正常髄三含

ノ純菌髄其 ノモノデ、何物毛非特異的ナ物質 ヲ マレル正常抗燈二類 スルモノデ ァル。

混在 シナイ.從 ツテ、斯カル純特異性抗原 ヲ使 是等健常髄二現 レル正常抗盟二類 スノ叶 ノノ・、

用 シテ、是 ト補膿 ヲ結合スル物ハ、冤疫墨上 ノ 藁正抗原、例ヘバ、余 ノ結核菌粉末二依ツテ、

理論カラ云ツテ、簡輩二夫 レハ補結 性抗艦二外 周知 ノ所講抗髄吸牧實験ガ可能デ、抗髄 ヲ吸牧

ナラヌ ト片附クテモ訓 筈 グガ・今少 シ理路 ヲ シタ残 リノ血瀞 》 補結反鷹全ク陰性 トナリ、

整 シテ、敷衙 シテ説 イテ見ノ%も 反勤二・感作抗原 ノミヲ以 テスル補結反鷹ハ、・

元々、非特異 性反鷹 ナル意味ガ次 ノ如キ揚合二 立派二陽性ヲ示ス。 ・

使バレル。其 ノ1ツ トシテ、非特異的抗原二血 以上 ノ實験上カラ観 テ、所謂正常抗膿ハ、結核

清丙ノアル物質 寿結合 シテ、之二因ツデ補膿非 罹患者二於 クル 抗禮 ト何等相違 ヲ認 メヌモノ

働 ヲ招來 スル。即チ眞正 ノ抗原、抗艦間 ノ結果 テ・若 シ斯カルモノガ、結核 ノ無 イ者二現 のレ

ニ基 クモノデナイモ'ノヲ指 ス場合ダガ、椴令、 トスレバザ是ハ所謂正常抗髄 ト名附 ク可キモノ

夫 レガ眞正 ノ抗原、膿 蘭 ノ結合デナクトモ、 教 ソ四 リ外二理窟 ノ附 ケヤウガナイ。

牛心越幾斯二依ル三氏反慮 ノ如 久 圭 トシテ徽 扱・既述 ノ如 ク、術式如何 二由ラテハ、結核 性

灘 疾患二限 ラレテ特定的 二陽性ヲ示 ス場合 抗原二樹 スル所謂正常抗髄 二類 シタモノノ・、相

へ 嘘カラ出タ眞 ノ如 久 非特異性カラ生 レタ 當比李二働性人血清内二認 メラレル。從 ツテ、
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結核補結反鷹へ 適切ナ抗原 ト細密 ナ術式法 二

依ル ト、必 ズシモ、疾患特異牲デナク、非特異

性陽性反鷹ガ多 クテ實用イヒガ問題覗サレルガ、

斯 カル關係ハ後述 スル徽毒補結反鷹 二於 テモ亦

同様 デアル。

扱・翻 ツ7注 意 ス可キコトへ 所講正常抗禮 二類

シタモノハ殆 ド悉 ク、其 ノ含有量ハ精 々補韻 ノ

1軍 位マデヲ非働 トスル程度 二止マルガ、進行

性活働性結核 ノ大多歎、即チ其 ノ約80%ハ1,,5

軍位以上 ノ補艦非働 ヲ起 ス程度二抗§豊ヲ含有ス

ル。從 ツテ、補髄非働 ノ輩位 ヲ基準 トシテ、最

大数 二於 テ、活働性結核 ノ診噺ガ可能 トナル。!

本術式 二擦 ツテ、補艦非働 ノ程度 ガ1箪 位牛以

上二相當 スルモノへ 殆 ド悉 ク、夫 レハ活働 陛

結核 ノ存在二因ルモノト認メデョィ。從ツテ、 、

斯 カル観察方 ヲ以テスルモ、活働性結核診断法

トシテ、極 メテ有竜義デ、其 ノ存在便値へ 徽

i毒ノユ氏反慮 二優ル トモ決 シテ劣ルモノデハナ
壕

イ。

唯、弦 二1ツ 問題 デアルハボ確實 ナ活働性 結核

ノ存 在 スル場合 二於 テモ、往 々補艦非働程 度 ガ 噺ル モノカ或 ハ叉、偶性 二依 ッデ、

1.5js位 下 ヲ承 スコ トガ アルe斯 カル反鷹程 度

ノ場合 二、ソレガ活働性結核 二因ル カ、或ハ所謂

正常抗艦 『類 スルモ ハ 爲 デアルカ ノ鑑別 へ

結局、血清學的反鷹許 リデハ出來兼ネル。臨殊

的二凡テ ノ他 ノ方法 ヲ以 テ精細 シタ結果二基 イ1

テ、綜合性 二無理 ノナィ鋼断 ヲ下 スコトず最モ

1要當 ト惟 フ。

眞 二結核 ガナクテ、本反慮 ガ陽性ヲ示ス場合ハ、

先天的 力後天的力、此 ノ者ハ結核菌二封 スル或

劣践灘 生轟甕瀦貢魏ずン璽驚 誓
ル然態 ノ相違 ガ、臆 テ、結核 二封 スル個性的差

異 ヲ登來 スル所以 デハナィカ。郎チ、正常抗髄

ヲ多少 トモ備ヘタ者ハ、結核菌 二等 シク感染 シ

テモ、権 患 シ難 イ。

或ハ假令、罹患 シテモ、進行 ガ緩 慢デ臭性デア

ル。反封二、正常抗髄皆無 ノ者へ 罹患 シ易ク、

或ハ罹患 スレバ、進行二富 ンデ悪性 デアル ト云

ツタ結果 ヲ生 ムコトニ封 シテ大 ナル役 目ヲ演 ジ

テ居ルモノト推定サレル。斯 カル正常抗艦 二類

シタモノガ、果 シテ如何ナル機轄 二因ツテ、正

常人燈内二形成サレルモノデアルカ、絶 エズ塑

來 スル輕微 ナ結核菌感染 ノ結果 ガ累積 シテ生 ジ

日常囁取スル

食餌中之或ル成分カラデアルカ、或ハ又、他 ノ

想像 モ付キ兼 ネル次第二因ルモノカ、其 ノ邊ハ

目下 ノ塵、皆目見雷ガ付 ガナィ。

、

第3節 徽毒補結反癒 ノ結果ノ槍討

徽毒反慮 モ余 ノ術式 二依 レバ、僅微 ノ補罷非働

モ明カニ現示 シテ頗ル緻密ナ方法デアルガ、其

ノ爲ニザ僅少ナ補艦非働 へ 強チ徽毒患者 ノ血

液 ノミトハ限 ラナィデ、非徽毒性疾患或ハ健常 ・

'人ナドごモ甚ダ屡 ζ認 メル.余 ノ實験 シタ非徽

誰性疾患乃至健康人 ト看倣 サvル951例 二於

テ、補艦非働 ノ程度ガ1乃 至L5輩 位 二相當 ス

副1職 藩 歪謬騨程無
例(約35.6%〉 デ、炭封二抗原 ノアル圭管 ノ方 ガ

封照 ヨリモ却 ツテ輕微 ナ溶血催蓬 陛(痕 跡溶血

催灘 乃至押 位襯 二櫨 スル催灘)ヲ 示
シ タ モ ノ ガ、5例(約0、5%)デ ア ツ タ。 主 管 二(

於 ケル補髄非働度ガ、2輩 位以上 ヲ示 シタモノ

ハ39例 デ、 此 ノ内從來 ノ三氏反鷹術式 二依 ル

陽性者ハ35例 、重層漏濁反鷹陽性者37例 ヲ認

メ㌍ トハ既逮 ノ通 リダガ、要 スル汽 斯 カル .

結果 ヲ示 入所以ハ、余 ノ抗原 ト術式 二依ル補結

反慮ハ、從來 ノ法二比較 シテ数果、感度二於テ、'{

濫二優秀 ナ爲 デアル。

951例 ノ被検血清デ、 以上記載 シタ409例 ヲ除

ク残 リノ542例 へ 溶血程度ハ圭管及封照管尚 、1

等二現 レタ。

實験 ノ結果カラ観 テ、余 ノ衛式 二擦 ツテ補髄非

働 ヲ示 スモノハ、濁り徽毒血清 ノミニ限 ラレズ

シテ、甚 ダ屡 ㍉ 非徽毒患者 ニモ認 メラレルガ、
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'

傷

唯其 ノ=補盟非働 ノ程度 ガ徽毒罹 患者 ノソレニ較

べテ
、殆 ド大多撒 二於 テ遙 二僅少 デアル。

嘗 デMichaelis氏 ガ、ユ氏反鷹 訪 冬ケル補髄結

合性物質 へ 蕾 二徽毒患者血清 ニ ノミ限 ラレテ

モ存 スル特異抗禮 デハナ クテ、非徽毒者血 清 ニ

モ少量乍 ラ存在 スル ト報告 シテ、其 ノ當時爾 ホ

徽 毒反鷹 ノ特異抗艦論 ヲ支持 スル多藪 ノ學者 カ

ラ、寧 ロ奇怪 ナル報告 ノ如 ク看倣 サ レタ ノデ ア

ルガ、余 ハ本 實験 ニ ヨツテ、Michaelisノ 唱 ヘ

タコ トハ、實 二眞 二近 イモ ノダ ト首肯 サレル。

徽毒 二罹患 ス～レコ ヤニ因 ツテ、 既存 ノ正 常塚鷹

性物質 ガ更 二檜張 サ レル。 此 ノ正常反慮物質 ノ

有無多寡 ガ、 藤 テ、徽毒病原艦 二感染罹患 ノ際

ノ、 所謂素 質 ノ差異 ヲ生 ミ、
,病 原艦 二封 スル抵

抗カ ノ強 イ者、弱 イ者或 ハ罹患 シテ モ進行力 ガ
'ノ

結

實験 ノ要黙次ノ如 シ。ギ

(1)著 者 ノ術式 二依ル被検働性人血清(或 ハ滲

出液等♪ヲ直二使用 シテ此 ノ内二含マレル山羊
駕

或 ハ緬羊血球 二 封 スル 正常溶 血素及 補艦 ヲ利

用 スル方 法ハ、從 來一般 二行 ノ》レル モノニ較 ベ

テ、輩 二縄濟的 デ アリ且 ツ随時簡 易 二遽 グ ラレ

ル ト云 ツ タ利 盆 ガ有 ル許 リデナ ク、 ヨリー層精

緻 ナモ ノデ ァル。 ・ 讐
ら

1(2)働 性血清内二在ル結核性抗罷 ハ、抗元菌罷

二依ル吸牧實験ハ0℃ デハ 僅カニ可能ナルカ
'或
ハ殆 ド完全二不能デアル.温 度ヲ次第 二上グ

ルト・構 鰍 能辱ハ次第囎 強スル夙 其 ノ

牟面二於テ、補禮モ次第二罪働 トナル。故二、

被楡血清カラ之 二含 マレル抗禮 ノミヲ完全二除

去 シテ之 ヲ補禮血清 トシテ使用 セントスル企テ

ハ不結果 デアツタ。

(3)働 性血清二依ル補艘結合反慮 デハ、溶血性

補膿 ト補髄結合隣抗艦 トガ同一血清内二共存 ス

ルモノト想定サル可キグガラ、嘗然、毎常被検

血漬二封 シテ完全ナ抗元封照 ヲ併置スルコトガ

不可能デアル.從 ツテ、本方法 ノ結果 二錯誤 ヲ

醸サズ、其 ノ結果 ヲ明確タラシムルニ最 モ必要

激 シクテ悪性ナ者、漕伏停止献 デ進行カソ極メ

テ館 イ毛ノト云ツタヤウナ様 々ナ相違 ヲ惹 キ起

ス有カナ因子ヲナスモノト推定 サレル。斯カル

徽毒抗原 二封 スル正常姓反鷹i物質ガ如何ナル機

縛二因ツテ嚢生 スルモノデアルカバ不明デア

ノレ 諸o

兎モ角、余 ノ本術式 デ、從來 ノ徽毒反鷹 ノ結果

ト殆 ド相合致スル結果ヲ得ルニハ、補髄非働度

2輩 位以上 ヲ示 スモノヲ陽性 ト認 ムvバ ヨイe

2輩 位以下1、5輩 位ニアルモノハ、所謂疑問反

鷹デ、1・5軍位以下 ノ補 禮非働 ノ者ハ殆 ド悉 ク

正常性反鷹物質 ト看倣 シテヨイ。斯カル正常性

反鷹物質 ノ特二多量二認ムル場合ハ、淋巴腺結

核デァツタ。 、

論

ナ條伴 ハ、使 用抗元 二僅微 ノ自家卸制作用 ヲモ

認 メヌ コ トデアル、余 ノ本 法二使用 スル 目的 デ'
ジ

製出サレタ抗元 へ 結核 ヂモ徽毒デモ、藁二抗

髄 ヲ含マヌ健常海猿補磯乃至人補髄 ヲ以 テ實駿

スル ト、使用量ノ歎倍或ハソ`レ以上 ノ量 ヲ以

テスルモ溺 カノ魎 阻止 作用 ダモ認 メヌ。

即≠抗元自己二因ル溶血阻止 作用ハ毫末 モナ

イ。 ～

從來一部 ノ學究者間二信 ジラレテ居〉レ抗元 ノ自

家抑制 ト其 ノ特異性赦便 トハ相互二雁行 スルモ

ノデ、抗元 ノ自家抑制フ減削 スレバ、從 ツテζ

其 ノ特異性抗元能 モ減耗 サレル ト云 ツタ現象

へ 唯抗元二張激ナ物理化學的操作 ヲ施 シタ揚

合二限 ラレテノミ往々認メラレルガ、抗元二適

切緩和ナ手段 ヲ加ヘル ト、其 ノ非特異的溶血阻

、1ヒ作用ガ次第二除去サレテ皆無 トナルガ、。特異

的抗元性能ハ依然 トシテ優秀二存緬サレ得ルコ

トハ、余 ノ實験 二依 ツテ至極明白デノル。故 二、

抗元 ノ自家抑劇 ト其 ノ特異性能 ハ必 ズシモ軍行

、シテ増減スルモノデナ4ト1断 言出來 ル。

(4)入 赤血球 ヲ家兎或ハ 山羊二非経 口的二移

入セシムルゴ トニ因ツテハ、余 ノ行ツタ實駿デ
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ハ、殆 ド悉 ク高度二血球凝集素 ヲ産生 スルガ、

溶血性隻囁罷i量ハ僅微 デ、補罷結合反慮 二實用

出來ル程度 ノ冤疫溶血素 ヲ作 リ出スコトガ出來

ナカツタ。徒ツテ入赤血球二封 スル冤疫溶血素
ら

ヲ使用スル簡便法 ノ實際化ハ家兎或ハ山羊 ノ類

ヲ實験動物 掛シテハ、至難乃至不賓∫能 ト惟 フ。

(5)余 ノ術式 デハ、山単血球ハ探血後腐敗 シナ'

イ限 リハ、冷嗜所二貯藏スレバ、約2週 日間ハ

使用 二堪ヘル。血球ハ古 クナツテ多少嗜赤紫色

ヲ現 シ自家溶血 ヲ認 メル場合 ニテモ、之 ヲ食盤

水 デ洗縢後遠心沈澱 ヲ施 セバ使用可能デアル。

(6)働 性 デモ非働性デモ、補禮結合系統内二被

検血清量ガ或 ル濃度以上二介在スルコトハ、同

系統 二補艦 ヲ轄向セシムルコトヲ阻止スルカガ

増強スル。從ッテ、血清量ヲ或ル程度以上二増

加ゐレバ、補禮結合反鷹 ノ陽性率度ハ次第 二減

弱スル。故二、血清 ヲ大量二使用 シタ場合ハ、

抗元 二抗盟 ヲ吸牧 セシメタ後二其 ノ上清ヲ遽心

沈澱 二依 ツテ取捨 シタ感作抗元 ノミニヨル補膿

結合反懸へ 血清 ヲ蟹儘二遺存セシメタ場合 ヨ

リモ遙二陽性率度 ガ高位 ヲ示 シテ來ル。斯 カル

結果ヲ惹起 スル所以ハ・蝉 漫 増大 ノ爲二勢 ヒ

正常溶血性墜囁艦 ノ壇彊二因チレモハ 想定サレ

ルガ、正常溶血素 ヲ全 ク除去シタ血清二於 テモ

依然 トシテ同樽 ナ結果 ヲ示 スカラ斯 カル想像ハ

全 ク見當違ヒデ、是ハ恐 ラク膠質化學上カラ惹

キ起サレル現象 ト惟バレル。'

(7)由 來、補盟結合反鷹上二、免疫性溶血素量

ヲ次第二増彊スル ト、補艦結合反鷹 ノ率度 ガ次

第二減弱サレルト報告サレテヰルガ、其 ノ因擦

ハ、第2次 系二於ケル彊烈ナ免疫性溶血素 ノ爲

二、第1次 系ニー一旦韓向サレタ補禮 ガ、第2次

系二封スル親和結合能カガ異状 二強大デアルカ・

ラ、更二第1次 系カラ遊離 シテ第2次 系二移行

シテ結合 スル爲ダ ト解繹サレテイル。事實 二於

テ、從來行バレルユ氏反鷹 ノ如キ非特殊的抗元

ヲ以テスル補髄結合反懸二於テ、免疫性溶血素

量 ヲ次第二∫曾強 スルコトニ依ツテ、中等度乃至

弱陽性程度 ノモノハ大 イニ其 ノ賜性度 ヲ滅弱ス

ル カ、或 ハ逡 二陰 性二劃 ルガ如 キ コ トヲ實験 ス

齢翌雛艦鶏諜書嬰搬慰
シテ陽性 ヲ呈スル。故 二、從來行バ レルユ氏反

鷹二於 ケル張陽性 ト、中等度乃至弱陽性程度 ノ

血清と惹キ起 サレル補膿非働形式ハ、、聯力其 ノ

趣 キヲ異ニスルモノデ、張度陽性反懸 ニテハ、

補髄成分 ノ全部或ハ其～一部 ガ完全二非働 トナ

ツテ補禮 ノ用 ヲナサナクナルガ、中等度乃至弱

陽性程度 ノ血清 二現 レル補艦葬働ハ、軍純ナ補

艦 ノ吸著結合 デ、補膿各成分 ノ機能 ガ未ダ爾ホ

全 ク或ハ部分的二完全二存績 スル歌態ニアルモ

ノト認ム可キデアル。

然ルニ、余 ノ結核補艦結合反鷹 ノ如 キ結核菌髄

ソノモノヲ抗元 トスル眞 ノ特殊性補罷結沓反鷹

二7ハ 、其 ノ陽性率度ハ、免疫性溶血素量 ノ如

何ニヨツテ左右サル ・コトハ殆 ド認 メラレヌ。

勘チ此 ノ揚合ハ、補罷再遊離現象 ガ起 ラヌ。但

シ特殊抗元二依ル補髄結合反鷹ニテモ、数便薄

錫 ナ抗元 ヲ使用スル ト、甚ダ屡 ≧補禮再遊離現

象 ヲ生 ジテ來ル。此 ノ故二、優秀ナ特殊抗元 ト

数贋薄弱 ナ特殊抗元及 ビ非特殊性抗元 トニ依ル

補髄結合反懸 二於ケル第1次 系二現 レル補膿非

働ハ、其 ノ様態二於 テ、大 イニ趣キヲ異 ニスル

モノデ、前者ハ、補磯成分 ノー部乃至全部 ノ彫

カ ヲ完全 二無能 トナサシムルモ、後者ハ、陽性

度或 ル程度以下ニアル血清 デハ、補禮非働ハ、

輩ナル見懸 ケ上 ノ結合吸著 デ、未 ダ爾ホ完全二

補艦各成分 ノ機能 ヲ備ヘテイル。斯 カル場合 二

限 ラレテ、第2次 系 二彊烈 ナ冤疫性溶血素 ヲ使

用スル ト、第1次 ト2次 系統 二於 ケル補艦結合

親和カ ノ均衝 ガ破 レテ、途 二溶血阻止 ノ歌態 ヨ

リ轄 ジテ完全溶血 ノ現象ヲ誘致 スルニ到 ルモノ

デアル。次二余 ノ本衛式二於 ケルガ如キ正當溶

血素ヲ使用スル ト、免疫溶血素 ノ揚合 ト聯 力其
し

ノ結果 ヲ異ニスル。正常溶血素量 ガ4乃 至20軍

位 ノ範園ナラバ、非特殊性抗元二依ルユ氏反鷹

ノ揚合ニテモ、陽性率度二殆 ド相違 ヲ認 メナイ。

即チ、免疫性溶血素 ヨリモ、遙 二補髄再遊離現



第3號 】 鴻上=働 性人血清二依ル結核及徽毒補燈結合反旛ノー新法 111

象 ヲ起 ス コ トガ砂 ク稀 レデアル。其 ノ故 ハ、正

常溶血素 ハ免疫性 ノモ ノニ較 べ テ血球 二封 スル

親和結 合性 ガ遙 二薄弱 ナ爲 グ ト惟 フ。

(8)術 式 ハ實用上、簡 ニ シテ、且 ヅ錯誤 ノ結果

二陥 ラヌモ ノガ最 モ望 マ シイ。徒 ラニ簡 易ヲ旨

トシテ、適切 ナ封照 ヲ省 イタモ ノデハ、結 果 ノ

到断 二大 ナル鹸 差 ヲ招 キ易 イ。

人血清内 二含 マμル溶血性補畿量ハ、大多敷 二

於 テ、O・075-一一〇・OOgccm!血 清 量 二相當 スル。

是 レヨリ以下或 ハ以上 ノモ ノハ、至極僅少 デ ブ

ル。 山羊血 球 三封 スル正常溶血性箋囁 艦量 モ被

検血清 ヲ37℃ デ分離 スル ト、大多敏 二於 テ、

血清稀澤4「8輩 位 ノ範 園 ヲ示 シ、64輩 位以 上

ノモノノ、皆無 デアツタ。

探血後24時 間以内 二實験 スルk、 助 性人血清内

ノ補禮 ノ皆無 ハ1293例 中僅 二4例(O.3%!デ ア

!レガ、正常溶血素 ハ、多少 二拘 ラズ悉 ク含 マ レ、

2軍 位以下 ハ皆無 デ アツタ。 溶血性補膿 ガ皆無

ノ揚合 ニモ溶血素 ハ凡 テ認 メラ レタ。溶血姓補

盟量 ト溶血素 量ハ必 ズ シモー致 シテ含有 サ レナ
ヘ

ィ。又溶血姓 補艦蛇二溶血素量 ノ測定値ハ、山

羊血球ガ探血後 日ヲ経ルニ徒ツサ次第二増強 ヲ

示 シテ來ル。 ソレハ、血球被膜 ノ抵抗性 ガ探血

後 日時 ノ経過 二俘ツテ次第二薄弱 トナルカラデ

アノv。補艦結合反鷹二、第2次 溶血系 ノlilu球ト
サ

溶血素 ヲ個々二分離 シテ注加スル ト、往々部分

的感作及 呂其他不都合ナ黙 ガ現 レテ結果 ガ明確

ヲ峡 ク惧 レガアルカラ、豫 メ、適當二感作サレ

タ血球浮游液 ヲ使用スルコトガ最モ妥當 ノ塵置

デアル。以上述べタ實験上 ノ結果 ヲ基調 トシテ

本論二記載 スルガ如キ余 ノ衛式ガ考案サレタ。

補髄ハ周知 ノ通 リ、探甑後時 ヲ経 ル ト迅速 二次

第 二非働 トナルカラ、探血後可及的早 ク、逞 ク

モ48時 蘭以内二實験ヲ終ヘナケレバナラヌ。'

當初カラ全 ク補罷 ヲ峡如セルモノ、補膿量 ノ僅

微ナモノ、貯藏ガ永 クテ非働 トナツタモノ、或

ハ磯脊髄液 ノ類デ補髄 ノ無イ被検物等デへ 實

験 ノ結果、豫 メ補艦量ヲ充分 二認 メタ陰性乃至

弱陽陛血清 ヲ2倍 量之二混 ジテ反磨iヲ行ヘバ結

果ノ判定ハ充分可能 デアル。

正常溶血素量ζ・、血清 ヲ寒冷デ分離スル?37℃

デ行 ツタノトデハ後 ノ場合 ハ約2倍 量増彊ス

ル。故二寒冷ナ季節ハ血清分離 ヲ37℃ デ行 フ

方 ガ適切デアル"f

(9)結 核診蜥用抗元ハ 結核菌乃至其 ノ攣異菌

タル トニ論ナ久 抗元性数優 ノ黙二於テハ、何

レモ殆 ド差別ヲ認 メヌ。郎 チ、余 ノ製出法二依

ツタ乾燥菌粉末生理的食盤水乳齊レ・、菌株二因

ル抗元性特異能カニ相違ガナイ。典型的有毒結

核菌株デ、入型 タル ト牛型 タル トニ論ナク、又

有毒性デアル ト弱毒乃至無毒性攣異株デアラウ

ト、或ハ桿菌 タル ト球菌、隻球菌、統歌菌、穎

粒状等二攣形 シタモノデアラウト、將叉、抗酸、

抗酒精性デアル ト色素攣態 二陥ツタモノ或ハ青

染菌乃至殆 ド不染色状態二到 レルモノデモ、余

ノ製出法二從ヘバ、 ソレガ若 シ結核菌乃至 ソノ

モノカラ攣異 シタモノデアレバ、何 レモ其 ノ抗

元性便値 二於テ、大同小異 デ、同等 二實用二堪

ヘル。。從 ツテ、抗元ニハ如何 ナル菌株 ヲ選 プモ

ヨイ澤ダガ、實用上 ノ黙 カラ観 ルト、働培養ガ至

ツテ簡軍 デ獲育ガ迅遽 デ、抗元製出二比較的手

ノ敷 ノ懸 ラヌ又無毒牲 ナ特殊 ノ攣異性結核菌株、

例ヘバ余 ノS.T.菌 株 ノ類 ヲ使用スルコ トガ、

至極賢明デ望マシイ。結核菌乃至其 ノ攣異性菌

株ハ、本邦デハ季節 ノ閣係 デ、乾燥器二納置 シ
き

タ場合 ニテモ、之 二食盤水 ヲ加ヘテ乳剤 ヲ製ル

際孔 菌髄ハ飴款二凝團 シテ、全 ク菌 ノ乳剤 ヲ
き

作 リ得 ナ イコ トガ アル。斯 カル現象 ハ、滋潤 デ
ぎ

温暖ナ季節二多 ク見 ラレル。斯 グノ如キ不都合

ナ突獲事攣 ヲ未然二防止 スル爲ニハ、菌罷 ヲ所

定 ノ津 伽 テ、Azet・nデ 鑓 ス レバ ヨイ.

菌 艘iヲA老eton・ デ慮理 スル コ トデハ、其 ノ抗元

能カ バ毫 モ損傷 サ レナ ィ。余 ノ調製法 二依 ツタ

乾燥菌粉末へ 徽毒抗髄 ト合 シテ、聯 カモ非特

殊的陽性反慮 ヲ認 メナae其 ノ明 白ナ謹篠 ノ1

ツ トシテ、本菌髄 ヲ徽毒血清 ト混 ジテ、血 温F

一 定 髄 置 シタ後
、 遠心分離 二依 ツテ、菌 髄 ヲ

除去 シタ上清ハ、封照 ト比較 シテ寸毫 モユ氏反

、
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鷹 ノ陽性度 ノ減弱 ヲ認 メヌコトデ立詮 シテ鹸 リ

ナリト惟 フ。本製出法ニヨル菌乳劇ハ、生理的

食盤水デ1%溶 液5シ 之二Karbolヲ0.5%ノ

比二加ヘテ室温嗜所二貯 フレバ、永ク其 ノ数便

二異鍵 ヲ認 メズ、且ツ其他 ノ支障ヲ醸 サナイ。

(10)余 ハ本法 ム依ル徽毒 ノユ氏反磨 二於 テモ

自家抑制 ヲ示 サズ而カモ抗元数便優秀ナモ ノノ

製出法 ヲ索 メタ.牛 心 ノAzeton越 幾斯ハ、

酒精 ノゾレニ較ベテ、抗元数贋ガ張 イガ、非特

殊性反鷹 モ張 ク現 レル。特二結核デハ、淋巴腺

結核 ノ類二非特異陽性反懸 ヲ示ス傾向ガ強 イ。

牛心 ヲ所定 ノ法デAzeton、 デ庭置 シタ後、純酒

精二移行スル酒精越幾斯 ハ、非特殊性皮鷹奉モ

紗 ク、自家抑制ガ無 クテ抗元 トシテ数贋、感度
ご

共 二優秀 デアル。牛心 ヲAzetonデ 庭 理 スル コ

トハ、 自家抑制 ヲ除 去 スル ト共 二、非特殊性陽

性反慮奉 ヲ輕減 セシメ、且 ツ酒精 二柚 出サル可

キ抗元性物質 ヲ容 易 二充分 二移行 セシムル等 ノ

利鮎 ガアル。Azeton二 抽 出 サwe抗 元 越幾斯

分 ト酒精 二移行 スル夫 レ トハ全然 別箇 ノ成 分デ

ハ ナ クテ、徽毒 轟反磨 スル牛心 ノ成分、 帥 チ主

トシテ類脂髄 ノ如 キモ ノデ、Azetonニ ハ比較

的難漆 デ、酒精 二易溶性 ナモ ノ ト、Azeton・ ・:k

モ酒 精 ニモ易溶性 ナモ ノトガ存在 スルモ ノト惟

ハ ル。其 ノ故 ・・、 頻 同 二 大量 ノAzetonデ 長

期 二亙 ツテ、牛 心 ヲ抽 出 スル ト、i途 ニハ酒精 二

移行 スル抗元性物質 モ全 ク清失 スフレニ到 ルカ ラ
ザ

デ アル。此 ノAzeton難 溶 、酒精 易溶 ノ牛心成

分 ガ抗元 トシテ最 モ良 イ性能 ヲ認 メル。一般 二
を

牛心越幾斯ハ、其 ノモノヨリ溶剤ヲ全 ク嚢散セ

シメタ残基質 ヲ食盟水浮游液 トシタモノハ、溶

液 ノマ ・デ稀繹 シタモノニ較べテ、遙二自家抑

制作用力僅 微 トナル。 ・

抗元二使用スル牛心ハ細挫 シテ所定 ノ法二從 ツ

テAzetonデ 盧理 シタ後 二乾燥粉末 トシテ貯

藏 久レバ随時任意二使用 シ得 テ至極輕便 デ数カ

バ長時二亙 ツテ不憂 デアル。

牛心 ノ乾燥粉末或ハ之 ヲAzeton乃 至Azeton

酒精等デ抽出 シタ後二之 ヲ乾燥 シタ粉末自髄 デ

ハ、徽毒血清 野合 シテ殆 ド=補膿 ヲ結合 シナ イ。

即 チ斯 カル粉 末 ニハ、抗元性債 値 ヲ認 メヌ。

故 二牛心 内成分 デ徽毒 血1清二封 スル抗元性物質

ハ、唯水 或 ハ.Azeton,Aether,酒 精 ノ如 キ溶

剤 ニテ抽 出 シタ場合 ニ ノミ限 ラレテ溶液 内二有

数状態 トシテ浸出 サ レル モ ノデ アル。
ら

若 シ牛心ガ結核 二於 ケル乾燥菌粉末 ノ如キ眞正

特殊性抗元 ナラバ、牛心粉末ニヨツテ抗膿吸牧

可能ナル可 キ筈 ダガ.ソ レガ不能 デアルコトへ

取 リモ直サズ、牛心ハ非特殊的椴性抗元 デ、斯

カル抗元 二依 ルユ氏反鷹ハ、純眞ナ抗元、抗罷

間 ノ反鷹 デハナクテ、抗元物質ガ或 ル分散度プ

備ヘタ「コロイ ド」粒子 ヲ形成 スル揚合二限 ラレ

テ登來 スルモノデ、其 ノ本態へ 「コロイド」化

學的二解繹サレルモノデアルコトハ、此 ノー事

實ニヨツテモ明カデアル。

(11)余 ノ本術式二依ル結核補髄結合反鷹 ノ結

果ハ、晩期慢 性肺結核患者 二於 テ、殆.ド100%

陽性 デ、而 カモ、其 ノ最大多撒、約80%二 於テ

彊陽性、郎チ補髄 ノ2輩 位以上ヲ非働 トスル程

度 ノ抗髄含有量 ヲ示 ス。奪早期或ハ初期肺結核、

淋巴腺結核、漿膜結核及セ其他 ノ臓器結核、結

核容疑者等二於 デモ何IE…"モ90%以上 二陽性デ

アルガ、強陽性ヲ示 スモノハ慢性晩期肺結核症

二較ベテ逡デ紗 ク、約35%デ アヅタ。又、基等

ノ結核 ノ揚合二弱陽匪、epチ 補髄非働度 ガ19

位以下 ノモ ノモ約35%認 メル。然ルニ、一方臨

躰上全 ク治癒 セル結核、結核以外 ノ疾患、健康

考 ト惟ハル ・者 二於 テモ、・補燈非働度輩 ユ位以
下 ヲ示 スモノモ亦、約35%ア ル。余 ノ術式二依

レバ、僅微 ノ=補艦非働モヨク封照 ト比較 シテ見
セ

逃 スコトガナイ.即 チ、從來 ノ方法 ヨリモー層

糀 ナ爲二謹 微量 ノ結核抗髄ハ必 ズシモ結核

罹患者 ノミナラズ、健常者二在ツテモ確 カニ之

ヲ認 メ得ル ト惟 フ。鄙チ結核抗元二封 スル正常

補瞭結合性墜擾髄 ノ保有者ガ相雷ニアル。鼓二

於テ問題 トナルコトハ、僅微量 ノ補髄非働 ヲ示

シタ揚合 二、夫 レガ果 シテ結核 ノ存在 スル爲デ ,

アルカ否カノ決定へ 補燈結合反恋 ノ結果許 リ
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デハ不可能デ、現在}ハ 正常抗艦 二因ルモノカ、

.罹患 二因ル免疫性抗膣 ノ爲 デアルカヲ明確二識

別 スル血清學的方法 ガナィ.從 ツテ、斯カル揚

合ハ、精細 ナ臨躰的所卑 ト照合 シテ、綜合的二,

明敏ナ到断ヲ下 スガ至嘗デアル。

補髄結合反鷹 ノ結果 ノミニ依ツテ結核罹患 ノ有

無 ヲ断定 シテ殆 ド誤 リノナィ揚合へ 補艦非働

度 ガ1.5"輩 位 以1ヒ、帥 チ中等度 ヨリ戯陽 性ヲ示

ス者就中、強陽 性・者ハ、失 レガ臨 沐的 デ アル

カ、或バー層 精細ナ生物學的 ノ意味二符合 スル

モノデアルカ、何 レニセヨ、活働 性結核 ノ罹患

者 ト認メテ過誤ナキモノト思惟ス。

假令、彊陽性者 ノミヲ以 テ結核罹患者 卜認メテ

モ、確實 ナ慢性肺結核患者二約80%二 陽性 ヲ示

ス慮 カラ推 シテ、其 ノ診断的優値二於テ、徽毒

ノヱ氏反鷹 ト殆 ド優劣ヲ認 メヌ。 ・

健常者二存 スル所謂正常抗艦 ノ有無、多寡ハ、

藤テ、結核感染、罹患二際 シテノ髄質、抵抗力、

個性 ノ差 ヲ嚢生 スルゴトニ向 ツテ大 イナル因擦

ヲナ 紳 ハ 想像サレノ%肺 結核ヲ糊 病瓶

病型等 ヨリ或 ハ其他 ノ使材二關スル腸性牽 ノ詳

細ナ統計的親察ハ本論中二記載 シタ。

(12>「 ツベル ク リン」皮 内反鷹、 赤沈反慮 ト補

髄結合反鷹 トハ甑 二其 ノ成因 ヲ異 ニスル モノグ

カ ラ、結果 ガ全 ク符合 セヌ コ トハ明白ナ理 デア

ル ガ、此 ノ'間、多少 ノ關連 ガナ イデモナ イ。 是

等 ノ詳説 モ本論申 二記述 シタ。

(13)徽 毒 二於 ケル 補髄結合反鷹 モ 余 ノ本術式

及 ビ抗罷元 ヲ使用 スル ト、從來 ノユ氏反慮様式

或 ハ漏濁反慮 二類 シタモ ノヨ リモ遙 ム明確優秀

二現 レ陽 性率 モ高 イ。三氏反慮或 ハ漏濁反鷹陽

性血清ハ、余 ノ衛式 デ!・、悉 ク=補髄 ノ2輩 位以

上 ヲ非働 ニスル。補髄非働度1。5軍 位 ヨリ2輩

位迄ハ疑 問反鷹i、1.5輩 位 以下僅微量 ノ補膿 非

働 二到 ル者 ハ、本法 二依 ル ト非徽毒者 ニモ相 當

二現 レル。是 モ、結核 ノ條項 デ述 ベ タ ト同様 二、

非徽毒 者二保有 サ レル、徽毒抗元 二封 スル正 常

抗鐙 二類 スルモ ノ ト認 ム可 キデアラウ。本法 二

依 ル ト、徽 毒 ノナイ結核、特 二淋 巴腺結核 二補
り な

睡非働度1.5輩 位以上ヲ示 スコトガ往々アル。

特二食盛水溶液 トシ女抗元 ヲ調製後数 日間貯ヘ

タモノデ實験スル ト殆 ド其 ノ最大多撒 ガ補髄非

働 度1.5輩 位以上 ノ陽性ヲ示 ス。,
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